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※本号では，本文中で記載の商標を （注）として巻末に一買掲載しています。

【表紙l
三菱電機は，家庭から宇宙まで幅広い分野にわたって人々の生活の根幹を支える製品を持っています。

それらの製品を“技術”という 切 り口から紹介する，＇‘技術に1鴛きシ リーズ＂を企業広告として展開しています 。

三菱電機技報新年号の表紙では，この技術広告シ リーズのメインビジュアルとして使用 した写真から 5点ピ

ックアップしま した。

①は安定した電力供給を陰で支える“電力用開閉装置’'， ②は工場内の無駄な電力を見える化する“エコサー

バ'’， ③は国際天文観測プロジェク ト“ALMA計画用超高精度アンテナ”， ④はインバータによる省エネルギー

効果向上に大きく貢献する“パワ ー半溝体’'，⑤はスタジアムでのスポーツ観戦に新しい楽しさを提供する“オ ＼ 

ーロラ リボン”です。

本誌は，再生紙と植物性大豆池インクを使用しています。
， ーニ------•,. 
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平素ぱ‘三菱電機技報’'をご愛読いただきありがとうございます。

“技術の進歩特集”号の発行にあたり， 一言ご挨拶申し上げます。

三菱電機グループは，“成長性”“収益性 ・効率性”‘‘健全性”

の 3つの視点による“バランス経営”を推進し，強固な経営体質

の構築と持続可能な成長の実現を目指しています。成長戦略と

して‘‘強い事業をより強く”と“新しい強い事業の構築＂を目指し

た個別事業強化のVI(Victory)戦略と，強い事業を核としたソ

リューション事業を強化するAD(Advance)戦略を進めています。

開発本部では成長戦略を実践するために，各事業部門と事業

戦略，開発戦略，知財・国際標準化戦略を三位一体でベクトル

を合わせて製品開発を行うとともに，将来の革新的技術と全社

事業の基盤となる技術の開発を進めています。

VI戦略に基づいた研究開発では，他社との差別化を図り，国

際競争に勝つための技術力を高めています。関連する開発成果

の例を紹介します。ALMA（アタカマ大型ミリ波サプミリ波干

渉計）はチリのアンデス山頂5,000mに電波望遠鏡を設置し，宇

宙創成の謎（なぞ）を明らかにしようとする日米欧の国際協カプ

ロジェクトです。新たに開発した高精度軽最構造と高精度駆動

システムを適用した直径12mのアンテナ 4台を， 2012年からの

本格観測に向けて納入しました。

工作機械には高い精度と生産性が要求されています。このエ

作機械を制御する数値制御装置(CNC)の基本演算性能の大幅な

向上と，滑らかな同時 5軸動作のための制御技術を開発し，光

沢のある高品位な加工面と短時間加工を実現しました。

ルームエアコン霧ヶ峰では，熱画像をとらえる赤外線センサ

“人感ムープアイ’'と気流制御によって，人の集まり具合，床や

壁の温度，人の活動醤をセンシングして制御することで，従来

方式の運転に比べて最大65％の省エネルギーを実現しました。

また，運転中の電気代やCO2排出羅を表示し，省エネルギーが

実感できるように しました。

国内外の通信事業者は次世代ネットワークの構築を進めてお

り，当社は最大通信速度 1Gbpsの光ア クセスサービスを提供す

るGE-PON (Gigabit Ethernet-Passive Optical Network)シス

テム機器を提供しています。ユーザーの利便性を向上するため，

加入者宅内装置に従来サイズのままで映像受信装置を一体化

し， 1台で映像サービスにも対応す るGV-ONU(Gigabit/ 

Video-Optical Network Unit)を開発しました。

一方， AD戦略では，総合電機メ ーカーの強みを生か し，お

客様のニーズに対応して，強い製品やサービスを核に，全社の

幅広い技術やノウハウを統合してソリューションを提供してい

ます。具体的な分野は，地球温暖化対策，セキュリティ，映像，

RFID (Radio Frequency IDentification)応用などです。 トータ

ルセキュリティソリューションでは，堅牢（けんろう）な暗号技

術をベースとした情報セキュリティや，入退室管理や映像監視

などの物理セキュリティを統合するセキュリティ構築プラット

フォ ーム“DIGUARDNET” を開発し，ビル設備や業務システム

への実応用を開始しました。

映像ソリューションでは空港，駅，競技場などにおいて情報

を大画面で表示する“オーロラビジョン’'や，電車内で路線情報

や広告を表示する‘‘トレインビジョン’'といった製品があります。

映像技術とネットワーク技術の融合によって，ライプ映像，蓄

積映像，文字情報を効率良く街のあちこちに配信し，ビルのエ

ントランスや店内などで必要な情報をオンタイムでハイビジョ

ン映像として提供できるようになりました。

当社は豊かな生活と地球環境の維持との両立を目指し，三菱

電機グループ‘‘環境ビジョン2021” を2007年10月に策定しました。

このビジョンでは， 2021年までに製品使用時と生産時のC伍排

出醤の30％削減と，太陽光発電と原子力発電の拡大による発電

時のCO2排出量削減に貢献することなどを宜言しました。現在，

成長戦略として地球温暖化対策事業の拡大を進めており，これ

を支える技術革新に取り組んでいます。太陽光発電では，太陽

光の表面反射を低減する構造など独自技術を開発し，多結晶シ

リコ ン太陽電池セルで，世界最高効率18.6％を達成 しました。

またエアコンや給湯器に使用されるヒ ート ポンプでは，キーデ

バイスである圧縮機と熱交換器の大幅な性能向上を進めていま

す。パワーデバイスは様々な製品の電力効率向上や省エネルギ

ーを実現するキーパーツです。次世代パワーデバイスとして大

幅な低損失化と小型化が期待できるSiC（シリコンカーバイド）

デバイスでは， l.7kV耐圧のトランジスタとダイオードでモジ

ュールを開発し，シリコンモジュールと比較して損失が86％低

減できる こと を確認しました。

当社はコーポレートレベルで国際標準化活動を推進していま

す。現在， MPEG(Moving Picture Experts Group), Blu -ray 

Disc, 3 GPP (Third Generation Partnership Project)，デジタ

ル放送規格等のデジタル映像と情報通信分野で次世代技術の国

際標準化に向けた提案活動を先祁しています。さらにFA(Fac-

tory Automation)，電力，鉄道などの分野でも，市場での製品

実紹を背景に梢極的に国際標準化活動を推進しています。

お届けする“技術の進歩特集’'号では，ここに挙げた例を含め，

幅広い分野で社会への貢献を目指した最新の成果をご紹介します。

皆様の一層のご助言，ご指淋をいただきた＜，お願い申し上

げます。
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レーザTV

Laser TV 

光源に 3原色の レーザを採用することによって，通常の

液晶テレビに比べて 2倍の色再現範囲や高いコン トラス ト

比を実現 し，超高画質の“レーザTV’'を開発 した。これに

よって，従来のテ レビの画質を一新する高画質 と斬新（ざ

んしん）なコンパク トスタイルを備えた，新カテゴリーの

大画面テレビを提案する。

近年，高精細なハイビジョン放送の普及によって，大画

面テレビの需要が急速に伸びている。 また，大画面を楽し

む視聴スタイルの拡大によって，特に高精細で再現範囲の

広い高画質の大画面テレビが強 く求められている。当社は

これまで，超広角光学系による大画面薄型テレビや， レー

ザ光源の適用によって色再現性を飛躍的に高めたテレビの

開発を行ってきた。レーザTVでは， これらの独自技術を

進化させ，超高画質， コンパク トスタイ ルを実現するとと

もに， 3D動画表示機能も搭載した。 また，液晶テレビの

約 1/3となる低消費電力を実現し，省エネルギーにも貢

献できる。

レーザTVは次の特長を持つ。

(1) 動画コンテンツを鮮やかに表示

光の 3原色を構成する 3つのレーザ光源の適用によ って，

通常の液晶テ レビに比べて 2倍にもなる，極めて広い色再

現範囲を実現した。これによ って，液晶テレビやプラズマ

テレビでは再現不可能な，鮮やかな画像を表示できる。 ま

た，当社独自の高画質化処理によ って，彩度の高い原色表

示と自然な色再現を両立するとともに， レーザ光源に最適

化した光学設計によって，光利用効率をはじめ， コントラ

ス トや解像度も 向上させたことで，動画に強い極めて高品

位な映像を提供できる。信号処理系はx.v.Color＊に対応し

ており，広い色空間で清報に忠実な色再現が可能である。

(2) 壁掛け可能なコンパクトスタイルを実現

指向性の高いレーザ光の特長を生か して光学系を小口径

化するなど，光学系全体を小型化した新開発の レーザ専用

“超広角光学工ンジン’'搭載と， 痺型対応スクリーンや筐体

（きょうたい） 構造，小型のレーザ駆動電源などの採用によ

って，壁掛けも可能なコンパク トスタイルを実現した。 ま

た，新開発の小型高性能冷却装置の搭載によって， レーザ

光源の寿命も十分に確保している。

(3) 迫力ある 3D動画を大人数で視聴可能

時分割アクテイプメガネ方式の 3D動画表示に対応し，

通常のテ レビ放送と 3D動画を同じレーザTVで表示でき

る。専用メガネを用いることで，色鮮やかでコント ラス ト

の高い迫力ある 3D動画を大画面で， また多人数で同時に

楽しむことができる。

(4) 液晶TVの約 1/3となる低消費電力

独自の高効率レーザ光源を搭載することで，同画面サイ

ズの液晶TVと比べて約 1/ 3となる135Wの低消費電力を

実現 し，時代のニーズである省エネルギーにも貢献できる。

* IEC (International Electrotechnical Commission :国際電気標準
会議）で承認 • 発行された動画用拡張色空間の国際規格
(IEC61966-2-4) xv YCCに準拠したことを示す商標
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SiC Device Technology with 1.7kV Blocking Voltage 

＼
ノ
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半導体材料のシリコンカーバイド(SiC)は，高電界に耐

えられること，高温でも半導体として機能することなどの

性質を持ち，パワーデバイスを作製するための材料として

優れている。環境問題が叫ばれるなか，パワーエレクトロ

ニクス機器の低損失化，小型化，高性能化の要求は今後ま

すます強くなると考えられ，性能向上の限界に近付いてい

るシリコン (Si)パワーデバイスを用いた現状をブレークス

ルーする，低損失，高性能SiCパワーデバイスが大いに期

待されている。

当社ではSiCの特長を生かしたユニポーラ型デバイスの

MOS (Metal Oxide Semiconductor)型トランジスタとショ

ットキーダイオードの開発，及びそれらの応用技術の開発

を進めている。これまで，耐圧l.2kVのデバイス技術開発

を行い，モータ駆動試験による低損失性の実証などを先駆

的に実施してきた。今回SiCデバイスの高耐圧化技術の開

発を行い，高圧インバータ，電鉄などに必要となるl.7kV

耐圧の定格電圧を持つMOS型トランジスタ及びショット

キーダイオードを試作し，基本特性の評価を行った。

デバイスシミュレーションを活用し耐圧構造を設計して

試作した， MOS型トランジスタのオン特性及びオフ特性

を図 1に示す。オン抵抗率は8.3mQcm2の良好な値を示し，

オフ特性ではリーク電流は極めて小さな値に抑えられてお

り， 1．8kVのアバランシェ降服電圧を持つ。 ショットキー

ダイオードについても，微分抵抗率2.2mQcm2の良好な値

が得られており， 1．8kVを超えるアバランシェ降服電圧が

得られている。 2インチウェーハ状態でのデバイスの写真

を図 2に示す。写真左が 3mm角のMOS型トランジスタ，

右が 5mm角のショットキーダイオードで，分割前の正方

形チップが多数並んでいる。現状，入手可能なSiCウェー

ハの直径は 4インチ以下と小さく，品質の改善とともにロ

径の拡大が望まれる。
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MOS型トランジスタのオン特性とオフ特性
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試作した 3mm角のMOS型トランジスタとショットキー

ダイオードを用いてハーフブリッジモジュールを作製し，

動特性の評価を行った。直流印加電圧を lkVとし，電流

lOA, 125℃の条件でスイッチング特性を評価し，スイッ

チング時の電力損失を見積もった。図 3にSiCモジュール

とSiモジュールのスイッチング損失の比較を示す。Siモジ

ュールと比較しSiCモジュールでは，

ー損失は無視できるレベルにまで低減されており ，

ジスタのオン，オフ損失ともに大きく低減されている。こ

れら損失の合計では， SiCモジュールではSiモジュールと

比較し86％低減されており，高耐圧域でのSiCデバイスの

優れた低損失性を示すことができた。スイッチング損失の

低減による効果は，直接的な損失の低減だけではない。

ジュールでの損失（発熱）の大きな割合を占めるスイッチン

グ損失の低減は，スイッチングの高周波数化を可能とし，

機器の高性能化， リアクトルの小型化などに大きく 寄与する。

今後， SiCデバイス技術，応用技術ともに更に開発を継

続し，パワーエレクトロニクス機器に応用した場合の様々

なメリットを明らかにして，早期の実用化を目指していく 。

図 2. MOS型トランジスタ（左）とショットキーダイオード（右）
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lOG-PON技術
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--

Technologies for 1 OG-PON Systems 

通信速度が 1GbpsのGE-PON (Gigabit Ethernet-Pas-

sive Optical Network)装置が加入者用光アクセス網に導

入され， FTTH(Fiber To The Home)サービスの普及が

加速された。いまやFTTH加人者数はADSL(Asymmetric 

Digital Subscriber Line)を超え，さらに社会インフラとし

て成長を遂げようとしている。当社は，その後継として期

待されるlOGbps級PONの研究に取り組み， ITU-T(Inter-

national Telecomm uni cation Union -Telecommunication 

Standardization Sector)やIEEE(The Institute of Electri-

cal and Electronic Engineers)の標準化に先駆け検証シス

テムを開発した。このシステムは， lOGbpsイーサネット

ベースのポイントーマルチポイント機能を実装することに

よって，局側装骰(OLT)のインタフェースあたり最大32

台の加入者装置(ONU)を0-20kmの任意の距離に接続で

きる。 一般にPON技術における最大の鍵（かぎ）は， ONU

からOLT（上り）に対する通信で，接続距離の異なる複数

のONUから時分割で送信された信号強度の異なる塊（バー

情報技術装置に対し，国内では2010年 4月から， VCCI

（情報処理装置等電波障害自主規制協議会）による 1~6

GHzの放射EMI（電磁障害波）規制が開始される予定である。

この規制への対応として，多層プリント基板の層構成や筐

休（きょうたい）のシールドによる， GHz帯で有効なEMI抑

制設計技術を開発した。多層プリント 基板のグラウン ド層

を利用し，層間の電磁結合を抑制する層構成にすることで，

信号ラインから電源層への結合を低減した。これによって，

スト）の信号を， OLT側で高速同期確立する技術であり，

これがシステム性能を左右する。当社は開発した上り下り

双方向lOGbps通信可能な検証システムによって， lOG-

PONの上りバースト制御の実証試験にシステムレベルで

成功し，最大9.68Gbpsの上り通信速度を確認した。

Multipoint MAC Control Functions 

Synchronized with 
MPCP Dcotocol 

0~2Dkrn suppo 

l OG-PONシステム構成

上りスループット（最大9.68Gbps)

G「antallocation「atioONU#l, ONU#2 ~ 50%, 50% 

［［［臼：三:)|；；；〗芸；； I ；こ云ざこ;:I:M；;；lt言；；： 苔逹芸；

情報通信機器のGHz帯EMI抑制設計技術

UNl : user Network lntertace 
SNI, Secvice Netwock lotertace 
LUO , Logical Link IDeotifiec 
MPCP, Multi-Poiot Cootcol Pcotocol 

UIS burst 
optical 

signal 

•:—..,-- ,.'—,." 
..．-.....' 

ー・ ,` ・・-―= —--- . ． ,... ! 

~~ ! 

凰I団ヽー＿↓ド直 ,し’~ ii,． 
lOGbps上りパースト波形

10G-PON装置の構成及び10Gbps上りバースト波形

EMI Reduction Technology for Information and Telecommunication Equipments at GHz Band 

電源ブレーンの共振に
よる放射EMI

^ 80 
E 70 
‘̀ > 60 ュ
ID 50 
8 40 
餅 30

塁20
ぼ 10

O lO l 00 l,ODO l 0,000 

周波数(MHz)

電源層の共振現象が原因で発生する放射EMIの増大を抑制

することが可能になった。実験の結果，図 1に示すとおり

放射EMIレベルを約40dB低減できることが確認できた。

また，筐体開口部からのノイズ漏洩（ろうえい）抑制手段と

して，筐体開口の分割数（ただし，開口幅の寸法が， 0．1~

0.4入の範囲が条件）とシールド効果の定量的な関係を導出

した（図 2)。これによって，使用周波数と必要なシールド

量から導出した開口分割数，すなわち開口部寸法を筐体シ

ールド設計に適用する技術を開発した。

＼
ノ

）
 

基板断面構造

信号綜

--三三認加ー；；；；

〗し：三苧戸----11mm 11mm 11mm 11mm 

9『:シーJ［卜特性 ～‘°[/／/三三三己=口戸
ミ。
| 
ぶー 10

1.0 1.5 2.0 
周波数(GHz)

2.5 
50mm 

図1. 層構成と放射EMI 図2．筐体開口部の分割数とシールド効果
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実用サイズの多結晶シリコン太陽電池セルで世界最高効率18.6％を達成

The World's Highest Conversion Efficiency of 18.6% Achieved in the Multi-Crystalline Silicon Photovoltaic Cells of the Practical Size 

実用サイズ（大きさ150mm角，厚さ200μm)の多結晶シ

リコン太陽電池セルで世界最高となる 18.6%*（当社従来

比＋0.6％向上）の変換効率を達成した（図 1）。この槻界最

高効率の太陽電池セルは，表面の反射率低減による受光量

の増大， pn接合のn層最適化による不要な光吸収の低減，

集電用グリッド電極の細線化による有効発電面積の拡大，

及びシリコン結晶品質の低下を抑制する電極焼成の高速化

など，いくつかの独自技術を組み合わせることで実現した。

＊ 独立行政法人産業技術総合研究所太陽光発電研究センターによ
る公的認証データ (2008年9月30日現在）

）
 

図 1. 世界最高効率のハニカムテクスチャー多結品シリ コン太陽電池セル

特にセル表面の反射率低減には，ハニカムテクスチャ（蜂

の巣状の構造）と呼ばれる，直径が十数μmの半球状の凹面

を最密配置した構造を表面に形成した（図 2)。この構造は，

これまで実用的な形成技術がなかったが，当社は独自のレ

ーザパターニングと湿式エッチングによって150mm角の

実用サイズ基板への形成を可能とし（従来は10mm角程度），

世界で初めて量産適用可能な技術の開発に成功した。

この研究は，“太陽光発電システム未来技術研究開発”

プロジェクト，委託元： NEDO（独立行政法人新エネルギ

ー ・産業技術総合開発機構）の一環として行われた。

図2. ハニカムテクスチャの表面形状

高精度ワイヤ放電加工技術
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

High Precision Wire Electrical Discharge Machining 

近年，金型加工の急速な高精度化と高品位化に伴い， ワ

） イヤ放電加工機には測定限界に近い lμm以下のコ ーナー

形状誤差と，加工面を研磨することによって初めて確認で

きる微細スジの改善が求められている。

コーナー形状誤差に対しては， コーナ一郎の加工体積を

正確にモデル化し，直線部とコーナ一部の単位時間あたり

の加工体積が等しくなるように緻密（ちみつ）に制御する新

コーナー制御方式を開発した。その結果， コーナ一部の形

形状誤差

4μm 

目標形状

）
 

心

形状誤差
lμm以下

従来コーナー制御方式 新コーナー制御方式

新コーナー制御による形状誤差改善

状誤差は 4μmから lμmへと 1/4に低減した。

また，微細スジに関しては，スジを確認するために必要

な加工面の研磨によってスジの一部が除去されるため， こ

れまではスジの定量的な評価が困難となっていた。 この課

題に対して，研磨しない加工面の共焦点顕微鏡画像に平滑

化フィルタを適用して，微細スジを定量的に評価する手法

を確立した。 さらに， この評価手法を用いて微細スジ発生

の主要因がワイヤ電極の張力変動にあることを明確化し，

張力変動の抑制によって微細スジの確認が困難となる水準

まで加工面品位を向上させた。

⑰ 
憑零茫？
；；涵．3；羞

改善前のスジ

:i —• ---T 
改善後のスジ

張力変動制御による微細スジの改善
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冷凍冷蔵庫 “MR-Eシリーズ”の新カラーデザイン
.．.．．．．．.．．．．．．．．.．．．.．．．．．.．.．．．．．．．．.．.．．.．．．．．．．．．．．．．．．．..．．...．．.．．..．．．.．．．．..．．.．.．．.．..．.．..．..．...．．．....．...．．．．．．.．.．...．．.．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．.．．..．.．．．．..........．.．．．..．..．..．．........．..．.....．．...．．.．.．..．．..．．.．．．．... 

New Color Design of the Refrigerator "MR-E Series" 

冷凍冷蔵庫“MR-Eシリーズ”の新カラーデザイン開発

を行った。インテリアカラートレンド，他社のカラー動向，

過去20年の冷蔵庫カラーなどを分析して開発した新色の主

な特長は次のとおりである。

(1) “エレガントピンク’'はアルミ箔（はく）を使用した上質

な輝きと明るさが特長である。現在の冷蔵庫市場ではダ

ークカラーがトレンドとなっているが，大多数を占める

明るいキッチンに合わせやすいライトカラーを追求した。

ひと際明る＜やさしいカラーと従来のピンクにはない新

しい質感で，長く使っても飽きのこない次世代のスタン

ダードカラーを目指した。

(2) “エメラルドステンレス”はカラーステンレスに柄を加

えることで重厚な輝きと深みを表現している。ブラック

に近いダークカラーでありながらステンレスの持つ金属

質感によって，光のあたる面では鮮やかに発色する。市

場にないグリーン系の色調と奥行きのある質感で，店頭

での展示効果をねらうとともに，多様化するインテリア

との裔い整合性を実現した。

[
-

ノヽ

MR-E60P-P MR-E60P-GT 

新掃除機“TC-AHシリーズ”“TC-BHシリーズ’'のデザイン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

New Vacuum Cleaner "TC-AH Series" "TC-BH Series" Design 

コンパクト収納と高い操作性を提供する新掃除機“TC-

AHシリーズ”（サイクロン式）と “TC-BHシリーズ’'（紙パ

ック式）のデザイン開発を行った。主な特長は次のとおり

である。

(1) 当社最高級掃除機“ラクルリ”から展開した，本体にホ

ースを巻くコンパクト収納方式によ って，収納場所を選

ばず，準備や片付けの煩わしさを解消している。

(2) TC-AHシリーズとTC-BHシリーズ両方に，モータ

とコードリールを縦積みにしたスリムな本体形状を採用

し，スリ抜け性を向上した。

(3) 新たに採用した本体前部に設けた固定式大型ハンドル

によって，パイプを取り付けた収納状態や階段などでの

持ち運びを容易にした。

(4) インテリアカラートレンド情報の分析によって，イン

テリアにマッチする色を検討し，ラクルリと共通のテー

マカラーを採用した。
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ソフトウェア再生技術
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Software Reconstruction Technology 

大規模化，及び流用・改造の繰り返しによって複雑化し

たソフトウェアを， 生産性及び品質の高いソフトウェアに

再生するための分析・設計・実装手法を確立した。主な特

長は次のとおりである。

(1) 関数構造の品質を測るメトリックスの項且と品質碁準

値を定め，静的解析ツールを活用して関数構造の品質を

分析する手法の確立

(2) 実行パス解析ツールで検出された危険箇所を分析し，

再生すべき箇所を抽出する手法の確立

(3) モジュールの相互依存，階層を飛び越した依存関係な

どのソフトウェア構造にかかわる分析手法の確立

(4) コードクローン（類似コード）検出ツールを用いたソー

スコードの類似性の分析と，共通化設計手法の確立

(5) 関数の複雑度を低減する再実装手法の確立

(6) 相互依存の排除といった再設計パターンの構築

この手法を適用して，再生すべき箇所を定量的に特定し，

該当部分のみを再設計することで，低コストで生産性と品

質の高いソフトウェアの再構築を実現できる。

＼
ノ モジュール（関数）の複雑度測定

静的解析ツール活用

＇に一i50;
サイクロマティック複雑度

危険箇所分析
実行パス解析ツールによって

検出された危険箇所を再生箇所

特定に活用

関数再生後の複雑度低減確認

；鳳二
サイクロマティック複雑度

ジュール間の依存性分析

影営度（依存数） ，相互依存，

ソフトウェア再生技術の概要図

） 流体現象の可視化による設計検証効率化
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Reducing Verification Time by Using Fluid Visualization 

）
 

流体現象の可視化技術確立による設計検証効率化に取り

組み，シミュレーションを活用した塵埃（じんあい）粒子の

挙動の可視化による，防塵（ぼうじん）設計手法を開発した。

光学系部品や機構部品を内部に持つ機器では，塵埃が侵

入し付着すると信号の読み取り不良や機構部の駆動不具合

が発生し，製品として機能しなくなる。従来は塵埃の影響

を設計段階で評価することが困難であったため，防塵設計

の検証は実機試験での確認が中心であった。また， 1回の

実機試験には数時間～数日の評価期間を要し，試験結果の

再現性も得にくいという問題があった。

そこで流体シミュレーションによって，仮想的に発生さ

せた塵埃相当の質量粒子の挙動（運動）を計算し，機器への

流入流出量をカウントすることで，機器内部に堆積（たい

せき）する塵埃量（堆積個数）を予測，評価する手法を構築

した。

この手法によって，塵埃が付着しやすい箇所を事前に特

定するとともに，数時間で防塵設計の効果を評価できるよ

うになり，設計段階での防塵設計検証を可能にした。現在

この手法は，車載電子機器や家電機器の設計に適用している。

`
[
[
 

お
プ

に

D

析

DV

解

用
体
載

流
車

元
（

次3
 

，
 



社会環境・交通システム

可動式ホーム柵システム

Automatic Safety Doors for Railway Platform 

近年，駅プラットホームの安全性強化を目的として，可

動式のホームドアやホーム柵（さく）を設置する駅が増えて

いる。当社では，既設路線への設置が比較的容易な，可動

式ホーム柵（腰高）システムの開発・製作に取り組んでいる。

1. 安全対策

可動式ホーム柵は，駅ホームでの乗降客の安全を確保す

るためのシステムであり，高い安全性能が要求される。そ

のため当社製可動式ホーム柵では，次のような安全対策を

実施している。

(1) 乗降客にやさしい戸あたり，引込み＆戸挟み防止

扉駆動モータで扉の異常トルクや位置，速度を検知する

機能によって，乗降客や物への戸あたり，戸挟み，戸袋ヘ

の引込みを検知しながら，人にやさしい開閉制御を行う 。

(2) 列車とホーム柵間を見守る支障物センサ

列車と扉の間の残留者（物）を上下 2軸の光電式センサに

よって監視し，スムーズな扉反転制御を行う。

(3) 手動開閉可能な非常開錠ボタン

通常時，扉が閉まった状態では，扉の押し付け及び機械

式ロックによって，扉閉の状態を保持している。 しかし，

非常時等はこのボタンを押して，手で扉を開くことが可能

である。

(4) 扉の開閉を音で知らせる安全チャイム

扉の開閉動作に合わせ，それぞれ異なる音色のチャイム

を鳴動し，乗降客への注意の喚起を行う 。

(5) 突起や鋭角を排除したデザイン

ホーム柵の戸袋及び扉のパネル固定ねじの突起を排除し

たフラットパネルと角部をR加工することによって，乗降

客が受傷することがないように配慮している。

2. 札幌市交通局向け可動ホーム柵の特長

2008年度，札幌市交通局地下鉄東西線で設置工事中の当

社製可動式ホーム柵の特長は次のとおりである。

(1) 実績ある駆動方式

駆動方式は，エレベータードアに使用され，すでに20年

以上の稼働実績があるタイミングベルト方式を採用してい

る。駆動部の給油が不要なため，メンテナンス性が高い。

(2) 開口幅の調整

扉のストローク（出しろ）で開口幅を調整する構造を持つ

ことで，様々なパターンの開D幅を実現している。曲面ホ

ームでも容易に調整が可能であり，また電車仕様に合わせ

たカスタマイズも容易である。

(3) 扉のスムーズな動き

扉駆動モータに位置帰還センサを内蔵することによって，

扉のスムーズな動きを実現している。例えば，閉動作中に

障害物を検知し開動作に移行した場合も，全開せずに再び

閉動作に移行するようにして遅延時間の短縮を実現している。

(4) 総合制御盤の柵内への内蔵

ホーム柵総合制御盤の省スペース化を図り ，ホーム端部

の固定柵に内蔵が可能である。これによって，総合制御盤

設置のための機器室が不要となった。

3. 既存駅設置を考慮した構造

今後は全国の交通事業体で，可動式ホーム柵を既存駅に

設置することが増えると考えられ，その場合は特に電車の

仕様（車両ドアの枚数・幅・間隔など）に合わせてホーム柵

を設計する必要がある。このため当社では，次の 3タイプ

の構造で様々な開口幅への対応を実現している。

(1) 片扉式

隣接する戸袋がそれぞれ独立し，可動部が一枚戸である。

相対的に戸袋幅は大きく，開口幅は小さくなる。

(2) 左右戸袋一体式

隣接する戸袋を左右一体化し，モータ収納スペースを左

右で共用する。相対的に戸袋幅，開口幅ともに中程度となる。

(3) 前後戸袋一体式

隣接する戸袋を前後で一体化し，引き戸収納スペースを

拡大する。相対的に戸袋幅は小さく，開口幅は大きくなる。

今後，さらに駅プラットホームの安全性強化の要望が高

まり，ホーム柵設置が増えていく中で，既存の様々な形状

の電車・駅への対応が必要となる。このため，曲面ホーム

などホーム柵と電車の間隔が広い箇所へのエリアセンサの

適用や，ホーム柵本体の薄型化・軽量化を行い，市場の拡

大を目指していく 。

、ノ

）
 

）
 札幌市営地下鉄の可動式ホーム柵（南郷 7丁目駅）
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アクセス系PLCモデム技術

PLC Modem Technology for Access Networks 

＼
ノ

電力線通信領域で培った技術とノウハウを基に，構内の

アクセス系ネッ トワーク に適用可能な産業用電力線通信

LSI (Mitsubishi Access Infrastructure COmmunication 

Device : MAICODほ）チップセット）及びLSIを搭載した装

置を開発した。①多分岐かつ長い電力線に適した適応変調

型OFDM(Orthogo叫 FrequencyDivision Multiplexing) 

方式，信号減衰の大きな電力線でも通信維持可能な同期機

構等によって，安定した通信品質を確保，②通信帯域内の

平坦（へいたん）性，高利得，低損失，低雑音を実現したア

ナログ送受信回路系，時分割方式と周波数分割方式による

中継機能による広い通信カバレッジを提供，③動的に通信

帯域幅を割り当てて時分割伝送するTDMA(Time Divi-

sion Multiple Access)方式によって，複数子機への一定の

通信速度と通1言機会を確保， ④ 1台の親機に複数の中継機

をつなぎ，最大230台の子機を収納可能であり，業務用途

に必要な高いスケーラビリティを実現，⑤SNMP(Simple 

Network Management Protocol)規格準拠のインタフェー

スを装備 し，ネ ットワー ク障害検出，記録， 通知，性能監

視及び統計情報収集など，遠隔ネットワーク運用管理を容

易に実現可能，⑥内蔵の装置管理部ファ ームウ ェアは下位

のハードウェア制御部フ ァームウェアと階層構造を採り，

種々の業務要件（起動方法，接続手順，データ収集手順な

ど）向けに最適化が可能， ⑦子機認証， AES(Advanced 

Encryption Standard)暗号 と鍵（かぎ）更新機能など堅牢

（けんろ う）なセキュリテ ィ機能を実現した。

親機／中継機

ー

子機

* 1 PLC 
*2 MAC 

亀’ ●〈LSIMAICOOチソプセット〉

チップセットの構成とPLC基板

次世代監視制御システム

Next Generation Supervisory Control System 

次世代監視制御システムは，従来型の広域監視制御シス

） テムと，収集した観測データなどの情報を集約・ニ次加工

し一般利用者に情報公開・配信する情報シス

テムを融合したシステムである。

このシステムは次の特長を持つ。

(1) 観測情報や機器状態などの監視対象の情

報を， リレーショナルデー タベースに長期

間・大量に蓄積し，需要予測や運用支援な

どの高度な業務システムでの利用が可能

(2) Ajax (Asynchronous J a vaScript<itl + 

XML : JavaScriptによ る非同期通信）技術を

用い，専用の監視端末だけでなく， 一般端

末でのWebブラウザによ るリアルタイムな

監視制御が可能。また， インターネットで

一般利用者に情報公開・配信機能を提供

）
 

(3) 位置情報と監視情報を融合して，高度な

表現が可能なGIS(Geographic Information 

System:地理情報システム）機能を提供

このシステムは，河川情報システムや防災情報システム

などに2007年度から順次適用を開始している。

Web 
サーパ

Webアブリケーション’
サーバ

データベース
サーパ

ヨ 一般

ユーザー

｀ 
• 

モバイル端末
携帯電話

幻邑
電話，FAX

eD晒

樋門i0もん
匹匹Ivi カメラ

排水讚場

ネットワーク

次世代監視制御システムのイメージ
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社会環境・交通システム

最新のトレインビジョン動向

Trends of the Latest Train Vision System 

三菱トレインビジョンは， 2002年にJR東日本E231系山

手線に導入されて以来，首都圏を中心に車内情報提供装置

の標準システムとして広く導入されている。近年は映像画

質の向上を図ることを目的に，フルデジタル伝送を可能と

したシステムを開発し， JR東日本E233系中央快速線や西

武鉄道30000系をはじめ，今後の主流として導入が進んで

いる。2011年に移行する地上デジタル放送に対応した横長

コンテンツを表示できる17インチワイドメデイア表示器を

開発し， JR東日本E233系京浜東北線への導入を開始した。

，
 

9「1

鵞̀,．→^
ふ“｀ ●ヽ9こ9●<'-...

また， 三菱トレインビジョンの特長として，送倍データの

特性・容贔に応じた無線通信技術を複数活用していること

が挙げられる。運行情報配信は，小容量データを広域に一

斉配信するために公衆携帯電話網を活用し，大容贔の広告

コンテンツデータ伝送は， ミリ波や無線LAN(Local Area 

Network)の高速伝送を活用している。行き先案内では，

バリアフリー新法(2006年）を反映したユニバーサルデザイ

ンを積極的に盛り込み，だれにでも分かりやすい案内を実

現している。

直池袋ゆき

たたいまI麿』hg,lIてす

日

口巴竺，no

練 馬 I
中央口
西ロ ・心→2:30

口 西武有楽町線
Seibu Wirakむ h5Lino 

ノヽ

。 都営大江戸線
T⑳ ,o●do lme 

17インチワイドメディア表示器

［ 練馬を出ますと［ 終点 池袋 lです l 
行き先案内画面

400kW大容量全閉形誘導主電動機

Totally Enclosed Traction Motors with Large Capacity of 400kW 
ーヽノ

鉄道車両用駆動システムで，近年全閉形誘導主電動機が

注目されている。全閉形誘導主電動機は，開放形と比較し

て内部が外部から遮蔽（しゃへい）されているため，麿埃

（じんあい）等が冷却風とともに内部に侵入することがなく，

定期的な分解清掃を簡略化できるとともに，低騒音化にも

有利である。しかし，開放形と比較すると全閉形誘導主電

動機は温度上昇が増大する傾向にあるため，大容量化と小

型化の両立が難しく， 400kW級の大容量全閉形誘導主電

動機の台車内への搭載は困難である。一方海外では，車両

の床下に直接主電動機を搭載する車体装架方式が存在し，

スペースを有効に活用すれば大容量全閉形誘導主電動機が

搭載できる可能性があった。

そこで設計段階で，電磁界解析によって高精度にロス

（発熱量）を予測し，三次元熱流体解析による高精度な温度

上昇予測を実施することで，スペースの制約を考慮した最

適冷却構造（風路構造及びファン形状）を決定することがで

きた。これによって，車体装架方式の制約スペース内に

400kW級の大容最全閉形誘導主電動機を搭載することが

可能となり，主電動機として製作・納入した。

）
 高精度温度上昇予測（三次元熱流体解析）
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発電・系統変電・産業・電力情報システム

-） 

広域侵入検知センサ “MELWATCH"

Wide-area Intrusion Detection Sensor "MELWATCH" 

＼
ノ

"MEL WATCH直）’'は地面に平行に配置した 2本のセン

サケーブルに電流を流し，ケーブル間に形成した微弱な電

界が侵入によって乱れることを応用した新方式の屋外用侵

入検知センサである。

(1) 特長

①センサ装置 1台で最長600mをカバー

②長さ 方向に精度土 5mで侵入位置を特定

③複雑な敷設形状にも設置が容易

また， このセンサは， 豊富なDIGUARD国＊製品 レパー

* DIGUARDは，三菱電機のトータルセキュリティソリューション
である。

トリーや各種センサ，入退場監視システム などと連携した

トータルセキュリテ ィシス テムを容易に構築できる。

(2) 検知性能

検知信号処理には，侵入時に発生する特徴的な電界波形

を抽出して検知性能を高めた侵入検知アルゴリズムや，不

要な電界変動を除去するフィルタリング機能を搭載した。

これによ って，確実な侵入検知と雨・風による不要発報の

削減を図った。

(3) 納入実績

発電所，化学プラント，公共施設などに合計約20セット

(2008年11月現在）

ケーブル長最大600m

侵入位置検知精度土5m,

検知エリア

センサケーブル ＼＼ 

センサ装置・侵入検知端末・センサケーブルの外観と敷設例

）
 

245kV BOkAガス絶縁開閉装置

Mitsubishi 245kV, BOkA Gas Insulated Switchgear 

）
 

北米，カナダ地域では電力需要の増加，並びに安定的な

電力供給のため，送電網の大容量化が進められており，定

格電圧245kVクラスのガス絶縁開閉装置 (GIS)への短時間

耐電流80kA化の要求が高ま っている。 このような状況に

対応して，現行245kV 63kA GISを基に新形通電接触子適

用などの方法でほぼ現行器と同等サイズ（据付面積現行比

104%）で80kAの大容量化を達成し， 2008年2月に製品初

号器出荷を実現した。主な特長は次のとおりである。

(1) 多数の製品実績を持つ245kV80kA単体遮断器を適用

（早期市場投入 ・信頼性確保を実現）

(2) 機器間を接続する母線は，現行63kA器のタンク径 と

同サイズ（新形大容量通電接触子適用）

(3) 断路器・接地開閉器は現行63kA器とほぽ同等サイズ

（通電容量アップに伴う大型化を最低保証ガス圧力格上

げによって抑制）

(4) 規格値以上の誘導電流開閉仕様要求に対し，現行と同

等サイズの線路用接地開閉器で対応 （現行並切方式を吸

い込みパッファ方式に変更）

245kV 80kA GIS 
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発電・系統変電・産業・電力情報システム

B形コントロールセンタ
Motor Control Center Type-8 

“顧客視点の製品をコンセプトに，信頼性向上やメンテ

ナンスの省力化，長寿命化等を実現したコントロールセン

タを開発した。

(1) コントロ ールセンタ

操作部の使いやすさを見直すとともに，制御トランス容

量選定の最適化による省エネルギーを実現した。また，メ

ンテナンスの省力化を目指し，電源との接触子構造をすべ

ての引き出し形ユニットで統一するとともに，メンテナン

スの課題であった接触子部のグリ ースを長寿命化すること

で，使いやすさとメンテナンス性を向上させた。

(2) 電子式マルチコントロ ーラ

コントロ ールセンタに搭載する電子式マルチコントロー

ラは，耐環境性の向上による信頼性改善を図り，表示部の

広視野角化及び操作ボタン配置への人間工学適用によって

操作性とメンテナンス性を大幅に向上させた。

また，顧客による寿命部品の交換が可能な独立基板構造

米国SEPTA向け車両用主変圧器

Traction Transformer for SEPTA 

近年，鉄道車両用電機品の需要が戦界的に増加傾向にあ

り，それに伴い車両用主変圧器の生産台数も増加している。

昨今の石油価格高騰もあり，その需要は，今後ますます増

えるものと考えられている。今回，米国SEPTA（南東ペン

シルバニア交通局）の新型郊外電車“SilverlinerV’'搭載用

主変圧器を受注し，その製品が完成した。この製品は，当

社として，米国に初めて納入する車両用主変圧器である。

SEPTAは，米国第 5位の公共交通機関で，年間乗降客

数は 3億人に上る。今回の新型電車は，旧型車両の置き換

ご;:::.=~--==，a；-- -マてご .. • ← -Iニ=-モ=＝=9.0~'.—~ ~ • ;:~ 、...

一 ~ヒ息 ＇ ←ー＝→-一 ．、 .,.._ ←.-
みニ一今． —． ． t : 、・ヽ ．

・-l ‘: ` I` tー ・ ' • , <
—-`• ▲ 

-；•、こ ．．，ー

'― 
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SEPTA向け車両用主変圧器

としており，メンテナンスの省力化と長寿命化を実現し，

ランニングコスト低減を図っている。

B形コントロールセンタ

通常時

トリ ップ時

電子式マルチコントローラ

え需要及び将来の乗降客数の増加に対応するものである。

搭載される主変圧器の仕様を以下に示す。

主な特長は， 3種類の異なる架線仕様（①ll.5kV/25Hz, 

②12.5kV /60Hz, ③25kV /60Hz)に対応するため， 1次側

の巻線は，外部に設置されるタップ切換器で直並列切換が

できるように設計している。次に，洗浄剤などによる腐食

防止のため，油冷却器に銅製フィンを採用している。また，

車両室内の騒音低減のため，車体梁（はり）と主変圧器吊

（つ）り手との間には防振支持構造を採用している。

仕様

形名 ATM72形主変圧器

方式 外鉄形，送油風冷式，シリコーン油入り
3 ンベルPWM•コンバータ制御方式対応

単相 25Hz 連続定格

定格
1次 l.l 72kVA l l,500V l 02A 

(25Hz時） 2次 l,OOOkVA l.41 l V 709A 
2次 52kVA 600V 86 7A 
3次 l 20kVA 317V 379A 

ノヽ

＼
ノ

* PWM : Pulse Width Modulation ）
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国内標準形エレベーター “AXIEZ” のモデルチェンジ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Model Change of Mitsubishi Machine Roomless Elevators‘、AXIEZ"

ノヽ

当社の国内標準形エレベーターAXIEZは 1は， ①移動性

能(MOTION)，②省スペース化(SPACE SAVING)，③ 

快適性 (COMFORT)，④ユニバーサルデザイン (UNI-

VERSAL DESIGN)の4つの軸をコンセプトに開発し，

2005年の発売以来，好評を博してきたが，このたび，さら

にこの 4つの軸を進化させてモデルチェンジし発売した。

1. 移動性能(MOTION)の進化

(1) 可変速エレベーターの適用拡大

エレベーターのかごとおもりのバランスを利用し，中間

負荷時にエレベーターを定格速度以上の速度で走行させる

可変速エレベーターシステムは，当社の低騒音かご室・低

振動技術によって， これまでの最高速度105m/min（定格

速度90m/min)から特注形エレベーターの領域である最高

速度120m/min（定格速度105m/min)までの拡大を実現 し

た（業界初）。

2. 省スペース化(SPACESAVING)の進化

(1) 新型インバータエアコン搭載薄形天井

新型インバータエアコン搭載薄形天井の開発によって，

省エネルギー化と同時に最小昇降路オーバーヘッド寸法を

従来の3,400mmから3,150mmに縮小し，建築設計の自由度

を一層高めた（業界最小クラス）。また，すべての用途のエ

レベーターに快適な空間を提供する。

3. 快適性(COMFORT)の進化

(1) かご内インジケータの液晶化

） かご内インジケータは，従来のLED(Light Emitting 

Diode)ドット式をカラー液晶方式に変更し，表現豊かな

かご内情報表示によって，見やすさと分かりやすさを改善

した。また，かご内での防犯性向上をねらい，かご内防犯

カメラの映像を，常時液晶画面に表示可能な， 2画面タイ

プを開発した。

、ノ

さらに， 2画面タイプでは，かご内映像と合わせ，当社

保守会社とのオプション契約によって，メンテナンス情報，

時事ニュース，天気予報等を表示することが可能である。

(2) シースルーかご室・ドア

オフィスビルやショッピングセンターに代表される昨今

の各種建築物では，開放感のある建築デザインが好まれる

傾向にあるが，今回ガラスを基調としたシースルーかご

室・シースルードアを開発し，開放感のある建築空間に違

和感なく適用可能なデザインを追加した （国内標準形エレ

ベーターで業界初）。

(3) かご内意匠デザインの変更

かご内天井意匠には，ガラスクロス素材を採用した天井

を新規追加した。ガラスクロスは，高級建築を中心に採用

が進んでいる新素材で，エレベーターに適用することでか

ご室全体が上質で柔らかい光に包まれ，快適なかご室空間

が得られる。また化粧鋼板及びかご内手摺（てすり）の木質

柄を充実化し，標準塗装色・床タイル・乗り場及びかご内

操作表示器具の色柄デザインも見直すことによって，デザ

インの選択自由度を高めた。

4. ユニバーサルデザイン(UNIVERSALDESIGN)の進化

(1) ユニバーサルドアシステムの進化

エレベーター乗降時の安全性のために標準適用している

ユニバーサルドアシステムを更に進化させ，乗り場からの

駆け込み乗車時のドアヘの衝突事故発生リスクを軽減する，

新開発の反射型赤外線方式のホールモーションセンサ (3

D)を標準適用した。また，かごドア固りでの引き込まれ

事故発生のリスクを更に軽減する面検出型シグナル警告機

能付きラインシグナルドアセンサ（業界初）を新開発した

（オプション）。 これによってエレベータードア周りでの引

き込まれ・衝突等の事故のリスクを低減する。

(2) 側面壁操作盤の進化

当社はユニバーサルデザインの観点から側面壁操作盤を

提案しているが，高齢者等の使いやすさに対する検証実験

を更に進めた結果，かご内インジケータの取付け位置を側

面壁から袖壁（そでかべ）に変更することによって，側面壁

操作盤の使いやすさにかご内情報の見やすさを加え，更に

進化させた。

(3) 停電時自動着床装置の基本仕様化

地震等での停電時にバッテ リーによ ってエ レベーターを

安全に最寄り階へ停止させる停電時自動着床装置を墓本仕

様化し，エレベーターによる移動時の安全性を向上させた。

かご室 かご室
（ガラスクロス天井： GA1)（側面壁操作盤）

シースルーかご室
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三菱指透過認証装置II
Mitsubishi Finger Identification Device II by Penetrated Light 

指紋の凹凸に応じた指内部の光透過率変化によって，指

組織内部（真皮）の指紋情報を光学的に非接触で検出する

“指透過認証装置’'を世界で初めて開発し， 2005年 9月から

販売開始した。以来，“ぬれた指でも認識できる”“偽造さ

れた指を識別できる”“センサ部に触れることなく認証でき

る”といった優れた機能や性能が評価され，入退室管理等

の用途で多くの実績を上げてきた。

近年，個人認証のニーズは更に高まってきており，これ

にこたえるために，従来機の課題であった装置サイズを小

型化し，更なる高性能化を実現しだ‘三菱指透過認証装置

II’'（図 1)を開発し， 2008年 7月から販売開始した。

この装置の主な特長は，次のとおりである。

(1) 装置サイズの小型化

従来機では，指のつめ側から光を当てて指紋を読み取る

ため，光源を指の上方に配置する必要があり，装置サイズ

小型化の障害となっていた。 これに対して，指の左右から

光を当てて指紋を読み取る“側方光源型” （図 2）を採用する

ことで，装置サイズの小型化（従来機に対して，壁面から

露出する装置の厚みを44％削減）を実現した。

(2) 認証性能の向上

図2のように指の左右の光源を交互に点灯させて得られ

る複数枚の画像を合成することで，高品質な指紋画像を作

成する“指紋画像合成方式”を開発した。これによって，従

来機に対して，半分の本人拒否率(0.005%）を実現した。

(3) カードと指透過の複合認証

テンキータイプでは，小型な装置内部に，複数タイプの

非接触カードを読み取ることができるマルチカードリーダ

ーを内蔵した。

これによって，機密性の高いエリアヘの出入管理では，

カード認証と指透過認証の両方の認証を実施することで，

ハイセキュリティを実現することができる。また，利便性

が求められる玄関等では，カード認証と指透過認証のどち

らかの認証を実施することで，カードを忘れた場合でも指

で開錠することが可能となる。

(4) 照合時間の短縮

高性能な64ビットマイコンで高速に処理を実行すること

で，指紋の照合時間を30％短縮し，登録や認証の操作性を

改善した。

(5) 指置き部の汚れ検知

指罹き部がゴミやほこりで汚れると，認証性能低下の要

因となる。これに対して，指置き部の汚れを自動的に検知

しユーザーに清掃を促す，汚れ検知機能を搭載した。

(6) ガイダンス機能の充実化

液晶タイプでは，登録や認証の操作をわかりやすくガイ

ダンスするために，状態表示LED(Light Emitting Diode) 

のほかに， カラー液晶タッチパネルと音声ガイド機能（液

晶表示，音声ともに， H本語と英語に対応）を搭載 した。

ヽ
ノ

）
 

液晶タイプ

ー
テンキータイプ

麟，
0

尤

□妙

デ
8

-

―
＋ 

光源①点灯画像 光源②点灯画像

，合成処理

登録器

図1. 三菱指透過認証装置 II

合成画像 ）
 図2. 指紋画像合成方式の原理
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商用衛星スーパーバード 7号機の成功
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

On-Orbit Delivery of Commercial Satellite "SUPERBIRD-7" 

（
 

スーパーバード(tt)7号機は， 日本初の民間衛星オペレー

タ向け国産商用衛星である。2005年10月に，衛星の設計，

製造，試験から運用管制設備の提供， ロケ ット調達，オー

ビッ トレイ ジング，軌道上試験及び軌道上引き 渡し後半年

間の初期運用 までをカバーするタ ーンキー契約を締結した。

28チャネルの高出力Kuバンド中継器， 日本ビーム，北東

アジア ビーム，南東アジアビーム，可動ビーム等の 7種類

のアンテナ を搭載している。前号機（ス ーパーバードC号

機）の継承はもちろん，アンテナカバレッジ，中継器出力

等更なる性能向上を図っている。この衛星は，当社標準衛

星バス‘‘DS2000” の採用によって高密度，高性能の通信系

機器 ・アン テナの実装，商用衛星に必要とされる短工期，

高信頼性を実現 している。2008年 8月15日（日本時刻），フ

ランス領ギアナのギアナスペースセンターからア リアン 5

による打ち上げに成功した。軌道上試験を実施後， 2008年

10月17日に客先スカパーJSAT（梱への軌道上納入を完了し

た。引き続き，鎌倉製作所内の衛星運用セン ターから当社

による初期運用を実施中である。初期運用は2009年 4月に

終了し，運用 もスカパーJSAT（梱にハン ドオーバされる。

写真提供：アリアンスペース社

スーパーバード 7号機

超高速インターネット衛星“きすな”(WINDS)搭載
アクティブフェーズドアレーアンテナ

,................................................................................................................................................................................................................ 

Active Phased Array Antenna on the Wideband lnternetworking Engineering 
Test and Demonstration Satellite "KIZUNA" 

超高速インタ ーネッ ト衛星“きずな”(WINDS)は2008年

2月に打ち上げられ，軌道上での初期機能確認を成功裏に

終え， 2008年 7月から定常段階へと移行している。当社が

開発を担当 したア クテイプフェ ーズ ドアレーア ンテナ

(APAA)は， ミッション機器として“きずな”に搭載され，

Ka帯の周波数帯を使用して最大1.2Gbpsの高速大容量デー

夕伝送を可能としている 。 また， アンテ ナを構成する送

信／受信それぞれ128のアンテナ素子を制御することによ

って，送信／受侶各 2ビームを独立に任意の方向へ覇速に

電子走資する ことで，アジア ・太平洋地域内のほぼ全域に

対する多様なモードでの通信を可能としている。任意の地

点間で通信を可能と するAPAAの最大の特長を生かすこ

とで，特に災害時等に場所を選ばず通信回線を確保できる

ことから，社会的 ・国際的にも期待が寄せられている。

APAAは初期機能確認で，広域電子走壺アンテナを使

用した通信としては世界最高速度となる622Mbpsの高速

データ通信に成功するなど，機能 ・性能を満足した結果を

得るとともに，構成機器の健全性も確認された。

“きずな”は，打上げ後 5年間にわたる実証実験が計画さ

れており， APAAを含めた搭載機器の性能評価実験や大

規模災害時の通侶回線確保実験及びデジタル ・デバイド解

消実験などが予定されている。

写真提供 ：JAXA

超高速インターネ ット衛星‘‘きずな”
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UHF帯RFIDリーダライタ装置
............................................................................................................................ 

UHF-Band RFID Reader /Writer Equipment 

1.まえがき

RFID (Radio Frequency IDentification)による自動認識

技術は，ユビキタス社会構築に向けた基幹技術として注目

されている。特にUHF帯RFIDは，他の周波数帯よりも通

信距離が長く，多数のRFタグ（電子タグ，非接触ICタグな

どとも呼ばれる）の同時読み取りが可能で，国内では2005

年 4月にUHF帯の利用が認可され，様々な場面での活用

が始まっている。当社は2006年 7月から，業界に先駆けて

UHF帯RFIDの最新国際標準規格であるEPCGlobal ClG2 

準拠の“UHF帯RFIDリーダライタ装置”及び“汎用（はんよ

う）RFタグ”“金属対応RFタグ’'を市場投入し，その後，電

波干渉対策機能の強化，及び制御用端末とのインタフェー

ス拡充の 2項目について強く改善を求められていることか

ら，これらの要望に対応するため，

(1) 送信出力調整機能(6段階）の追加

(2) LAN (Local Area Network)インタフェ ース (10/

lOOBASE-T)の追加

を実現したリーダライタ装置“RF-RW002”を新たに開発

し， 2006年12月から販売を開始した。

2008年 2月には，更なる電波干渉対策機能としてミラ ー

サブキャリア方式を搭載し，また，インタフェ ースとして

新たに外部入出力制御端子（接点制御I/0)を搭載した新

型のUHF帯RFIDリーダライタ装置“RF-RW003” を開発，

販売を行った。次に，このRF-RW003について述べる。

2. 機 能

RF-RW003は，当社従来品のRF-RW002と比較して，

主に次の 4つの機能を新たに実装 した。

(1) プライバシー保設やセキュリテ ィ機能などを装備

ICタグを永久に使用不可にできるKILLコマンドを実装

した。KILLコマンドを実行さ れたタグは， タグ内の情報

を読み出すことが不可能となる。

また， タグ内メモリに対して書換え不可を設定できる

LOCKコマンドとACCESSコマンドを実装 した。この機能

によってタグ内メモリヘのアクセスをパスワードで制限可

能となる。

(2) 外部入出力制御端子を搭載

外部入出力制御端子の搭載によ って，各種センサや回転

灯などの外部機器を直接接続して制御可能である。パソコ

ンなどを介さずに機器を直接制御できるのでタイムラグが

少なく，高速移動する物品の管理システムや車両入退場シ

ステムなどの構築が容易に実現可能となる。

(3) 耐干渉性を向上させるAdvanced-LETの実装

UHF帯RFID向けに使用可能なすべての送信チャネルを

監視し， RFIDタグと通信するのに最も適したチャネルを

リーダライタ装置が自動で選択するAdvanced-LET (Lis-

ten Before Talk)機能を実装した。この機能によ って，リ

ーダライタ装置を複数設置する ような環境でも素早く最適

なチャネルを用いてRFIDタグとの通信を実現する。

(4) リーダライタ装置の高密度配置が可能なミラ ーサブ

キャリア方式への対応

従来の当社製リーダライタ装置の通信方式は，送受信周

波数が同一のFMO方式のみであったが，今回，受信波

（タグからの反射波）の周波数を送信波の周波数から離すミ

ラーサブキャリア方式にも対応した。受信帯域が他のリー

ダライタ装置の送信で妨害されないため， 同一エリアで高

密度に配置した複数のRFIDタグシステムを稼働できる。

3. むすび

UHF帯RFIDの今後は，国際物流 ・トレーサビリティな

どグローバル化が進みつつある。一方，現状のRFタグに

記録可能なメモリ容量は非常に小さく， RFタグ内の“ユー

ザーメモリの大容量化”，データの改窟（かいざん）防止や

不正読み出しを防ぐ“セキュア化”,RFタグ上に温度や振

動センサなどを搭載するなどの“インテリジェン ト化”が求

められている。

UHF帯RFIDは，作業の効率化を実現するための基幹技

術として期待されている。当社はUHF帯RFIDシステムを

業界に先駆けて市場投入することができた。今後は，長年

培ってきた無線通信技術やセキュリティ技術をベースに，

ユーザーの多種多様なニーズに対応するため開発を進めて

いく予定である。

UHF帯RFIDリーダライタ装置 RF-RW003

）
 

)
 

）
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ACA12mアンテナ 4台の完成（第 2報）
,................................................................................................................................................................. 

Completion of Four ACA 12m-antennas(the 2nd Report) 

‘
 

1. ALMA計画概要

ALMA（ア タカマ大型ミリ波サブミリ波干渉計）は，チ

リ北部のアンデス山頂5,000mに合計80台の高精度ア ンテ

ナを並べ，干渉計方式で一つの巨大な電波望遠鏡を合成し

て，宇宙創生の謎（なぞ）を明らかにする日米欧の国際協力

プロジェクトである。 H本が担当するACA（アタカ マ・コ

ンパクト・アレイ）は，主鏡直径が12mのアンテナ 4台及

び 7mのアンテナ12台で構成され， ALMAのイメ ージン

グ能力を高度化する役割を果たす (http://www.nro.nao.

ac.jp/alma/J/)。

2. ACA12mアンテナ 4台の完成

2007年 9月に完成したACA12mアンテナ 3台に続き，

2007年11月に 4号機が日本を出発し，約 1か月半の航海を

経て12月にチリ OSF（アルマ山麓（さんろく）施設，標高約

2,900m)に到着した。その後， OSFでの組立て作業は順調

に進み（図 1, 2)，鏡面調整や駆動確認試験等の最終調整

を終えて， 2008年 3月に国立天文台への納入を完了した。

ヽ
~

図 1. 主鏡部を架台部へ吊（つ）り込む様子

）
 図2．完成したACA12mアンテナと関係者(4号機納入時）

3.アンテナの性能評価結果

ACA12mアンテナは， これまでの保有技術に加えて，

①超高精度の削り出しアルミ製主鏡パネル，②当社製ダイ

レクトドライブモータ駆動装置， ③CFRP(Carbon Fiber 

Reinforced Plastics)トラス構造の主鏡骨組み，④アンテ

ナの指向誤差を補正する参照フレーム方式メトロロジーシ

ステムを新規に投入した野心的アンテナである。その性能

評価は，国内での仮組試験と OSFでの検証試験の 2段階

で綿密な計画のもと実施し，アンデス砂漠の過酷な環境下

でも仕様値を満足することを確認した（表 1)。

現在アンテナは， 2012年から予定されている本格観測に

備えて，国立天文台並びにJAO（ジョ イント・アルマ・オ

フィス）のスタッフによる最終調整に供されており，図 3

に示すような欧米のアンテナに先駆けた成果を次々と生み

出している。一方，国内では 7mアンテナの設計・製造を

急ピッチで進めており， 2009年の初夏にはチ リOSFに初

号機が姿を現す予定である。

ー第 3報に続く一

表 1.ACA12mアンテナの検査結果

項巨 仕様値 検査結果

主鏡直径(m) 12 72 
最大速度(deg/s) AZ 6, EL 3以上 AZ 6 3.EL3 l 

最大加速度(deg/s筍 AZ l O,EL 5以上 AZ l O 5,EL 5 2 
鏡面精度(μmRSS) 25未満 238 
絶対指向('RSS) 2以下 l 54 

オフセットオ旨向("RSS) 06以下 0 58 
再現性経路長誤差(μm)20以内 17 87 
質量(ton) 705以下 95 2 
消費電力(75kVA) 75以下 75 
醗速スイッチング駆動 可能 可能

OTF(On The Fly)駆動 可能 可能

＊左が対比のためデジタルカメラで撮影した光の画像。右が12mアンテ
ナで取得した電波の画像。月面の温度分布を的確にとらえている。

図3.ACA12mアンテナで初めてとらえた月の映像
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・衛星及び電子応用

レーザ核融合実験用光学システム

Optical Systems for Laser Nuclear Fusion Experiment Project 

1. 計画概要

化石燃料に依存せず，地球温暖化要因のCO2や，放射性

廃棄物も排出しないクリーンな発電として，核融合発電の

研究が進んでいる。太陽中心部の核融合反応を地上で実現

する方式の一つに， レーザを核融合燃料に照射するレーザ

核融合方式があり，米，欧，日が大型実験施設の建設を競

っている。

海外の方式が 1種類で多数のレーザを照射するのに対し，

日本はレーザ本数が少ないものの， 1種類目のレーザ照射

でプラズマ密度が最大となった瞬間をねらい， 2種目の超

高出カレーザでプラズマ中心部を 1億度近くに加熱し核融

合点火させる方式を推進している。この瞬間加熱レーザを

整備する計画が2003年度に開始され， 一世界に先駆けて核融

合に必要な温度の達成を目指している。

2. システムの特徴

当社担当の加熱レーザのリアエンド部は， 370mm角の

大きさのレーザ4本を，約60枚の鏡で100m伝送し， lm 

幅の分割型回折格子 2枚を 1枚鏡のように面を合わせて横

に並べたパルス圧縮部でレーザパワーをペタワット (1015

ワット）に高め，数十ミクロンサイズのプラズマ中心にビ

ームの集光点位置を 4本一致させて集光する光学システム

である。レーザパワーが高く，光路中の空気がブレークダ

ウン（絶縁破壊）を生じてプラズマを発生してしまうため，

光路や光学系は容積200m3の大型真空チャンバ内に設ける。

その実現にあたり，

(1) 5軸超高分解能駆動機構・制御装置の開発による lm

級分割型回折格子の50nm（ナノメータ）分解能での面合

わせ

(2) 三次元に走る既存レーザをかいくぐりつつ，真空引き

によるチャンバ変形から光学系を力学的に分離し，高剛

性・高安定を実現する構造設計

(3) 1 m級薄型鏡を鏡面精度75nmで安定保持する鏡支持

構造

(4) 高精度，ユーザー光学調整が容易なビーム品質診断用

光学センサ

(5) 仏，ロシアメーカー起用によるハイパワー用コート付

きの lm角サイズの高精度非球面集光鏡

(6) 道路幅制限等から 7分割化・軽量化し，現地建設した

2階建て大型真空チャンバ，タワー

などの高度な技術を開発，投入し， 2007年度に全物品の納

入を完了した。

現在， 1ビームによる実験が行われており，ファースト

ショットの結果では，従来の数分の 1となる角度換算で 1

秒角 (3,600分の 1度）オ ーダーの集光位置安定度が確認さ

れるなど，基本性能の実証に大きく貢献している。

今後，ビーム本数， レーザ出力を徐々に増やす本格稼働

が始まる予定である。

バルス圧縮部(J階。以降は真空環境）

20m（ビーム伝送距離lOOm) 

図 1. リアエンドシステム

図 2. 5軸超高分解能駆動機構
(50nm駆動精度）

図 3. 大型集光鏡
(1,200X1,200mm, 230kg, 5軸焦点調整機構付）

ノヽ

＼
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通信

ー）
"MELOOKμ"：デジタルCCTVシステム
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"MELOOK μ " : Digital Closed Circuit Television System 

近年， CCTV(Closed Circuit Television)市場における

セキュリティ需要が拡大するなか，小規模店舗向けの映像

監視システムには，高画質でのリアルタイム監視や，重要

な記録データを不正アクセスから防止できる機能を，導入

しやすい価格で実現することが求められている。この要求

にこたえるために，デジタルCCTVシステムの新シリーズ

として，メガピクセルの高画質監視をアナログシステム並

みの低価格で実現しだ'MELOOKμ IW"シリーズ（カメラ

3機種， レコーダ，延長アダプタ）を市場投入した。主な

特長は次のとおりである。

(1) 高画質・高機密・簡単設置

カメラは監視用途に合わせ，固定型， ドーム型，旋回型

をそろえ，メガピクセル(SupereXtended Video Graphics 

Array : SXVGA, 1,280 x 960画素）の高解像度で，侮秒15

コマのなめらかな動きを実現した。拡大してもぼやけるこ

となく，紙幣の種別や商品ラベルまで識別を可能とした。

レコーダには，世界最高水準の三菱秘匿暗号化技術

"MISTY(it)”ファミリー“BROUILLARD（ブルイヤール） （注）”

を搭載し，記録する映像データの暗号化，第三者による

HDD (Hard Disk Drive)やコピーメデイアなどへの不正ア

クセス防止など，画像（個人情報）の機密対策を強化した。

設置の煩わしさを低減するため，カメラとレコーダ間は

1本のネットワークケープルを接続するだけで電源供給も

でき，レコーダ起動時に自動で初期設定を行うことで，電

） 源配線や複雑なネットワーク設定を不要とした。

＼
ノ

(2) マスキング機能とモーションデイテクト機能

ATM機の暗証番号操作画面など，監視映像の中で撮影

したくない部分を隠しながら監視することで，プライバシ

ー情報の保護が可能なマスキング機能や，必要な映像のみ

の記録と検索時間短縮のため，指定した範囲で動きを検知

して記録が可能なモーションデイテクト機能を実現した。

(3) 簡単操作と便利な機能

レコーダの操作メニューはGUI(GraphicalUser Inter-

face)を採用し，“映像検索・再生’'から，‘‘映像コピー”ま

で，すべてマウスだけの簡単操作を実現した。

最大16分割の画面表示，外部からのアラームに連動して

記録を行う“アラーム記録”，少し前の記録映像を再生でき

る“ちょっと前再生”など便利な機能を搭載した。

(4) 旋回カメラの旋回長寿命化

従来の旋同カメラは，内部の固定部と回転部間の電力及

びデータの伝送を機械的に接触しながら回転する構造とし

ていたため，接触部の磨耗によって短寿命となる課題があ

った。長寿命化のため，回転型非接触トランスによる電力

伝送と光によるデータ伝送を採用したことで，靡耗による

寿命の短縮を排除し，従来の100万回に対して， 2,000万回

まで旋回寿命を延ばした。

(5) カメラの配線距離の延長

レコーダに延長アダプタを接続して，カメラを配線する

ことで， 100m以上の延長を可能とした。
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"MELOOKμ” デジタルCCTVシステム
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Mobile WiMAX基地局装置
................................................................................................................... 

Mobile WiMAX Base Station Equipment 

2.5GHz帯・広帯域無線アクセスシステム用で， WiMAX（注）

(Worldwide Interoperability for Microwave Access) 

Forum規格(IEEE802.16e)準拠のMobileWiMAX基地局装

置を開発した。この製品は小型・低消費電力化を達成して

おり，主な特長は次のとおりである。

(1) 両面放熱構造と低消費電力設計によって，送信出力

lOW x 2ブランチ， 10MHzチャネル X 2キャリアに対

応した屋外設置タイプ（ファンレス設計）の基地局で，

18.5リットル（当

社従来比で33％削

減）， 17kg（当社

従来比で12％削

減）の小型・軽量

化を実現し，設置

スペースの削減と

設置作業効率の向

(2) ピーク抑圧技術とドハテ ィアンプに適応制御型デジタ

ル歪（ひずみ）補償技術を適用することで， 133Wの低消

費電力（当社従来比で11％削減）と低歪性能を実現

(3) ギガビットインタフェースに対応したレイヤ 2スイッ

チ及びメディアコンバータを内蔵することで，オムニ局

から複数セクタ局への拡張がネットワーク回線を増設す

ることなく容易に実現可能

監視制御装閲
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上を達成 WiMAX基地局装置 WiMAXシステムの運用イメージ

GE-PON映像受信機能一体型ONU(GV-ONU) 
.......................................................................................................................................................................................... 

GE-PON ONU with Integrated RF Video Receiver (GV-ONU) 

データ，電話，映像のトリプルプレイサービスの利用に

は，データ通信，電話対応のVoIP-TA(Voice over Inter-

net Protocol-Terminal Adapter)一体型GE-PONONU 

(Gigabit Ethernet-Passive Optical Network Optical Net-

work Unit)と映像配倍用のV-ONU (Video ONU)の 2台

が必要であり，ユーザー宅での設置スペース確保， ACコ

ンセント占有に対する利便性向上が求められていた。これ

に対応するため，広帯域映像受信対応V-ONUと従来の

GE-PON ONUを一体化したGV一体型ONUを新規開発し

た。主な特長は次のとおりである。

(1) 映像用ROSA(Receiver Optics Sub Assembly)を搭載

した 3波長(l.3lμm, l.49μm, l.55μm)合分波トリプレ

従来構成

八
GV-ONU構成

クサ光モジュールを新規開発し，装置を集積化，小型化

することによって， GE-PONONUと同ーサイズで実現

(2) FM (Frequency Modulation)一括変換技術を適用し，

ハイビジョン映像配侶も可能な高い映像品質を実現

(3) VHF/UHF帯からBS/CS帯までをカバーする広帯域

な高周波増幅回路技術の適用によって，低消費電力化を

実現しつつ， 回路の最適化によ って低雑音かつ低歪（ひ

ずみ）な信号品質を確保

(4) 基板設計段階へのEMC(Electro Magnetic Com pa ti-

bility)設計技術適用によって，カットアンドトライによ

らない厳しい漏えい電界強度規格を満足

(5) GE-PON上り信号を利用して， V-ONU部の遠隔監視

制御を実現し，保守性を向上

）
 

）
 GV-ONU周辺機器接続構成イメージ GV-ONU 

22 三菱電機技報・ Vol.83 ・ N o.l ・ 2009 



‘
 

）
 

環境経営推進ソリューション “MELGREEN"
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

"MELGREEN" : Solution for Promotion of Environmental Management 

を上げたのかを経営層に示すため， 自社の成熟度を“見え

る化＇する必要がある 。‘‘見える化”によって，グリーンIT

を進めることによる企業活動におけるコスト削減効果と，

C応排出星の削減といった環境対策の効果の両方を確認す

ることができるようになる。

3. 環境経営推進‘ノリューション ‘‘MELGREEN"

そこで当社では， ITによるグリーン化のソリューショ

ンとして，環境対策の効果を“見える化”する環境経営推進

ソリューション“MELGREEN（注）’'を 開発した。MEL-

GREENは，オフィスや工場などから発生する多種・多様

な大量データを収集し，一元管理することで，省エネルギ

ーや温暖化対策など，企業の環境に関する取り組みに必要

となる情報を最適な形式・タイミングで提供する環境経営

を軸としたビジネスインテリジェンスソリューションであ

る。①多様な環境データの取り込み（電力使用量，空調温

度， 室温，照度など），②環境以外のデータの取り込み

（セキュリティ，ビル管理，財務データなど）， ③すべての

データの一元管理・統合的高速分析，④環境情報の“見え

る化”“コックピット化”の機能を持つ。特に，④の機能で

は，一元管理した全社データから， どこを変えることが

C応排出量の最も効果的な削減に結びつくかを見える化す

る。今後，企業のグリーンITへの取り組みを定量的に評

価し，具体的なアクションにつなげていく手法などをソリ

ューションの機能として提供していく予定である。

1. グリーンITとは

2007年以降“グリーンIT"というキーワードが急速に

注目され，米国調査会社のガートナーでも， 2008年の“戦

略的技術・トレンド”として位置付けるほど，グリーン

ITの取り組みが具体化しつつある。一方，世界的に取り

組みが進められている地球温暖化対策の現状としては，京

都議定書の第一拘束期間が2008年から始まり， 日本の場合，

甚準年である1990年に対して温室効果ガスを2008-2012年

に6％削減することが目標になっているが，現状，目標達

成が困難な状況に置かれている。2006年度の日本の温室効

果ガス総排出量は約13億4,100万トンで，基準年の1990年

比で6.4％増加した。部門別にみると， 基準年よりも2006

年度の排出量が削減されているのは工場などの産業部門

(-5.6%)だけで，その他の部門は増加している。その中

でも増加率が突出しているのが， ITなどをフル活用して

いるオフィス分野（業務その他部門）で，その伸び率は

41.7％にもなる。ITの普及・拡大に伴い，インターネ ット

上を駆け巡る情報量は急増し， 2025年には現在の約200倍

になると言われている。そのデータを適切に処理するため

にIT機器が様々な場面で活用されることで， IT機器によ

るCO2排出量の増加と電力消費量の増大が予想されている。

グリーンITでは， IT機器の省エネルギー化(ITにおけるグ

リーン化）とともに， ITの利活用で環境負荷を低減するこ

と(ITによるグリーン化）が重要になる。企業では，地球

温暖化対策としてCか排出

量の削減が緊急の経営課題

になってくる。

2. 企業にとってグリーンIT
の効果とは

）
 

欧米企業では， IT機器の

省電力化や， ITを利用した

環境配慮がトップダウンで

進んでいる 。環境対策は企

業の社会的責任としてとら

えているため，経営層がグ

リーンITを主導している 。

今後， 日本企業もそのよう

な意識を持ち，環境対策が

経営層にとっての課題にな

るため，企業の環境面での

取り組みがどのような効果

>様々な環境データ（電力使用量，発電量，

空調温度，室温，照度など）や，環境情報

以外のデータ（セキュリティ，ビル管理，

財務データなど）も一元管理

> すべてのデータの統合的高速分析が可能

>累境情報の“見える化”“コックピット化＂を実現

J ｀ ー＇ 

-
，霞門

門-
L
 

珊墳データ
（エネルギー使用量生産量温匿など）

..... 

異種データ
（会計情報，オフィス情報，入退室管理など）

MELGREENの概要

く取り扱い ：三菱電機インフォメーションテクノロジ一固 TEL:03-6414-8122> 
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仮想化技術によるサーバ統合プラットフォーム℃ENTRAGE"シリーズ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

"CENTRAGE" : Server Consolidation Platform with Virtual Machine Technology 

顧客が永年にわたり蓄積してきたアプリケーション資産

を継承しながら，企業内に分散する複数のサーバを容易か

つ効率的に統合できる基幹業務サーパの新シリーズとして，

三菱電機データセントリックソリューション “CEN-

TRAGE（注）’'シリーズを開発した。

CENTRAGEシリーズの主な特長は次のとおりである。

(1) 複数サーバの統合が容易

全モデルに仮想化技術を標準搭載し，サーバ統合の際に

必要になる各種リソース設計などをあらかじめ設計・構築

済みで提供するため，導入が容易である。また，ハードウ

ェア，仮想化環境，ソフトウェアを統合的に管理・監視で

きる統合運用機能の提供によって，導入後の運用負荷も軽

減できる。さらに，サーバ統合によってより高い可用性が

求められるため， “N+l冗長”の機能によって効率のよい

冗長化を実現している。

(2) アプリケーション連携が容易

オプションのデータセントリックユニットを使えば，統

で，より迅速な経営判断を支援するシステム構築が可能に

なる。

(3) グリーンITに対応

例えば，中規模オフィスサーバ 2台＋パソコンサーバ 2

台をCENTRAGEヘサーバ統合 した場合，年間約4.5tのCO2

排出量削減と なる。

フロアスタンド
モデルVS600

8タイブ

56製品
ノヽ

ラックマウント
モデルVS700

゜合したサーバのアプリケーション連携，データ連携など， CENTRAGEシリーズのラインアッフ

システム間をまたがるデータを連携させて利活用できるの く取り扱い ：三菱電機インフ ォメーシ ョンテクノロジー（梱TEL:03-6414-8052> 

関西国際空港向け旅客案内情報システム

Passenger Information System for Kansai International Airport 

関西国際空港向け旅客案内情報システムのリプレースエ

事を2008年 3月に完了した。 このシステムは，表示器(50

インチDLP直）（Digital Light Processing) x 40台， 46イン

チTFT(Thin Film Transistor) x 32台， 40インチTFTX

532台）や音声設備によって， フライト情報等を空港利用

客・スタッフに案内する。

今回のリプレースでは，チ ェックインカウンター案内・

道路情報案内・貨物便案内を加え，総合案内システムとし

て，案内サービスを充実させた。主な特長は次のとおりで

ある。

(1) 日英中緯の 4か国語表示

(2) 表示すべき情報量によって文字サイズを調整，優先す

る情報に応じで注目される画面に変更する等の柔軟な画

面デザイン

(3) 便の進行状況・備考・理由など複数情報を同時に表示，

搭乗ゲートで優先搭乗の案内を高解像度のイメージで表

示する等の表示情報の充実

(4) 表示器の制御装置としてデイスクレスのセットトップ

ボックスを採用する等，可用性を向上

ヽ
~

）
 DLP型表示器 TFT型表示器
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液晶テレビ“REALMZW200シリーズ”

rノ

LCD-TV "REAL MZW200 Series" 

“映画館の臨場感と感動”をコンセプ トに，独自の光沢処

理パネル“DIAMOND Panel(r.1)’'，高画質回路“DIAMOND

Engineほ）PROIII", DIA TONE伯）音響技術を“ス リム フレー

ム” と薄型化したス タイリ ングに凝縮し，“ オートター ン(ii)"

搭載に よってベス トな視聴ポジションで楽 しめるフルハイ

ビジョン液晶テレビ“REALc;t) MZW200シリーズ’'46V型

フルハイビジョン液晶テレビ“LCD-46MZW200", 40V型

フルハイビジョン液晶テレビ“LCD-40MZW200” を開発し

た。次に，今回開発した新製品の特長について述べる。

1. "DIAMOND Panel" 

当社独自の光沢コート処理を施し，ダイナミックコン ト

ラスト比 ( •1) 15,000 : 1を実現した。深みと奥行きのあるつ

ややかな色で，被写体の持つ質感を より忠実に再現で きる

ようになった。また， カタログスペッ クには表れない，斜

めから見たときの画面の白浮きも改善した。

2. "DIAMOND Engine PRO ill" 

映像信号処理を業界最高(*2)の16ビットで実施できるよう

にしたことで，滑らかできめ細かい自然な階調表現ができ

るようになり，階調の粗さが原因で発生 していたノイ ズも

除去する ことができ， 高品位な映像を再現できるようにな

った。また，毎秒120枚の映像で表示する“倍速ピクチャ ー”

機能が残像感の少ないクリアな高画質映像を再現するほか，

色の12軸を独立して自動調整する当社独自の“ナチュラル

カラ ーマトリックス”機能の活用と，映像の内容に応じて

） ガンマ特性を最適化することによ って， コントラ ス ト感や

つややかさを向上させ， DIAMONDPanelの良さを引き出

し，自然かつ色鮮やかな色彩を再現させた。

3. DIATONE音響技術

内蔵スピーカーだけで5.lchサラウンドの音場を再現する

"DIATONEサラウン ド5.1’'機能に加えて，低域を強化した

新開発の“ス ーパーウーハーユニ ット’'を搭載し，伸びやか

な中高域に加え迫力のある低域を再現した。スーパーウー

ハーユニ ットはリニアリティの高い小型スピーカーユニ ッ

）
 

トを ダブル起動し，小型ボ ックス (400cc)ながら迫力の低

音を生み出す。これによ ってDIATONEサラウンド5.1の迫

力も更に拡大した。

4. 省エネルギー設計

7つの省エネルギーに加え， 高コントラスト性能を最大

限に生かしたバックライトの効率的制御と当社独自の映像

* 1 全白信号で画面最大輝度と全黒信号での画面最小輝度の比

* 2 2008年8月19B現在，民生用テレビで

処理によって，業界ト ップクラスの省エネルギー性を実現

した。

①LCD-46MZW200 

185kWh／年，省エネルギー達成率191%

②LCD-40MZW200 

168kWh／年，省エネルギー達成率179%

(1) 7つの省エネルギー

①主電源切り時の“ow"（ゼロワ ット）設計

②“家庭画質モード’'機能での消費電カセーブ

③無信号時電源オートOFF

④無操作時電源オートOFF

⑤電力巌節約モードで消費電力量をセーブ。明るさセン

サの設定で消費電力を最大約50％カット

⑥消画モードで音声のみを楽しみながら消費電カセーブ

⑦明るさセンサで電源オートOFF

5. 便利機能

(1) 新フルカラ ーメニューと 電子番組表(EPG)

文字フォントのフルHD(High Definition)解像度化と， グ

ラフィックスのフルカラー化を行った。 これによ ってEPG

やメ ニュー画面は小さな文字まで読みやすくなった。

(2) JPEG(Joint Photographic Experts Group)再生

SD (Secure Digital)カードに入ったJPEG静止画を表示さ

せる機能をサポートした。SDカードに入った静止画はサム

ネール表示し，テレビ画面全体に表示させる画像を選択す

るわかりやすいインタフェ ースとした。

(3) オートター ン

リモコン操作で本体の向きを変えられる“ オート ターン”

機能を搭載し，ベス トな視聴ポジション を選択することを

可能にした。

LCD-40MZW200 
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液晶タッチパネルリモ］ンを採月し，簡単操作を実現したBOレコーダ’'DVR-BZl00/200シリーズ'’
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

BO Recorder "DVR-82100/200 Series" with a Remote Controller with Liquid Crystal Touch Panel for Easy Operation 

当社初のBD(Blu -ray Disc)レコーダ‘‘REALブルーレイ

DVR -BZlOO (HDD250GB) /BZ200 (HDD500GB)” を開発

し， 2008年 5月に発売した。 レコーダは予約などの操作が

難しく，使いにくいというユーザーのために，この製品は

“簡単，便利’をコンセプトとして開発した。 また，ハイビ

ジョン映像の長時間録画や当社独自のCMカット機能“オ

ートカット i"'ユーザーの好みに合った番組を自動録画

する機能“おすすめ自動録画’'に対応するなど，機能面でも

充実した商品となっている。この製品の特長を次に示す。

①‘‘液晶グット楽リモコン （注）’'搭載で簡単操作

②ハイビジョン映像の長時間録画

③“オートカット i”で本編のみの自動再生

④‘‘おすすめ自動録画”で好みの番組の自動録画

1.“液晶グット楽リモコン”

レコーダのリモコンはボタン数が多く，使用するボタン

が分かりにくいというユーザーが多い。そこでこの製品で

は，液晶タッチパネル式の“液晶グット楽リモコン”を開発

し， レコーダの基本操作である “TVを見る”“予約する”

‘再生する”に必要なボタンのみを画面に表示することで簡

単操作を実現した。例えば，難しいと思われている予約も，

このリモコンを使えば簡単に行うことができる。リモコン

画面（図 2)の“かんたん予約’'を押すとテレビ画面に番組表

が表示され，リモコン画面には予約操作に必要なボタンの

みが表示され，①の上下左右ボタンを使って番組を選択し，

②→③→④のボタンを順に押していくだけで予約が完了す

るようになっている。

2. ハイビジョン映像の長時間録画

デジタル放送をハイビジョン画質で録画すると HDD

図 1. DVR-82200本体／リモコン
（メイン＋液晶グット楽リモコン）

(Hard Disk Drive)やBDに短時間しか録画することができ

ない。そこでこの製品では，ハイビジョン画質で長時間録

画を実現するためにMPEG-4 A VC/H. 264エンコーダを

採用した。従来のDR(Direct Recording)モードでは地上

デジタル放送をHDD(500GB)に約63時間しか録画できな

かったものが，最大約189時間録画できるようになった。

また， BDメデイアはまだ高価なため， より安価なメデ

ィアであるDVD(Digital Versatile Disk)にもハイビジョン

画質で録画したいというニーズにこたえるため ，

AVCREC中（＊）規格に対応し， DVDに最大約100分のハイ

ビジョン画質での保存を可能にした。

3.“オートカット i’'機能

HDDの録画済み番組を再生する際に， CMを挟むことな

く本編のみを自動再生する機能である。この機能は従来機

種から搭載していたが，この製品ではMPEGの高速デコー

ド技術を開発し，ハイビジョン番組の 2番組同時録画に対

応した。本編のみをBDやDVDヘダビングすることも簡単

にでき， AVCRECで録画することによって，約 2時間の

ハイビジョン番組が約100分となり， 1枚のDVDに保存す

ることが可能となる。

4.“おすすめ自動録画’'機能

この機能は，録画や再生などの履歴からユーザーの傾向

や好みを解析し，その傾向や好みにあった番組をレコーダ

が自動録画する機能である。この機能によって，毎週見て

いるドラマなどの予約忘れの防止や，ユーザーの好みに合

った新しいおすすめ番組の録画が可能である。

* MPEG-4 A VC/H. 264エンコーダを用いてDVDにハイビジョ
ン録画を行うための規格

＊スタート画面

＼
ノ

ノヽ

）
 図2．液晶グット楽リモコンによるかんたん予約
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“霧ヶ峰ZWシリーズ’'のムーブアイ省エネルギーと省エネルギー促進表示

1. まえがき

電化機器の省エネルギー化は毎年進んできてはいるもの

の，家庭内の様々な電化機器の普及や，省エネルギー機器

への買い替えの伸び悩みによって，現在でも日本の電力消

費量は増加している。このため政府は， 一般家庭でも“―

人一日 1kgC02削減’'運動を展開しており，エアコンの無

駄な温度設定の抑制，電気の上手な使い方や省エネルギー

機器への買い替え促進の呼びかけによって，国民一人ひと

りに省エネルギー意識を高める取り組みを行っている。

今後はエアコンの省エネルギー化の推進とともに，使用

者に省エネルギーを意識づけるエアコン開発の重要性が増

してくると考える。その意識改革を図るために，社会的取

り組みとなっているCO2排出量の抑制に向けて，エアコン

が使用した電力が及ぼす“CO廿非出量の表示’'， さらにより

生活感のある“電気代の表示”の“見える化’'に取り組んだ。

また，エアコンを上手に使って節電するために一般的に言

われている項目として，風速・風向を適切に調整する，設

定温度をこまめに調節することなどが言われている。しか

し，これらを使用者が生活シーンに応じてこまめに設定す

ることは難しいため，エアコン自身が自動的に調整するこ

とが要求される。

2. 電気代・ CO2排出量の“見える化”

エアコン本体に，運転開始時は 1時間あたりの電気代

（又はC伍排出量）を表示することで，エアコン使用開始時

） に節電意識を持たせる。運転停止時には，今回使った電気

代（又はC切排出量）を表示し，次回使用時の節電意識を持

たせる。運転中は，空調しているエリアや体感温度など省

エネルギー運転状態の表示を行い，また省エネルギーレベ

ルを業っぱの数で知らせる。運転開始時から停止時に至る

までの省エネルギーのための情報を具体的数値で“見える

化”することで，エアコンを使う 一人ひとりが電気代や

CO2排出量削減の効果を確認しながら省エネルギー運転を

心掛けることができ，“設定温度変更”“運転時間の短縮'’

“カーテンを閉める”など，より電気代のかからない使い方

＼
ノ

）
 

Energy Saving by Move Eye and the Indication which Promotes Energy Saving of "Kirigamine ZW Series" 

3. 人感ムーブアイによる快適空調と省エネルギー効果

8素子赤外線サーモパイルセンサ“人感ムープアイ （注）”

は，熱画像データをとらえて分析することで，人の存在位

置や居住域である床面及び壁面の温度分布（輻射（ふくしゃ）

熱）を検出し，一人ひとりが感じる体感温度を判断する。

さらに広いリビングの隅々までしっかり気流を届け，また，

奥行き方向の吹き分けも可能な左右が独立して駆動する上

下フラップを搭載し，この双方を駆使することで，生活シ

ーンに応じで快適で無駄な電力消費を抑えた空調をする

“フルオート・エリア空調’'を実現した。これによって，居

住面の快適性だけでなく，一人ひとりが感じる体感温度を

見分けて，適切な風速，風向やパワーを制御し，無駄な設

定温度の上げすぎ（暖房），下げすぎ（冷房）を防ぎ，さらに

必要なエリアを中心に空調することで，電力消費の無駄を

大幅に削減する。

人感ムーブアイの省エネルギー効果をまとめると，体感

自動運転時の省エネルギー効果は従来運転に対して約30%,

また，部屋の 1か所に人が集まった場合(1エリア）に床温

度に加えて壁からの輻射も加味して運転すると最大45％の

省エネルギー効果が得られる。そして，人の活動最に応じ

て体感自動運転を行うとさらに20%，対従来運転で最大

を工夫できるようにした。

また，消費電力最kWhの表示を行うことで使用者の節

電意識が高まり，節電を図る効果があると言われているが，

使用開始から使用停止に至るまで徹底的に省エネルギー意

識を高める配慮を行った本体表示は，単に消費電力量を表

示する以上の省エネルギー効果が期待される。

65％の省エネルギー効果が得られる。

4. むすび

地球温暖化対策として，電化機器の省エネルギー化や省

エネルギー機器への買い替え促進の呼びかけによって，国

民一人ひとりの省エネルギー意識を高める取り組みが進め

られている中， 2008年度は機器の効率改善だけでなく，使

用者への省エネルギーの啓蒙（けいもう）という新たな視点

での開発を行った。

今後も機器の省エネルギー化推進だけでなく，様々な視

点で地球環境改善に貢献できる新製品の開発を進めていき

たい。

、 一 ＼

I―-

電気代 CO2排出呈

“霧ヶ峰（注1zwシリーズ’'の室内機
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店舗・事務所用バッケージエアコン“スリムER"

"Mr.SLIM ER" Packaged Air Conditioner 

2008年は京都議定書で定められた温室効果ガスの削減数

値日標達成に向けた約束期間の初年度にあたり，地球環境

保護に向けた全世界的な取り組みに拍車がかかる。我が国

でもこれまで以上に省エネルギー， CO2削減への取り組み

が国を挙げて強化されると見込まれる。このような中，店

舗やオフィスで大きな比重を占める空調機には，より高い

省エネルギー性が求められている。店舗・事務所用パッケ

ージエアコン“ス リムERは）’'は，基本性能を示す通年エネ

ルギー消費効率(APF)で業界トップクラスを実現すると

ともに，センサ技術による快適な省エネルギー，フィルタ

の汚れによる省エネルギー性能低下の抑制，顧客のニーズ

に合わせた省エネルギーのカスタマイズで，“これからの

省エネルギー”を追求し，省エネルギー製品の一層の需要

拡大を固るものである（図 1)。

主な特長は次のとおりである。

(1) エリアムーブアイ

ムーブアイ 直） は床などから放射される赤外線をサーモ

パイルセンサで取り込み，輻射（ふくしゃ）温度を演算する。

センサは360゚ 回転し， 4か所測定することで，ほぼ部屋全

体をカバーする。

従来のムーブアイ制御は 4か所の平均を輻射温度とし，

体感温度を演算して，風速，圧縮機の運転周波数を制御し

ていたが，エリアムーブアイはさらに，それぞれの輻射温

度で風向を制御する。暑いエリア，寒いエリアを見つけて

集中的に冷暖房することによって温度むらを解消し，適性

な設定温度にできるので，従来と比べて10％省エネルギー

を向上でき，冷房で25%，暖房で35％の省エネルギーを実

現した（図 2)。

(2) フィルタ自動清掃ユニット

フィルタを 1年間清掃しない場合，風量の低下によって，

期間消費電力量が平均10％増加する。フィルタ自動清掃は，

ブラシでフィルタ表面についたほこりを定期的に自動でか

き取り，取ったほこりをダストボックス内に同収する。ダ

ストボックスには一般的な店舗で約 5年分相当のほこりを

回収でき，清掃作業が軽減できる。ダストボックスには抗

菌・防カビ処理を施し，さらに低濃度オゾンの力を利用し

だ＇オゾンシャワー除歯’で，においの元となる細菌を除去

し，内部を消潔に保つ。ほぼ 1日1回清掃を行うので，風

量の低下がほとんどなく，掃除しないで使い続けた場合と

比べ，消費電力を約10％削減できる （図 3)。

(3) 高機能 リモコン

リモコンはバックライト付き 大型フルドッ ト液晶を採用

し，メニュ一方式を採用することで高機能化を図った。

まず，メニュ一方式によって操作するボタン数が少なく

なり，ユーザーが必要とする機能を画面表示によって誘導

でき，操作が簡単になった。また，省エネルギーセレクト

モードや設定温度自動復帰，週間スケジュールタイマを標

準装備するなど，ニーズにあわせて運転モードをカスタマ

イズし，省エネルギーを実現する機能を搭載した（図 4)。

暑いエリア，寒いエリアを見つけて集中的に冷暖房

、ノ

）
 

図2. エリアムーブアイ
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4方向吹き出しカセット形室内機
MPLZ-RP140BA3 室外機MPUZ-ERP140KA

図1. 店舗・事務所用パッケージエアコン“スリムER"

オゾン発生装置

図3. フィルタ自動清掃

"`̀l ..... 
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 図4. 高機能リモコン
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FA及び産業メカトロニクス
市 A 0

簡単 ・小型インバータ “FREQROL-0700シリーズ”
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

Easy, Compact Inverter Series "FREQROL-D700" 

-（ 

欧州安全規格への対応をはじめ，高機能制御と長寿命化

などを実現しながら，据付時やメンテナンス時の使いやす

さも徹底追及した小型インバータ “FREQROL-D700シリ

ーズ’'（三相200Vクラス： 0.1~7.5kW, 三相400Vクラス：

0.4~7.5kW, 単相200Vクラス： 0.1~2.2kW, 単相lOOVク

ラス： O.l~0.75kW)を発売した。特長を次に示す。①制御

回路にスプリングクランプ端子を採用することで，高い信

頼性と簡単配線を実現， ②安全基準に準拠したセーフティ

ストップ機能を搭載し，欧州機械指令への準拠が容易， ③

誤操作によるパラメ ータ設定値の書換えを防ぐパスワード

機能を搭載， ④有寿命部品（電解コンデンサ，冷却ファン

等）の長寿命化と，寿命診断機能によるメンテナンス性の

向上， ⑤欧州RoHS(Restriction of Hazardous Substances) 

指令への適合等環境への配慮， ⑥ 当社最小インバー タ

FREQROL-S500シリーズと同一取付け寸法による互換性，

⑦Mダイヤルの採用による簡単設定， ⑧汎用（はんよう）

磁束ベクトル制御の採用による高始動トルクの実現， ⑨最

適励磁制御，停電時減速停止機能等，従来高級機種にしか

搭載されていなかった用途別機能の搭載による，適用範囲

の拡大
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FREQROL -D700シリーズ

GOTlOOOシリーズ新モデル“GTl6" 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

"GT16" : New Model of the Graphic Operation Terminal Series "GOT1000" 

GOTlOOOシリーズ・ GT15モデルを高機能化，高性能化， ＇

各種オプションを内蔵し，オールイ ンワン化した新モデル

"GT16" を発売した。主な特長は次のとおりである。

(1) 内蔵通信インタフェース拡張

Ethernet'11l, RS232, RS422/ 485を内蔵しており，オ

プションユニットなしで複数機種のFA機器と接続可能

(2) USBホスト，デバイス搭載

GT15モデルから搭載しているUSBデバイスに加え，

USBホストも搭載。USBメモリを使用してGOT国）

(Graphic Operation Terminal)内のデータを前面か

ら取り出し可能。 また，耐環境カバーを閉じると見

た且にも美しいフルフラット構造を採用

(3) マルチメディア，ビデオ／RGB対応

動画録画，再生機能に対応し，アラーム発生前後

の動画録画や動画マニュアルによる作業指示等が可

能。 また， ビデオ／RGB機能にXGA(eXtended 

Graphics Array)機 VGA(Video Graphics Array) 

機も対応

(4) メモリ容量増加，オプション機能ボード不要

メモリ容量の大幅アップ（ユーザーメモリ 9MB→ 15MB)

を実現。また，マルチチャネル機能， ドキュメント表示機

能， Q/QnA回路モニタ機能を使用する際にオプション機

能ボードが不要

GOTlOOOはさらなる進化へ。
ユーザーの「こうしたい！」という声を
この 1台にオールインワン。

GOT1000シリーズ新モデル “GT16"
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FA及び産業メカトロニクス
市凩0吟

スタンドアロン型モーションコントローラ“Ql 70MCPU" 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Stand Alone Motion Controller "0170MCPU" 

小規模システムに最適なモーションコン トローラを要望

しているユーザー（包装機， 巻線機，簡易フィ ーダ等） に対

応するために，iQPlatform対応モーションの下位機種と

してスタンドア ロン型モーションコントロ ーラを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) シングルユニット化

モーション コントロー ラ本体に， 電源，シーケンサ， モ

ーションコン トロー ラ，同期エンコーダインタフェ ース，

通信インタフェ ースを実装した。省スペースで多軸制御を

簡単に実現できる。

(2) MELSERVOとの連携による高精度同期制御

SSCNET皿＋MR-J3Bに対応し，最大16軸までの高精

度同期システムを構築できる。

(3) 開発環境にMELSOFT MT Works 2を採用

モーションコン トロー ラQシリーズで好評の，メカサポ

ー ト言語を採用。多軸 ・高精度の同期プログラムを簡単に

作成可能である。
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＂＇ Q170MCPU 
表面形電子式電力量計“M8UMシリーズ”
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Surface-mounted Type日ectronicWatt-hour Meters "M8UM Series" 

分電盤の省スペース化・ 標準化のニーズ，省エネルギー

推進の気運の高まりによる末端の分電盤における電力量の

計測ニーズに対応するため， 2002年に表面形電子式電力量

計“M8Uシリーズ”を発売し好評を得た。その後継機種と

して， 柔軟な分電盤設計が可能，設置時の誤結線が容易に

判別可能など，より使いやすく進化 した“M8UMシリ ーズ”

を開発した。従来機種と同様に，すべての定格品と通信機

能付(BINET叫 LONWORKS（注））を品ぞろえする。主な

特長は次のとおりである。

(1) 新開発の計測ASIC(Application Specific Integrated 

Circuit)を搭載し，電子回路の高集積化，多種多様な電

流センサで安定した計量精度を確保できる電流センサ特

性補正機能を実現した。

(2) 端子ピッチを25/30mmで自由に変更できる端子ピ ッ

チ可変構造を搭載し，多様な端子ピッチのブレーカとブ

スバー配線可能など，より 柔軟な分電盤設計が可能であ

る。

(3) 逆電流判別機能を搭載し， 電力量計設置時の誤結線を

容易に判別可能である。

(4) IEC (International Electrotechnical Commission)レー

ル取付けに標準対応した。

(5) 従来機種と構造面での互換性を維持し，分電盤を変更 （ 

することなく従来機種か ら新機種へ交換可能である。

M8UMシリーズ “M8UM-S33R"
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自動車機器

ETC車載端末におけるデザイン開発

Design-oriented Development for ETC On-board Equipment 

（
 

＼
 

2001年から運用が開始されたETC(Electronic Toll Col-

lection)について当社は利用率の増加に伴って変容するユ

ーザーニーズをとらえたデザイン開発を行い，デザイン評

価指標の一つである“Gマーク’'を歴代車載端末製品で受賞

し，市場からの評価を得ている。

(1) EP-210(1999年度Gマーク受賞製品）

ETCサービスイン端末の登場感と操作しやすさを両立

したデザインである。表示部，カード挿入口，操作部をド

ライバーに向いた面にまとめることで，操作しやすさを視

覚的に表現した。

(2) EP-422(2002年度Gマーク受賞製品）

市場評価分析から，多様な設置方法を可能にする機能分

割構成を採用し，当時の最小寸法を実現した。機構要素が

減った本体デザインを生かし，車内インテリアとのマッチ

ングをデザインテーマとした。

(3) EP-222 (2003年度Gマーク 受賞製品）

従来とは異なるフロントガラス張付方式を採用した。店

頭での目立ち度よりも車内インテリアの雰囲気を壊さない，

ほどよい存在感を主張する黒子デザインをテーマとした。

(4) EP-423 (2004年度Gマーク受賞製品）

ユーザーニーズと安全配慮を整合させ，指逃げ凹と操作

ボタンを主題としたシンプルなデザインによって，車内イ

ンテリアの雰囲気を壊さない黒子デザインをテーマとした。

(5) EP -534B (2005年度Gマーク 受賞製品）

“簡単設置 ・インテリアを損ねない黒子デザイン’'を推進

した。ガラス／ダッシュボード設置共用，超小型化に対応

し車内インテリアに溶け込むシンプルな形状，色調をテー

マとした。

(1) EP-210 (2) EP-422 

駐

(3) EP-222 (4) EP-423 

(6) EP-736(2006年度Gマーク受賞製品）

従来の“インテリアを損ねない黒子デザイン’'から“イン

テリアと同期するシンクロデザイン”へとテーマを発展さ

せた。金属素材感とやわらかなフォルムによる所有する喜

びと 2色カラー展開による選ぶ楽しさをユーザーに提供した。

(7) EP-738“プレミアム”(2008年度投入製品）

EP-738“プレミアム’'は，“自分だけのETC” を求めるユ

ーザーに対して新たに投入したカラー展開 5機種である。

天面に本物の素材表現を含めた五つのデザインを施し，よ

り本物志向の自分だけのモノを所有したいユーザーに細か

く対応した。

(s) EP -638B (2008年度Gマーク 受賞製品）

EP-638Bは法人需要も見込んだETC本来の機能に特化

したシンプルデザインモデルである。‘‘初めてでも迷わな

ぃ， シンプルETC” をコンセプトに，操作性を視覚的にも

わかりやすいデザインとした。カード挿入方向を把握しや

すい長円柱状の本体形状と，大きく円形にきり欠けたカー

ド挿入ロデザインによって， “挿 しやすく，取り出しやす

い”をひと目で見てわかる形としている。

このように，最新の技術とユーザーニーズにあったデザ

インの融合こそが，市場での強みを発揮できる原動力とな

っている。また，日々動いていく市場ニーズに対して，デ

ザインコンセプトをモデルごとにマッチさせつつ，常に新

しい市場を掘り起こす試みも取り入れることで，今後更に

発展してい <ETC市場のリーデイングカンパニーとして

の地位を継続していく 。

(5) EP-534B 

(7) EP-738“プレミアム”

ィ
も

(6) EP-736 

口
(8) EP-638B 
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自動車機器

車載用DIATONE最高級デジタルオーディオシステム

“デジタルプロセスセンター DA-PXl" ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

DIATONE Premium Digital Car Audio System "Digital Process Center DA-PX1" 

オーディオ市場では近年，より上質な音を追求するピュ

アオーデイオヘの回帰傾向が見られ， 車載用高級オーデイ

オの世界でも，音へのこだわりがますます強くなっている。

2006年， 2007年と車載用DIATONEは）高級スピーカーDS-

SA 3, DS-SA 1を開発，製品化し，市場での高い評価を

得ている。これに続き，今回多くの独自技術を搭載した超

高音質の車載用DIATONE最高級デジタルオ ーデイオシス

テム“デジタルプロセスセンタ ー DA-PX1” を開発した。

この製品の概要と主な搭載技術について述べる。

1. 製品の概要

この製品は，ホーム用オーディオでのプリアンプに相当

する部分の音声処理を行うもので，ヘッドユニッ ト等から

のデジタル信号を受けて音声処理を行い，アナ ログ音声 と

して出力する。本体，中継ハブ，表示部の 3筐体（きょう

たい）で構成され， ワイヤレスリモコンが付属する。中継

ハプにはUSB(Universal Serial Bus)入力端子を備えてお

り，ヘッドユニッ トがなくても ，リモコ ン操作，フルドッ

卜液晶表示によって，非圧縮の音声を高音質で再生するこ

とができる。

2. 主な搭載技術

(1) Pure Variable Current方式D/Aコンバーター

ビット欠落なく DAC(Digital Analog Converter)出力を

直接可変，微小音量でも高い情報密度を実現。他社を圧倒

的に凌駕（りょうが）する超高音質を実現

(2) Multi Way Time Alignment 

L/R各 1chでありながら，マルチアンプ方式と同等の

タイムアライメン トを実現。 トウイーター，ウーフ ァー等，

スピーカーごとに時間軸の調整が可能で，スピーカー取付

け位置がリスナーから等距離にならない車室でも， リアル

な音場を再現

(3) Real Time Corrector 

非同期の片方向デジタ ル伝送でも，水晶クロック精度の

時間精度を確保，伝送ジッタ ーの影響を受けず，従来のデ

ジタル伝送とは一線を画す高音質を実現

(4) Adjustable FIR GEQ 

IIR (Infinite Impulse Response)デジタ ルフィルタの任

意特性設定の容易性と， FIR(Finite Impulse Response) 

デジタルフィルタの高精度演算の両立を実現し，かつてな

い高音質グラフィックイコライザー(GEQ)を実現

(5) Real Bit 

イプシロンフィルタを使用して， 16ビッ ト信号から量子

化前のアナログ信号を推定し， 24ビット化

(6) DIATONE Surround 

5.lch信号の音場を 2chで正確に再現。 2 ch信号入力時

でも，自然で立体的な音場を再現

（
 

デジタルプロセスセンター DA-PX1

＼
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半導体・電子デバイス

"NX-Lシリーズ”IGBTモジュール
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

"NX-L Series" IGBT Module 

近年，産業用パワーエレクトロニクス製品は用途拡大に

よって高電力化が進んでいる。そのため，装置に塔載され

るIGBT(Insulated Gate Bipolar Transistor)モジュールに

ついても電力容量範囲の拡大，回路構成の多様化が求め ら

れている。

これらの要求に対応するため， “NXシリーズ”では高電

力用途向けに電流定格を拡大した大型パッケージ製品を追

加した。柔軟なパッケージ性を持つNXシリーズの特長を

生か して，基本マザーケースに，ピン端子とねじブロ ック

端子の共通部品を組み合わせることによって，多様な回路

構成への対応を図っている。 さらに，低損失CSTBTぼ）

(Carrier Stored Trench Gate Bipolar Transistor)チップ

を塔載することで， 600Vと1,200V系低損失製品をライン

ァップしている。

高集積化DIPPSC
,......................................................................... 

Highly Integrated DIPPSC 

近年， 白物家電製品では省エネルギー化，高性能化競争

が激化し，インバータ損失の低減， システムの小型化が求

められている。その要望に こたえるため，周辺機能を内蔵

し高集積化したDIPPSC(Dual -In-line Package Partial 

Switching Circuit) (8 ~20A/600V)を開発した。この製 ／

品は超小型DIPIPMほ） （Dual-In-line Package Intelligent 

Power Module) Ver. 4シリーズに 3つの機能を内蔵し，

外形寸法27.0x 52.5 x 5.55mmの小型パッケージを実現した。

これによってシステムの小型化，周辺部品点数削減による

システムコスト削減に貢献する。主な特長は次のとおりで

ある。

（］） 部分スイッチング回路(PSC)機能の内蔵

インバータ基板の電源回路で発生する電源高調波の抑制

を目的として， DIPIPMの電源側にダイオードブリッジと

スイッチング素子からなるPSCを， 業界で初めて内蔵した。

(2) ブートストラップ回路の内蔵

DIPIPM内のハイサイド側IGBT(Insulated Gate Bipolar 

Transistor)を駆動させるために必要なプートストラ ップ

NX-L製品(2in 1, 7 in 1) 

回路である高耐圧裔速ダイオード と制限抵抗を内蔵した。

(3) 温度検知機能を内蔵

モジュールの温度検出のために従来は，サーミスタを外

付けしていたが，内部の温度情報を制御素子LVIC(Low 

Voltage Integrated Circuit)から出力する温度アナログ出

力機能を内蔵した。

DIPPSC 
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半導体・電子デバイス

WiMAX用高出力増幅器 “MGFS39Eシリーズ”
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

High Power Amplifier for WiMAX Terminals "MGFS39E Series" 

近年，都心部でプロードバンド通信サービスが拡大する

一方，回線の敷設が困難な地域では，数十kmを簡単に接

続できる WiMAX(Worldwide interoperability for 

Microwave Access)システム＊1が普及し始めている。最近

のWiMAX加入者宅端末ではサービスエリアを拡大するた

め，高出力で低ひずみの送信用高出力増幅器が求められて

いる。今回，業界トップクラスであるlWの高出力と低ひ

ずみ特性を実現したWiMAX加入者宅端末向けInGaPHBT 

(Indium Gallium Phosphide Heterojunction Bipolar Tran-

sis tor) *2高出力増幅器を開発した。

この増幅器では， 6mm角の低熱抵抗QFNパッケージ

(Quad Flat Non -leaded package)を採用して高出力動作

を可能にするとともに，帯域幅の広いWiMAXの変調信号

(Orthogonal Frequency Division Multiplexing: OFDM) *3 

に合わせて整合回路を最適化したことによって， ひずみ特

性(ErrorVector Magnitude : EVM)”を2.5％という低い

レベルに抑えながら，出力電力を 業界 トップクラスの

30dBm*5と従来品＊6よりも 3dB向上させた。これによ って，

従来と同等の低ひずみ特性を保ちながら，従来よりも通信

距離を伸ばし，サービスエリアを広げることができる。 ま

た，出カレベルを制御するステップアッテネータ等を内蔵

しており，部品点数や実装面積， コストの削減に効果的で

ある。

* 1 最大伝送距離50km,最大伝送速度75Mbpsの高速無線通信が

可能なシステム （固定通信の場合）
* 2 高効率動作に俊れ携帯電話端末等に適用される高周波用素子

* 3 直交波周波数分割多重変調

* 4 変調信号のひずみを評価する尺度の一つ

* 5 lmWを基準値として電力を表示する単位。30dBm= 1,000m W 
* 6 MGFS36E2527 

◆◇  
~一,. ｀ ヽ．•

•ヽ
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周波数範囲 f=2.5-2.7GHz 
動作電圧 Vc=6V, Vref=2.85V 
EVM I 2 5%@Po=30dBm 

利得 40dB 
その他 パワーデイテクタとステップアッテネータを内蔵

MGFS39Eシリーズの外観と主な仕様

産業用超高輝度ワイド型TFT-LCDのラインアップ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Super Highbright Wide Type TFT-LCD-Line-up for Industrial Use 

産業用TFT-LCD (Thin Film Transistor-Liquid Crys-

tal Display)は様々な用途に浸透 しており，特に店舗用端

末では， 日差 しが強い窓付近や屋外に設置されるケースが

多いため，高輝度のものが好まれる傾向がある。また地上

波デジタル放送の普及によ ってワイドフォ ーマットの広告

コンテンツを表示させる使い方が増えている。そこで今回

ワイドフォ ーマット対応で業界初のl,OOOcd/mを 実現した

12.1型と 14.1型ワイドXGA(eX tended Graphics Array), 

800cd/m切 9.0型ワイドVGA(Video Graphics Array)の計

3機種の“産業用TFT-LCDモジュール超高輝度ワイドシ

AAl4lTBOl 

超高輝度ワイド 9.0型／12.1型／14.1型 LCD

34 

リーズ’'を新たに開発 した。従来品に対して光学設計を最 （ 
適化したことによって消費電力を維持しつつ1.3~2.5倍の

高輝度化を実現した。また，従来品同様に広動作温度範囲

(-20~70℃)と，外形，取付け穴位置，入カイン タフェ ー

ス互換を確保しており，顧客の使用環境に応じてLCD機

種の幅広い選択が可能となった。

主な仕様

項目
仕様

AA090MD0l AA121TC01 AA141TB01 

90型 121型 141型

表示サイズ(mm) 196 S(H)x l 1808(V) 216 l 2(H)x l 63 2(V) 303 36(H) X 189 6(V) 

（対角23cm) （対角31cm) （対角36cm)

ドット数 800 x RGB(H) X480(V) 1,280 x RGB(H) x 800(V) 

画素ピッチ(mm) 0 246(H) XO 246(V) 0 204(H)X0 204(V) 0 237(H)X0 237(V) 

画索配列 RGB縦ストフイブ

表示モード ノーマリーホワイトTN

表ホ色 26万色，（6bit／色） し677万色(8bit／色）

インタフェース L VOS• '(6bit/8bit) 
最大視野角

6時
（コントラスト最大）

輝度(cd/m') BOO 1 000 l 000 

モジュール外形寸法

wxHxD(mm) 
2190Xl362Xl32 283 Qx 185 1X194 3260X2165Xl60 

バックライト部
エッジフイト方式 エッジフイト方式

CCFL•92灯（交換可能） CCFL4灯（交換可能）

• I LVDS : Low Voltage Differential Signaling 

• 2 CCFL : Cold Catnode Fluo「escentLamp 
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「平成20年春の紫綬褒章」を受賞
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

罪呵マ—―た一へ

2008年4月29日，当社通信機製作所の伊藤昇と三神泉が，

平成20年春の紫綬褒章を受章した。すばる望遠鏡に適用し

だ‘大型光学望遠鏡の鏡支持システムの開発”が科学技術上

優れ，発明改良による功績が顕著であると評価されたもの

である。

1991年に建設を開始し， 1999年に当社が国立天文台に納

入したすばる望遠鏡は，口径8.2mの枇界最大級，かつ最高

性能の反射望遠鏡であり，ビッグバンに迫る最遠方銀河の

発見等で世界の天文学をリードしている。当社関係者の紫

綬褒章受賞者の8・9人目が12年ぶりに誕生したが，

受賞は初めての快挙である。

ダブル

「平成20年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞」を受賞
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

2008年 4月15日に行われた「平成20年度科学技術分野の

文部科学大臣表彰」の表彰式で，当社先端技術総合研究所，

情報技術総合研究所が開発しだ‘撮像装置の高速露出制御

技術の開発”が科学技術賞を受賞した。

今回の受賞は，従来外部センサなどを必要としたカメラ

の高速な露出制御を，センサを必要とせず簡単なアルゴリ

ズムで実現できる技術を開発したことで，だれでも簡単に

撮像可能なカメラを広く普及したことが高く評価されたも

のである。
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「平成19年度第18回省エネ大賞資源エネルギー庁長官賞」を受賞
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2008年 1月30日に行われた「平成19年度第18回省エネ大

賞」（経済産業省主催）の表彰式で，当社中津川製作所が開

発した，“小型モーターminima搭載換気扇 V-08P泣ほか全

16機種’'が「省エネ大賞 資源エネルギー庁長官賞」を受賞した。

今回の受賞対象は，居室， トイレ，浴室などの換気に用

いる換気扇で，世界最小サイズの小型モータ ーminimoを搭

載した製品である。集中巻（直巻）方式と巻線占有率の向上

によって，モーター外径を c/J62から cp45に小さくした小型

モータminimaを換気扇に搭載することで，風路を塞（ふさ）

ぐモータ一部分の割合を従来比約 1/2とし，空気抵抗を

低減して換気風羅を従来比約25％アップ，消費電力を従来

比約22％低減した。

また，モーターの小型化によって原材料を削減し（アルミ

83％削減，巻線部樹脂モールド(BMC)全廃），モーター製

造時の電力量を74％削減したことなどが裔く評価された。
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「第56回電気科学技術奨励賞（オーム技術賞）」を受賞

●“熱センサによる人体 ・空間検知技術を用いたルームエア

コン向け省エネルギー技術”は，当社ルームエアコンに搭

載した熱センサ（人感ムープアイ）で人の位置と活動量を

センシングし，省エネルギー性と快適性の両方を向上さ

せる技術が高く評価された。

当社静岡製作所，先端技術総合研究所，及び（掬三菱電

機メカトロニクスソフトウェアによる共同受賞である。

●“首都圏在来線における周波数利用効率の高い専用無線

通信システムの開発及び実用化”は，限られた周波数帯

域内で首都圏在来線デジタル列車無線システムを開発・

実用化したことが評価された。

当社コミュニケー ション ・ネ ットワーク製作所と東日

本旅客鉄道（梱の共同開発による受賞である。

●当社受配電システム製作所が開発した‘‘東日本旅客鉄道

昧納め「7.2kV密閉形複合絶縁スイッチギャ」’'は，東日本

旅客鉄道（掬の基本コンセプト①安全性・信頼性の向上，

②設備のスリム化， ③災害に強く，環境にやさしい， ④

メンテナンスの簡素化を実現した当社ドライエア絶縁技

術と， 東京駅への導入実績が評価され， 今回の受賞とな

った。

電気科奪技寄受幼貪 ．．． ． «•?！竺""“

苔[
電気科奪抜寄受幼賞

電気科，，，杖む賛幼賞 ""”’'999●9●● 99・ヽ＊

五
品
尺`

i-

:．
"
r
"
ゥ
ぶ
？

5i
5
 

“
;

9̂1“

.
“t ・
イ

よ

●

●

h

'
3
更
心

”え
叶
•

5""t

"~" 

i

i

二
i
g

.，＂

□

••• 
;
,

5
 

••
. 
"
 

.•

. 
,
J●

 

鼻

`
‘
、
●
ド
．

「第57回電機工業技術功績者表彰優秀賞」を受賞

●電磁操作真空遮断器用CBM技術

今回受賞 した電磁操作真空遮断器用CBM(Condition 

Based Maintenance)技術は，国内外の受配電設備で採用

されている電磁操作真空遮断器で，従来監視が困難であっ

た可動部の摩擦や真空スイッチ内の接点消耗を，センサレ

スで監視する技術である。この技術によって，受配電設備

のメンテナンス省力化やライフサイクルコストの削減，真

空遮断器の信頼性向上が可能となることが評価された。

●赤外線イメージセンサを駆使し，使用時の無駄な電力消

費を抑制したルームエアコン

今回受賞したルームエアコンは，可動式 8素子赤外線セ

ンサを搭載し，部屋全体の赤外線イメージデータを取り込

むこと で，人の位置とその周辺の床面の温度分布を検出し，

人を中心としだ快適空調で，無駄のない節電空調を自動で

行う 。さらに，赤外線イ メージデータで熱の移動をとらえ

て人の活動を検出し， 活動時の暖め過ぎ， くつろぎ時の冷

やし過 ぎを自動で抑制する。快適性を高めつつ，電力消費

を抑制したことが評価された。
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1．研究。開発 Research & Development 

1. 1 環境・医療 Environment & Medical Care 

1i11加速器超コンパクト化技術 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Ultra Compact Accelerator Technolo野

加速器は電子やイオンを高エネルギーまで加速する装置

であり，コンパクト化が産業・医療利用の鍵（かぎ）である。

今回本体外径15cm, 質量10kgの装置で電子を990keVま

で加速できる電子加速器“ラップトップ加速器’'の原理実証

機を開発した。当社独自のハイブリッド加速手法を用いる

ことで超コンパクト化が実現できた。従来の同エネルギー

の加速器と比較して大きさが l/ 8. 質餓が 1/35であり，

機器への組み込みや持ち運びが容易になった。 X線の発生

点サイズが従来の約 1/10のlOμmと小さいので，物質境界

での屈折を利用した屈折撮像の撮影が可能で． X線非破壊

検査やX線診断用の高性能光源として期待される。今後信

頼性を確立し，実用化を日指す。

真空ダク；，．．

電子銃

ラップトップ加速器の本体

・粒子線治療向け患者位置決め技術 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Patient Positioning Technology for Particle Beam Therapy 

患部に集中的に粒子線を照射できる粒子線治療装置で，

治療台上の患者の治療位置を治療計画に合わせて正確に位

置決めするための，補正賊計算を自動化する技術を開発し

た。従来，医師又は技師が手動で補正していたため，時間

がかかるケースがあった。この位置決め技術では，高速計

算アーキテクチャの樽入によって二次元投影画像群の生成

を高速化し，治療時のX線TV画像と治療計画作成の基に

なるCT(Computed Tomography)画像三次元データとの，

異種データを直接比較照合することを可能とした。この技

術で，患者位置決め補正贔の計算を精度 1mm, 処理時間

30秒で実施可能となり，治療準備時間の短縮半減に貢献す

るとともに，患者のX線被ばく批の低減や，操作者の作業'

負担の軽減が図れる。

Spring・ 8などの加速器ビーム制御に用いられる高周波

大容最(15kW-10kHz)の高精度電源（電流精度 1％以下）

の開発に成功した。従来のPWM(Pulse Width Modula-

tion)インバータ方式の電源はスイッチングの周波数に上

限があるため，出力できる正弦波電流も 1kHz程度までが

限界であった。開発した高精度電源では． 7ビットの階調

制御型インバータを採用し．まず出力電圧レベルを128段

まで増やした。さらに2.4MHzで動作するFPGA(Field

Programmable Gate Array)回路を用い．出カレベルを高

速に切り替えることで負荷電流を高精度にフィードバック

制御した。最大出力500V. 60A. lOkHz正弦波の条件にお

いて． 1 ％以下の電流精度の確認に成功した。
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二次元投影画像群

位置決めの流れ

圃加速器用大容量高周波電源 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

High Power and High Frequency Power Sz,pply for Accelerator 

* INV:単相インバータ 試作高精度電源

(500V /BOA/ l OkHz) 

加速器用大容量高周波電源回路と試作機
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ー
1. 2 映像・情報 Display & Information 

■省エネルギ一家庭画質 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Brightness Control Technology for Energy Saving Display 

液晶テレビ向けに，照明環境や表示する画像の特徴に応

じて，視覚特性に基づいて表示輝度を制御する低消費電力

化技術を開発した。この技術は画像処理工ンジンの

"DIAMOND Engine(itl PRO II” に搭載しており，次の特

長がある。

(1) 表示画像の平均輝度，部屋の明るさ，視聴者の年齢層

に対する視覚特性をデータベース化した。

(2) このデータに基づき，視聴者に輝度の低下を感じさせ

ない明るさを維持しつつ，明るい画像は輝度を下げ，低

消費電力を実現した。

液晶テレビ2008年モデルは，省エネルギー法に基づく年

間消費電力最基準で，最高評価の“5つ星＂を獲得した。こ

の技術は，パソコンモニタや車載モニタ等，すべてのデイ

スプレイに適応可能な技術である。

!11映像機器の連携制御を可能とする “REALINK" ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

□[ 
ピ
ー
ク
輝
度

Diamond Engine P「oIl 

全体図

Consumer Electronics Control "REALINK" 

テレビにDVD(Digital Versatile Disk)レコーダ等複数の

映像機器が接続された場合，一般のユーザーにとって“操

作が複雑である”という問題があった。映像機器を接続す

るHDMI(High -Definition Multimedia Interface)の制御規

格に準拠した方式によって，一つのテレビリモコンで液品

デジタルTVに接続されたDVDレコーダを一括制御する技

術を開発した。これによってユーザーはDVDレコーダの

動作を意識することなく，テレビリモコンのボタン操作だ

けで所望の機能の利用が可能となった。また，当社独自機

能として，番組視聴中に急用等で視聴を中断した場合，あ

とから視聴を再開できる“番組ポーズ機能”を実現し，

"REALINKは）’'という名称で液晶テレビに搭載した。

テレビリモコン

三

HDMI制御による番組ポーズ機能

HDMI接続

口・電源ON
・視聴番組録画開始

・追っかけ再生開始

■液晶テレビの自動音量制御技術 ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--
Automatic Volume Control Technology for LCD -TV 

テレビ視聴時のコマーシャルの大音量を抑えるとともに，

チャンネルや番組間の音量差を緩和して音最感を一定に保

ち．また夜間などの小音最視聴時に損なわれる臨場感を自

動的に補正する音量制御機能を開発した。主な特長は次の

とおりである。

(1) 入力信号を周波数ごとに分析し．その分析結果に応じ

て補正批を決定し，過大な信号レベルは抑制し微小な信

号レベルは増幅して，信号レベルを違和感のない一定の

ダイナミックレンジに変換する。

(2) 音最が小さくなるにしたがって低音域と高音域が聞き

取りにくくなるという人間のラウドネス特性に基づいて，

音特の周波数特性を補正する。

2008年発売液晶テレピ

* DSP : Digital Signal P「ocesso「

自動音量制御ブロックの構成
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111ブルーレイディスクレコーダ用‘‘液晶グット楽リモコン’'のインタフェースデザイン 一一◇――◇――◇――◇--

lnte1face Design for LCD Touch Panel Remote Controller of Blu -ray Disc Recorder 

近年のレコーダは，機能の多様化によって操作が複雑に

なっている。だれにでもわかりやすく，使いやすい操作性

を目指して，ブルーレイデイスクレコーダでは世界初の，

液晶タッチパネルリモコンのインタフェースをデザインし

た。主な特長は次のとおりである。

(1) 操作場面の厳選と機能の絞り込みで，表示ボタン数を

削減した。

(2) ユーザーが‘‘いま行いたい操作”に必要なボタンのみを，

大きな文字ではっきりと表示した。

(3) 録画予約操作は，操作手順を表示して操作を誘導する。

(4) タッチパネルのボタン押下を，色の変化，押し込まれ

るアニメーション，操作音で確認できるように配慮した。

(5) 店頭， カタログで，ひと目で印象付けるシンボリック

でわかりやすい画面デザインを採用した。

液晶グット楽リモコン

Ill Blu -ray Discコンテンツのダウンロード記録システム ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Downloading and Recording System of Blu -ray Disc Content Through the Internet 

ネットワーク普及に伴い， Blu-ray Disc国） （BD)コンテ

ンツを家庭でインターネットから簡便に入手する機能が求

められる。これに対し，インターネットのサーバ上の複数

のコンテンツをダウンロードしてBDに記録するシステム

を開発した。従来BD-ROMコンテンツは追記できなかっ

たが，このシステムでは，記録済みの情報と追記するBD

-ROMコンテンツの管理情報を合成することによって，

記録済みデイスクに別のタイトルを追記する機能を実現し

た。これによって，例えば連続ドラマ等の逐次記録が可

能になる。このシステムによって，デイスクを輸送するこ

となくインターネット経由でコンテンツ流通が可能になる。

流通形態の多様化によるユーザー利便性の向上が期待でき

テンツ・ダウンロ

テンツ：タイトル

テンツ：タイトル

テンツ：タイトル

テンツ：タイトル

コンテンツのデータセンター

BO-ROM' 
コンテンツデータのストック

Blu一「ayDiscの映画タイトルなど
市販パッケージ用のフオーマット規格

る。 Blu -ray Discコンテンツのダウンロード記録システム概念図

園小型旋回監視カメラの薄型関節ユニット ー◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Low Height Joint Unit for Small Rotating Closed Circuit Television 

監視カメラ市場ではコンビニ向け等の低価格機種の需要

が伸びており，低価格，高旋回性能， コンパクトサイズの

旋回カメラに用いる薄型関節ユニットを開発した。

駆動機構及び電カ・信号伝送部を，薄型関節ユニットと

して内製によって低コスト化した。旋回寿命は回転トラン

ス＊・光モジュールの非接触電カ・信号伝送によってスリッ

プリングを置き換えて，他社比10倍の2,000万厠を実現し

た。この伝送部をウォームホイール内側に配置して

20.3mmに薄型化し，業界最小クラスに小型化した。

この薄型関節ユニットは， ‘‘MELOOKμ 直） （メルック

ミュー）”の旋厠カメラとして2008年 9月から出荷している。

＊ 電磁誘尊で固定側から回転側への非接触電力伝送

1. 研究・開発

光モジュール 回転トランス ステッピング
（受信側） （固定側） モータ

旋回カメラ
光モジコール 回転トランス ウオーム

（送信側） （回転側） ホイール

ウオームホイール内側

薄型関節ユニットの断面

旋回カメラと薄型関節ユニット
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園カメラ配置設計支援ツール ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Camera Placement Tool 

映像監視でのカメラ配置設計を支援するツールを開発し

た。従来，設計者が手計算・手書きで画角図（撮影範囲を

示す設計図）を作成し，現地で詳細確認を行うため設計精

度や作業効率が悪く，また画角図では写り具合や死角がわ

からないという問題があった。このツールは三次元グラ

フィックス技術を活用し，設計の精度向上・作業効率化と

視覚に訴えるプレゼンテーションを実現した。主な特長は

次のとおりである。

(1) 三次元のカメラ視野モデルによる正確な撮影範囲計算

(2) 三次元グラフィックスで被写体の写り具合や死角確認

(3) 図面CADツールとのデータ人出力によるフロア図面

人力→配置設計→画角図清書の電子化

(4) 二次元フロア図上の直接操作を基本として簡単に早く

設計

画角医］

設計の精度・効率が悪い
画角図だけでは理解困難

3次元グラフィックス技術を活用したカメラ配置設計支援

國 “DIGUARDNET"広域通信プロトコル ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"DJGUARD NET" Protoco!for Wide Area Systems 

"DIGUARD NETりl:）’'の広域通信プロトコルを開発した。

従来，セキュリティシステムとの連携では拠点内における

閉域通信が多くを占めていた。しかし，遠隔地からの機器

監視・制御や，拠点セキュリテイデータ（入退室ログやカ

メラ監視映像等）の運用管理センターヘの長期保存等，広

域通信のニーズが増加している。

これらのニーズに対応するため， Webサービス標準技

術(SOAP(Simple Object Access Protocol) / HTTP (Hy-

perText Transfer Protocol)など）を基盤とした広域通信

プロトコルを開発し， DIGUARDNETを強化した。この

プロトコルによって，遠隔機器の属性情報の収集，イベン

ト取得，稼働情報の取得・設定，セキュリテイデータの収

集，アプリケーションレベルのデータ暗号化を可能とした。
DIGUARD NET広域通信プロトコルの概要図

國広域監視システムにおける監視画面構築技術 ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Technolo邸 toDevelop User Inte1face a/Wide -area Monitoring System 

広域監視システムにおける監視画面を．匝観的かつ容易

に実現する監視圃面構築技術を開発した。主な特長は次の

とおりである。

(1) 専用ソフトを使わずに地図やCAD図面を流用した

監視画面が実現できる“グラフィック監視機能’'を開発。

従来法に比べて画面起動時間を 1/10以下に短縮．吹出

し表示など画面部品の高機能化を実現した。

(2) 監視サーバと監視画面間の通信方式を共通化した“通

信インタフェース仕様＂を開発。これによって，異なる

分野の監視システムにこの技術を適用する際，通信機能

開発コストを低減した。

(3) (1), (2)の機能を実装した監視画面の開発支援を目的と

して“監視圃面開発環境”を開発し．高機能な監視画面の

構築を省力化した。
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II SOA Webラッピング技術 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

SOA Web附 appingTechnology 

既存Webシステムの画面インタフェースを部品とし

てそのまま再利用するSOA(Service Oriented Architec-

ture) Webラッピング技術を開発した。

企業情報システムでは，複数のシステムをまたいだ全社

レベルの業務改善が求められており，既存システムを生か

しつつ，それらの機能を組み合わせて業務改善を実現した

いというニーズが増えている。既存システムの機能を

SOA部品 (Webサービス）に変換する技術を開発した。変

換されたSOA部品は，既存画面の操作をエミュレートし，

SOAの標準インタフェースを持つ。既存システムを再利

用することで新システムの開発期間が削減可能となる。

今後設備保全管理統合システム等の統合情報システム

を構築するための基盤技術として適用していく。

既存のWebシステム
の画面を部品として
そのまま再利用

修理依頼

システム

複数の既存システム
を組み合わせて一つ
の画面で操作可能

SOA Webラッピング技術適用例

11小型トラステッドボード ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

加 1stedBoard:Compact Hardware Security Module 

機密情報保護のために暗号・認証の利用が一般的になっ

た。暗号・認証は，用いる鍵（かぎ）の漏洩（ろうえい）防止

が不可欠である。しかし，ソフトウェアによる暗号・認証

処理実装では，メモリ・バス上の鍵情報を物理的に解析さ

れるおそれがある。トラステッドボードは，鍵を物理的な

攻撃から守り，高速暗号演算を行うハードウェア装置であ

る。今回開発したトラステッドボードの主な特長は次のと

おりである。

(1) 小型／高速／耐タンパハードウェア

カバー解体等の攻撃検知時に，鍵を自動消去する機能と

高速暗号処理機能をトランプケースサイズで実現した。

(2) 権限分散による単独管理者実行の抑制

鍵バックアップ等の重要な操作は，複数人管理者が許可

した場合のみ実施可能とするアクセス制御を実現した。

10cm 

"--------31 cm ~ 
(a) 従来品

6.6cm 
(b) 開発品

トラステッドボードの小型化

國高速•安定な二次計画法パッケージ 一◇ー◇ー一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Fast and Stable Quadratic Programming Optimization Library Package 

産業システムの設計・運用・制御等における経済性・信

頼性・精度等の追求のため．対象問題を数学的にモデル化

し．最適化問題を解いて最適解を求めるニーズが高まって

いる。最適化問題のうち，対象間題を二次までの多項式で

記述した問題を二次計圃問題と呼ぶ。二次計画間題は産業

システムや金融工学など，広い適用分野を持っている。

このようなニーズに対応し，大規模な二次計画問題を高

速かつ安定に求解する二次計画法パッケージを開発した。

このパッケージでは．内点法と有効制約法を融合して演算

の処理効率及び計算安定性を向上させるとともに，行列演

算処理の高度化によって．従来技術に比べて10倍以上の高

速化を達成した。

1. 研究・開発

二次計画問題

的関数 f(x) =xTAx+Bxの最小化

目的関数値制約条件｛幻Cx+Dx+E=0
＝ ↑ | ＼凡nIn三x三x]1諏

□ 制約条件による rてご？ご~ r・改良内点法

（有効制約法との融合）
I-------------------------
I実行可能領域内における目的関数：
I 
直の減少方向への繰り返し探索過：---------~---------------~---~-·' 
)程で，上下限制約に接近する変数 I

1 を動的に固定／解除することで計 1
I 

I 

I ＇算安定性を向上
------―ーベ*--------------．--~-,知--• 9 - - - - - --- - ---- - - - - - - - - ---

I 

．疎行列演算処理の高度化

最小化十—------==→乙—------·
↓ 

: 
• 高速化・安定性の実現

変数X

最適解探索イメージ
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■ “PLATINA” による列車統合管理装置ソフトウェア開発効率化 ◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Improvement of Software Productivity of乃ainIntegrated Management System with "PLATINA" 

列車統合管理装置は，要求機能増大によってソフトウェ

ア開発規模が増大しているため，ソフトウェアの開発効率

化と品質維持が重要な課題となっている。

そこでソフトウェア開発プラットフォーム “PLATINA

(PLAtform for Train Integrated management system 

Nucleus with Advanced technology)"を開発した。 PLA-

TINAは，列車統合管理装置の共通機能を集約したミドル

ウェアと，ソフトウェアの開発・試験を支援するツール群

で構成している。

PLATINA適用によって，ソフトウェアの再利用範囲が

拡大し，開発効率の約 3割の改善と品質向上を確認した。

また，試験操作の自動化ツールによって試験効率が向上し

た。

〈現状のソフトウェア構成〉

列車構成が変化するたびに．

ソフトウェアの修正・試験が
多発

〈PLATINA適用時のソフトウェア構成〉

PLATINA適用前後のソフトウェア構成の比較

111印刷物対応電子透かし技術 一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Watermark Technology for Printed Documents 

紙媒体への情報漏洩（ろうえい）対策として，印刷物の出

所を特定する技術が求められている。この要求にこたえる

ため，プリンターから印刷する文書の背景に地紋を挿入し

て，従来の 3倍以上にあたる256バイト (A4サイズ文書）の

埋め込みを実現する電子透かし技術を開発した。この結果，

従来難しかった配布先や機密レベルなど，文書漏洩時の出

所特定に必要な多くの情報を埋め込むことが可能になる。

埋め込んだ透かし情報は市販のスキャナで読み取ったデー

タから検出することができ，文書の断片（最小 1/16面積）

や複写文書からも検出可能である。また，プリントサーバ

での印測一元管理によって，印刷するアプリケーションや

プリンター機種に依存しない埋め込み方式を実現した。

文書データ

［ 
(ll透かし情報埋め込み

l」日

（地紋）Iパターン凸
0 l 

印刷物対応電子透かしシステム構成

國カーナビ向け超大語彙音声認識技術 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Voice Recognition Technology with Super -large Vocabula,y for Car Navigation System 

より使いやすい音声インタフェース実現を目指し，カー

ナビなどメモリや演算最が限定された組込み機器でも動作

可能な超大語彙（ごい）音声認識技術を開発した。この技術

は，音節を単位とする統計的な音声認識技術と音声用高速

テキスト検索技術を融合して実現した。従来の組込み機器

向け音声認識技術では10万件程度の検索が限度であったが，

は発声の中で施設名
と一致するキーワード

この技術によって100万件規模の超大語彙の音声検索を可

能とした。また，施設の正式な名称をすべて発声する必要

はなく，部分的な名称による検索が可能である。この技術

によって，タウンページOl:)記載相当の全施設を対象とし

た音声による曖味（あいまい）検索を実現でき，カーナビの

目的地設定の際のユーザー負担を大幅に軽減できる。

検索結果
?.，:／～く＾ぷ⇔ へ<””炉ぶやくく)9 ぷヽ <ytや”<,9‘”vバ

箱根彫刻の森美術館

データベース検索

音声による曖昧検索の一例
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11高感度カメラ信号処理技術 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

High Sensitive Camera Imaging Techno/o型

感度性能を 8倍まで向上できる，デジタルカメラ用ノイ

ズリダクション技術を開発した。一般に感度向上には，信

号レベルを上げるため増幅処理を行う。しかし有意な1言号

と同時にノイズも培幅するため，感度上昇に伴い画質が低

下する。今回開発した方式は，近傍画素間の相関特性を用

いて，有意な信号とノイズを分離し，有意な信号のみ増幅

することでノイズの少ない高感度画像を実現している。

この技術によって，従来の 1/8の明るさまで撮影が可

能な高感度カメラが実現できる。また，電子シャッタ一時

間を 1/8まで短く抑えられ，ブレの少ない撮影も可能と

なる。この技術は，デジタルカメラから監視カメラ及び車

載カメラまで，幅広い用途に適用できる。

1. 3 通信 communication 

単純信号増幅 (8倍）
による感度上

ノイズも増幅
される

電子シャッタ一時間を｀ 頭に延長

動いている
がブレる

高感度カメラ信号処理の効果

■超広帯域スペクトル拡散技術 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Ultra -wideband Spread Spectrum Technology 

干渉電波に強く，周囲の電波環境に与える影響の少ない，

超広帯域のスペクトル拡散無線通信技術を開発した。主な

特長は次のとおりである。

(1) 拡散率100,000以上を実現でき，熱雑音＊の l/10,000以

下となる極低密度電力での無線伝送が可能である。

(2) 受信機側に大規模FFT(Fast Fourier Transform)を

·ー・“““•• ー・”'-------------•• --↑ 甲：年如声ポj=＝I 
I 
I 
I 
I 

＇ ＇ 
I 

I-------------------------
開発した超広帯域スペクトル拡散受信部の構成

用いた周波数領域信号処理を導入し，超広帯域スペクト

ル拡散信号の高速捕捉と演算量削減を両立した。

(3) FFTにおける演算を効率的に並列化する分割型FFT

実装技術を考案し，超広帯域の周波数領域信号処理に必

要な回路規模を大幅に削減した。

＊ 自然に発生する雑音

賃ー10

周波数領域処理による信号捕捉結果
（捕捉された信号は相関電力のピークとして表示）

超広帯域スペクトル拡散信号の周波数領域信号処理

■GMPLS適用波長分散制御技術 ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Chromatic Dispersion Compensation Control Based Upon GMPLS 

次世代ネットワーク (NGN)の基幹光伝送網への適用を

目的としたGMPLS(GeneralizedMulti Protocol Label Swi-

tching)適用波長分散制御技術を開発した。 NGNではトラ

ヒック需要に応じてIP(Internet Protocol)機器間の光パス

を設定する必要があるが，経路によって異なる光ファイバ

上の信号伝送ひずみ（波長分散）の補償が不可欠である。そ

のため，光パスの設定・切替制御を実現するGMPLS技術

を拡張し，波長分散の自動補償を実現した。この技術では，

光ファイバごとの波長分散量の自動学習，光パスの経路に

応じた分散補償贔の導出，光パス設定時の分散補償デバイ

スの最適設定等を実現している。この研究の一部ば情報通

信研究機構“民間基盤技術研究促進制度”による委託研究の

成果である。

1. 研究・開発

⑤光パス確率

次世代光伝送装濫

波長分散制御の動作

制御プレーン
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國ネットワーク保全装置の 1Pv6化 ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--
1Pv6 on Network Security Equipment 

官公庁や企業内ネットワーク向けにマルチコアCPU

(Central Processing Unit)を用いたIPv6対応の高速(1

Gbps) IPsec (Security Architecture for Internet Protocol) 

賠号装置であるネットワーク保全装置を開発した。この装

置では，ネットワーク構成を変更せずにIPsec暗号通信機

能を提供するリピータアーキテクチャをサポートした独自

OSと， IPv6プロトコル処理用のNetBSD(it）の 2つのOSを

採用し，それぞれ別のCPUコアを割り当てた。さらに独

自OS上のIPsec処理を複数CPUコアで分割実行し，

NetBSD上のIPv6処理と連携させるマルチコアCPU／マル

チOSアーキテクチャを採用することによって， リピータ

アーキテクチャ上でのIPv6対応とIPsec処理の高速化(1

Gbps)を実現している。

平文適信:--- ► 
暗号通信：＝＝＝＝

広域ネットワーク

（マルチコアCPU／マルチコアOS
独自OS アーキテクチャ）

IPsec処理

マルチコア CPU

リピータアーキテクチャとマルチコア CPU/
マルチ OSアーキテクチャ

園次世代ネットワークにおけるフレーム多重化装置 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--
Frame Multiplexerfor Next Generation Nehvork 

次世代ネットワークでは，高速，大容羅化と，加入者の

通信帯域保証及び伝送遅延時間保証が必要とされている。

多数の加入者を収容するアクセスシステムでは，今後更な

る高速化が見込まれており，次懺代アクセスシステムの

lOG-PON (Passive Optical Network)でも，各加入者のト

ラヒックを公平に多璽転送できる技術が不可欠となる。当社

では， これらの要求条件をすべて解決するイーサネットげ）

フレーム高速多重化技術の研究開発を行っており，従来の

帯域制御技術をハードウェア実装と処理速度の点で改良し

た，独自の通信品質制御アルゴリズムDS-SWFQ(Delay 

Sensitive-Simplified Weighted Fair Queuing)を考案した。

この技術は，更なる高速大容量化にも対応可能な基盤技術

である。

國 100Gbps光通信向け誤り訂正用軟判定 LSI ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Next Generation Netwo「k(NGN) 

（
 

GE-PON System ヽ

* l ONU : Optical Netwo「kUnit 
* 2 OL T : Optical Line Te「minal

次世代ネットワークにおけるフレーム多重化装置

Soft Decision LS!for FEC -based I OOGbps Optical Communication System 

既存のlOGbpsの光通信をlOOGbpsに高速化する開発を

行っている。高速化に伴い低下する信号対雑音比を克服す

るために， より強力な誤り訂正技術が重要であり，受信情

報を単に 1,0判定するのではなく， ‘‘0に近い l’'や“lに

近い l” など，‘‘確からしさ＂を表す信頼度情報を使う軟判定

方式が有効である。これまで毎秒10ギガサンプルの軟判定

LSI(Large Scale Integration)を開発しているが， このほ

ど，それを上回る毎秒32ギガサンプルで動作する軟判定

LSIの開発に成功した。 0.18ミクロンのシリコンゲルマニ

ウムプロセスで縦9.7mmx横6.9mmの 1チップに 2ビット

の軟判定回路，｛言頼度情報の符号化回路と高速｛言号分離回

路を集積した。これを 4個用い，今後開発する低密度パリ

ティ検査符号誤り訂正厠路を組み合わせることで，侮秒

lOOGbpsの光通侶が実現可能と期待される。

ハ
〗
E
E
6
.
9
 

開発した軟判定LSI

光ファイJ
(l 28Gbp 

--I>硬判定

→信頼度情報

光ファイバ
(lOOGbps) 

100Gbps光受信器の構成
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圃階層マルチリング化ネットワーク技術 ー一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Hierarchical Multi -ring Network Technology 

私設網やキャリア網で用いられているリング型ネット

ワーク方式であるRPR(Resilient Packet Ring)を冗長接続

し， リング間接続箇所の障害発生時にも高速で代替経路へ

切り替えることによって通信断を回避できるネットワーク

制御技術を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 冗長接続箇所のループ回避制御によって高信頼性を実

現

(2) リング接続箇所の障害でも経路切替時間50ms以下

(3) リング間接続ノードの中継負荷分散による帯域有効利

用

この技術によって． RPRネットワークのスケーラビリ

ティが向上し．大規模な階層化ネットワークを高信頼に構

築できる。将来的に発電所ネットワークなどの，大規模構

成時でも高信頼かつ高速障害回復が望まれる分野への適用

が期待される。

マルチリングネットワーク構成例及び特長

II GPS衛星を利用したパッシブレーダ信号処理技術 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Signal Processing for a Passive Radar System Using GPS Satellites 

パッシブレーダは， 目標が反射した他局の送信波を受信

して目標位置を検出するシステムである。しかし，送信源

が利用可能な位置に存在する場合のみに機能するため，貴

重な機会を活用する技術が必要とされる。今回，受信機位

置を焦点とする回転放物面を定義して衛星送信波の直接波

と反射波の経路差を推定する技術と，両者の位相差の変化

率を推定する技術とを開発した。これらの結果と衛星位置

情報の利用によって， 1個の衛星送信波から目標位置に関

する独立な拘束条件を 2個取得できる。その結果， より少

ない送信源から目標位置が検出でき，パッシブレーダの可

用性が高まる。 GPS(Global Positioning System)｛言号の

フィールドデータに開発技術を適用して目標位置の推定結

果を解析し，可屑性を検証した。

GPS 
衛星 l • ....._ , ． ．．／舎
•• •• GPS . / . .  ． ． /‘~＜/ ♦● 衛星 2． ． ．っ．．

・ ぶこ}!11!11111/目標 ．． 
．．．／  ：．．．． ． ． ． / l .  

衛星 1に関する ＼ ／ ： ．．．．゚ 衛星 2に関する

回転放物面
I • I l.♦ 回転放物面

.t... 
/ ・.．舎 l

♦... - / / 

.. ／ 

I .．, : / / 

I I /／  、.....、 ， 
，ク‘ ク

ヽ.̀..--•” 

ヽヽ｀ ヽヽ ヽ`  
・・・・・直接波

一反射波

受信機

反射位置推定原理図

圃 Ku帯超小型低損失 LTCC分波器 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Extremely Compact LTCC Di,plexerfor Ku -band Mobile Satellite Communication 

移動体衛星通信用アクティブフェーズドアレーアンテナ

の送受信アンテナ一体化を実現するため，低温同時焼成セ

ラミックLTCC(LowTemperature Co-fired Ceramics)で

構成するチップ部品タイプの表面実装形超小型分波器を開

発した。少ない共振器で大きな減衰賊が得られ，かつ，占

有面積の小さいブロードサイド結合スパーライン形帯域阻

止フィルタを新たに適用した。直線偏波アンテナの偏波角

制御に対応するため， 2つの分波器を 1チップに収めてお

り，チップサイズは10mmx llmm x 2 mm, 挿入損失は

l.ldB以下，送受アイソレーションは45dB以上である。

1. 研究・開発

プリント基板に表面実装された試作分波器と回路構成
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II光制御ビームフォーミングネットワーク ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Optically Controlled Beam Forming Nenvork 

通倍・放送の高速，広帯域，高品質化に向けて，衛星か

らの送信ビームの方向や形状の柔軟な制御が注目されてい

る。今回，従来のデジタル倍号処理に対し，光学レンズに

よるフーリエ変換というアナログ信号処理によって，所望

のビーム形状を空間光変調器へ入力するだけで瞬時にビー

ム制御を可能にする，広帯域，高速，低消費電力な光制御

光制御ビーム形成回路

lノ

麟~-ンテナ

* D / E : Opto-Electric converte「 。
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光制御アレイアンテナの構成及び温度特性の評価結果

111111高精度時間差測位技術 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

High Accuracy Location Method Using TDOA * 

離隔配置したセンサで対象からの電波を受1言し，センサ

間の遅延時間差／ドップラー周波数差から，位置／測度ベ

クトルを推定する測位システムで，高精度に測位を実施す

る技術を開発した。従来の測位システムでは，対象から直

接到来する電波に加え，マルチパス等の不要倍号を干渉受

信して，測位精度が劣化することが少なくない。開発技術

では，受倍信号を周期ごとに分割して二次元データを形成

し，これに超分解能法を適用して電波の遅延時間を推定す

る。これによって不要倍号を分離したうえで，直接波の遅

延時間とドップラー周波数を同時に高精度に推定できるの

で，高い測位精度を得ることができた。従来の相互相関と

の比較を図に示す。

* TDOA : Time Difference Of Arrival 
直接波（真値）

貪 550
己
さ 500

c 450 
習
cr 400 
Q) 

"'350 
匂
石 300
g 
o 250 

22 

マルチパス波（真値）

相互相関関数の分解
能を超えて近接した
直接波とマルチパス
波が混在しているた
め，両者を分離して
推定することができ
ない24 26 

Delay time (1.1s) 

相互相関

24 26 

Delay time (μs) 

提案法

マルチパス波を含む受信信号のシミュレーション結果例

1. 4 エネルギー。産業機器 Energy & Industrial Machinery 

1i11空調室内機熱交換器用防汚コーティング技術 ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Antifouling Coating for Heat -exchangers of Air Conditioner 

空調室内機の内部は，塵埃（じんあい）や池煙等にさらさ

れている。これらが熱交換器へ付着することで，熱交換効

率低下や臭気発生が起こるため，汚れにくい熱交換器が望

まれていた。

そのため，これを実現する防汚コーティングを開発した。

このコーティングは，超親水膜に撥水（はっすい）樹脂が点

在した親水・疎水混成表面を持っている。このような表面

には，親水性，疎水性のいずれの物質も安定して付着でき

ないため，多様な汚れに対する防汚効果が得られる。さら

に，冷房時の凝結水を排出しやすい特性も持っており，露

飛び等を抑制できる。

ビーム形成回路を国内で初めて開発した。

この装置は， 127素子のアレーアンテナを制御可能で，

ビーム走査範囲土 8度の場合， ビーム制御精度は0.016度

である。また，出力信号の一部をモニタし，温度変動や振

動による光学系の変動を補償しており，ビーム変動は0.005

度以下に抑えている。
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従来の
ドップラー

t分解能

従来の
< > 時間分解能

また， このコーティングは，有機溶剤を含まない水系

コーティング剤を用いるため，環境負荷の低いコーティン

グ処理が可能である。

防汚コーティングなし

相互相関関数より高
い分解能で両者を分
離推定することがで
き時間推定精度を
向上できる

防汚コーティングあり

10年相当の汚れ付着試験後の熱交換器
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■ヒートポンプ型暖房機向けシミュレータ ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Air to Water Simulator 

欧州では環境意識の高まりを受け，従来のガスボイラ式

暖房機からヒートポンプ型暖房機(AirTo Water)への更

新が加速している。 AirTo Waterでは室外機タンク，

ラジェータ等の設備全体でのCOP(Coefficient Of Perfor-

mance)性能の向上が求められているが，従来は機器単体

での性能評価にとどまっていた。今回，各機器（室外機，

タンク，ラジェータ等）を連携したシステム全体での性能

シミュレーション技術を確立し，システムとしての熱負荷

の過渡状態を 1分単位で算出することによって， COPや

使用電力量などの評価を容易にした。また，機器構成の変

更を可能とし，欧州のユーザ一環境ごとに性能評価できる

ようになり，製品企画を効率的に椎進できる。

Air To Waterシミュレータの画面

■NC向け高品位5軸加工機能 ◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

High Quality Five -axis Machining Function for NC 

普及が進む 5軸加工機用のNC（数値制御）には，光沢の

ある高品位な加工面をより短い加工時間で得ることのでき

る制御機能が求められている。

そこで当社NCの“M700シリーズ’'向けの高品位 5軸加工

機能SSS-3G(SuperSmooth Surface-3rd Generation)を開発

した。この機能は，当社独自のSSS制御をベースに，新た

に開発した回転軸プレフィルタ機能によって，回転軸の移

動を伴う同時 5軸動作を滑らかに制御するものである。

この機能を適用することで．軌跡精度を保持したまま，

光沢のある高品位な加工面を従来より 5~30％短い加工時

間で得ることができるようになった。

同時 5軸加工
サンプルの
全体形状

高品位 5軸加工機能による加工結果の例

1111高性能小型衛星バス ー◇ー一◇ー一◇ー一◇ー一◇一災ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

High Pe1formance Small Satellite Bus 

近年，環境監視，災害監視などの目的のために衛星を利

用する気運が高まっている。このような地球監視を行うシ

ステムでは，多くの衛星を用いることできめ細かく何度も

同じ地点を観測することが重要で，衛星を多数打ち上げる

ために従来よりも小型・低コスト化する必要がある。複

数の機器に分散していた機能を 1個に統合した先進システ

ムコントローラ，複合材をグリッド状に配置することで温

度が変化した場合の熱変形を抑えて光学系の歪（ひず）みを

低減できる高機能構体，小型ながら大トルクを発生できる

コントロールモーメントジャイロを開発した。さらに，こ

れらを組み合わせて小型衛星の機能モデルを開発した。今

後製品化開発を進め， 2011年以降に打上げる衛星への適

用を目指す。

1. 研究・開発

小型衛星機能モデル
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圃エレベータートラクション技術 ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Elevator乃actionDrive Technology 

安全性・信頼性向上を目的に設計段階で経年変化する

トラクション（摩擦駆動力）を誰定する技術を開発した。

一般的なトラクション式エレベーターは，巻上ロープと

巻上機綱車との間の摩擦を利用して乗りかごを昇降させる。

機構上生じるロープと綱車との間の微小スリップは．ロー

プと綱車の摩耗を進展させ，安全に運転するために必要な

トラクションの低下をもたらす。

そこで，エレベーター仕様（容最，速度，起動頻度）とシ

ステム構成から，微小スリップを解析可能とした。さらに，

摩擦・摩耗の材料データベースと融合し，設計フローを確

立した。今後はこの技術を活用し，エレベーターシステム

の省エネルギー，省資源化開発を目指す。

エレベーターのトラクション設計フロー（左図）と
システム構成の一例（右図）

璽スイッチギャの内部アーク事故時の熱ガス挙動解析技術 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Safety Improvement Technology for Switchgears 

配電用スイッチギャの国際規格(IEC62271-200)では，

内部事故アークに関する試験として特定の電気室の大きさ

が規定されている。しかし，実際の電気室には種々の大き

さや形態があり，それぞれの電気室に対して，事故時に発

生する熱風の電気室内での挙動を推定しておく必要がある。

このために， CIP(Cubic Interpolated Propagation)法と呼

ばれる爆発的高速流の解析に適した流体解析技術とアーク

シミュレーション技術を融合した解析技術を開発した。図

は電気室内における熱風挙動の解析例である。適切なガス

障壁を配置して熱風の流れを制御し，スイッチギャの周囲

にいる作業者に対して， より高い安全性を確保することが

できる。

両年••:；守日己注．；血．
側慶...• 

エレベーター仕様
（速度容星．要求寿命）

高圧力熱風の挙動

上

[:IIIIIIIIII

巻

温度

l.Opu 

1. 5 半導体デバイス Semiconductor Device 

圏 SOIダイオード方式非冷却赤外線センサの高性能化 ー一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

High Pe1jormance Uncooled In.什aredImage Sensor with SOI Diode Detectors 

当社独自のSOI(Silicon on Insulator)ダイオード方式を

採用した640X 480画素非冷却赤外線センサで，当社従来比

1.9倍の高感度となる雑音等価温度差2lmK(f/1.0)を実現し

た。赤外線による画素温度変化を検知するSOIダイオード

の小型化に適した新規接合構造を開発することで， SOIダ

イオードを従来比58％に小型化し，感度に比例するダイ

オード直列個数を 6個から10個に増加させた。さらに，

SOIダイオードからの信号を低雑音でかつ高利得で増幅可

能な新規差動型積分回路を開発した。非冷却赤外線センサ

では，一般に感度と応答速度は相反する特性であるが，低

熱容量薄膜化画素構造を開発することで，応答速度16ms

を実現した。

．．．． 

. 
ヽ
．ヽ

センサチップ (20mmx 19mm) ··.•. 
＼． 

251.1m角画素

640 X 480画素非冷却赤外線センサチップと撮像例
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111超小型プレーナ導波路型高出カグリーンレーザ ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Ultra -compact Planar -waveguide High -power Green Laser 

レーザTVの実現には，小型・高効率・高出力で低価格

な3原色のレーザの実現が不可欠である。特に半導体レー

ザでの直接発光が困難な，高出カグリーンレーザの実現が

大きい課題であった。今回，独自のプレーナ導波路構造を

採用することで，小型で高効率化に優れるとともに，ア

レー化による高出力化が容易な波長変換グリーン固体レー

ザを開発した。このレーザは，簡単な構造であることから，

一括最産による低価格化も可能である。惟界初となる民生

用高出カグリーンレーザとして，輻3.2mm, 長さ 7mm,

高さ0.5mmという半導体レーザ並の超小型サイズのグリー

ンレーザで，但界最高の効率21%, llWの高出力と圧倒的

な高性能を実証した。

* LO : Laser Diode 

グリーンレーザ

1111 AINスペーサ層挿入による GaN系 HEMTの高性能化 ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Drivability Enhancement in GaN HEMTs w泊A/NSpacers 

マイクロ波通信のキーデバイスである高出カ・高周波卜

ランジスタとして，従来のGaAs系HEMT(High Electron 

Mobility Transistor)よりも高出力なGaN系HEMTが注目

されている。今回，その高性能化に向け， A!GaN電子供給

層とGaNチャネル層の間にAINスペーサ層を挿入した

AIGaN/ AIN/GaN HEMTを開発した。 Siイオン注入ドー

ピング技術を適用したソース／ドレイン形成によって， こ

の構造の課題であるコンタクト抵抗の低減に成功した。評

価結果から， AINスペーサ層を挿入した効果として電子濃

度と移動度の向上，順方向ゲートリーク電流の抑制を確認

した。これによって最大ドレイン電流が約30％と大幅に向

上したことから，出力と効率の向上が期待できる。

1. 6 材料・基盤技術 Materials & Basic Technology 

電子

14 

ヘE 12 

¥ヽ <( E l.0 

展尺0 8 
06 

‘こ） ．゚4
:1... 0.2 

〇
〇

ゲート
Siイオン注入領域

AINスペーサ

ゲート電圧＝＋4V

10 15 20 10 15 20 

ドレイン電圧 (V)

AINスペーサなし AINスペーサあり

トランジスタ構造とドレイン電流ー電圧特性

1111アルミニウム素材のための腐食加速試験技術 ー一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Accelerated Corrosion Test Method for Aluminum Materials 

銅素材の高騰に対応するためアルミニウム素材への代替

を進めているがそのためには代替アルミニウムの耐食1言

頼性評価が不可欠である。一般に，電機機器部品は10年以

上の寿命倍頼性を検証する必要があり，耐食信頼性評価に

ついては，加速試験技術の確立が課題であった。

閲発した腐食加速試験法は，腐食液としてNaClに潮解

性の高い塩を加え，腐食サイクルとして“腐食液噴霧→乾

燥→湿潤→腐食液噴霧”を繰り返すことに特長がある。こ

れによって，屋外環境下での腐食サンプルの表面状態

（データベースとして保有）との比較解析を行い，腐食モー

ドに差異がないことと， 10年相当の腐食状態を1,000時間

で再現することに成功している。

1. 研究・開発

加速試験 1,000時間後 実環境下 70年

アルミニウム表面の腐食状態
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111構造解析による遮断器のロバスト設計 ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Robust Design of Switchgear Using Structural Simulation 

シミュレーションにタグチメソッドを適用させることに

よって，従来のシミュレーションでは困難であった外乱

（使用条件や環境条件等）による特性ばらつきの考慮が可能

となった。これによって，実機での再現性を改善し，従来

ばらつきの影欝が大きく実機で確認せざるを得なかった現

象に対してもシミュレーションによる設計が可能になった

とともに， より開発，設計上流での設計ツールとして活用

範囲を拡大することができた。遮断器投人時のチャタリン

グ間題は，製造ばらつきの影響を大きく受けるため，従来

の構造解析のみでは，設計段階での活用が困難であったが，

タグチメソッドを適用することによって解決できた。

タグチメソッドを適用した構造解析（運動解析）によってl..l, aを同時最適化

(
S
E
)
 

宦
幽
C
入

n
ぃ4
出

従来設計

帆曹--O

: ̀ '  : ¥ fタグチメソッド達用
！ ＼ l （チャタリングレス）

i ¥i [ 
投入速度 (m/s)

遮断器投入時のチャタリング＊抑制設計への適用

＊遮断器投入時に真空バルブ内の可動接点が固定接点
上で跳ね返り．オンーオフを繰り返す不具合現象

遮断器投入時のチャタリング（バウンシング）抑制設計への適用

111社内 Webによる破面データベースの情報共有 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

I対ormationSharing of Fractography Database System by Intranet Website 

製品の破損が発生した際の原因判定及び，対策に必要な

破面解析に関する情報人手の迅速化を目的として， Web

ブラウザで閲覧可能な破而データベースを開発した。デー

タベースには，主要な金属材料から鉛フリーはんだ及びプ

ラスチックに至るまでの製品に用いられる各種材料・構造

を対象として，疲労破面をはじめとする種々の破壊形態に

ついて，合計200件を超えるデータが収録されている。

機械系設計を支援するWebツール・データベース群と

して， この破而データベース以外にも材料力学公式集，疲

労強度データベースなどを開発し，社内Webを利用して

全社の設計部門間の情報共有を悩ることで，製品の品質向

上を推進している。

破面データ画面
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1. 7 生産インフラ・設計技術 Production Infrastructure & Design Technology 

11111個別受注生産形態における隠路部材の改善 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Just In time Activiり1of Bottleneck Parts for Production Based on Custom Order 

出荷•生産変動が大きく，構成部品が多種・多様である

個別受注生産形態において，生産リードタイム (LT)短縮

による客先JIT(Just In Time)納品化を支援する仕組みと

して，納期遅延になりそうな部材（監路（あいろ）部材）を事

前把握・抑制するとともに，工程進捗（しんちょく）者及び

組立て現場の迅速な意思決定を可能にする管理連用を確立

した。客先要求日程精度が高くなる1.5か月前に組立て計

画を確定する。これに基づき，前工程の日程及び購入部材

の確定納期を後工程引取り型で自動策定するとともに，確

定納期を取引先に連絡する納期管理を適用することで，組

立て工程順に部材をJIT納品する生産方式を確立した。購

入部材の納期遅延が予測された場合，納期を督促するとと

もに，状況に応じて事前に組立て計画変更，作業人員配置

調整を行う。

蔭路部材を抑制する仕組み

11家庭用電化製品におけるサービス部品供給改善 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Supply Improvement of Repair Parts for Home Electric Appliances 

家電品市場における競争力強化において，アフターサー

ビスの顧客満足度レベル向上は必要不可欠であり，その実

現のためには，迅速で的確な修理とタイムリーなサービス

部品供給が重要である。しかしながら，近年の保守期間延

長，製品機能拡大による部品点数増加，生産中止部品の増

加に伴い，従来の供給レベルを維持するには，サービス部

品在庫が培加し，経営体質強化の阻害要因となっていた。

今回，製品のライフサイクルや需要の季節変動を考慮した

サービス部品使用数予測とグループトータルでの在庫管理

の仕組みを構築することで，安定的な部品供給と在庫縮減

の両立を実現した。現在，定着化と対象製品の拡大に向け

て展開中である。

頸客 サービス パーツセンター 工場 協力工場

需要予測

サービス部品トータル在庫管理の概念図

11連結信用管理システム構築 一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Credit Control Management System for Consolidated Mitsubishi Electric Group 

当社では財務体質強化を目的としてリスク極小化活動を

推進しており，連結ベースで取引先別債権債務情報の一元

管理と，グループ全体で信用管理を行うオンラインWeb

システムを構築した。このシステムは関係会社約50社に展

開しており，各社から集めた取引先情報から統一取引先

コードを設定後取引先別債権債務残高情報として蓄積し，

信用不安発生時に債権債務額の即時把握と迅速な債権保全

策実施を可能とした。また会社ごとに実施していた信用調

査や企業分析をオンラインワークフローによって一括して

実施する仕組みを構築し，集約結果をリスク管理情報とし

てグループ全体で共有することで，当社グループの信用管

理力強化と信用調査コスト削減を図った。

1.研究・澗発

当社及び

連結グルーフ会社

連結信用管理システム
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1111最適加工スケジュールによる正味加工時間の拡大 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Expansion of Machining Time by Optimizing Machining Schedule 

工作機械（マシンニングセンタ）において，正味加工時間

の拡大をねらい，工具ストッカのエ具人替え時間を最小，

多台持ちする作業者の段取り待ち時間を最小とするマシン

ニングセンタ用スケジューラを開発した。スケジューラは，

熟練作業者の加工ノウハウを標準化した知識データベース

を基に計算する。主な特長は次のとおりである。

(1) 納期と加工条件から，納期遂守かつ工具交換数と段取

り干渉を最小とする加工順番を算出し，作業者熟練度に

よる段取り時間のばらつきを抑制する。

(2) 特急品の割り込みや設備トラブル等で，予定の加工順

番で生産しなかった場合加工実績人力から加工順番を

再計算し，常に最良の加工順番を導く仕組みを実現する。

改善前

最適加工順番による段取り干渉ロス削減

圃共通認証システムのマルチドメイン化 ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Addition of Multi-domain Function to Mitsubishi Common Authentication and Authorization System 

社内システムや情報リソースヘのアクセスは，全社ディ

レクトリサービスシステム (DSS)のユーザー情報を元に，

共通認証システムによって，ユーザー認証・認可を実現し

ている。この認証には， Cookie*1を利用しているため，

MELCOドメイン以外のシステムには適用できない制約が

あった。そこで， ドメイン間でCookie情報を受け渡す機能

を開発し， MELCOドメイン以外の関係会社のシステムへ

も，共通認証システムを適用可能にした。これによって，

当社と関係会社の両システムでのユーザー管理をDSSに統

合でき， また，認証機能の共通化によるセキュリティの強

化・徹底が図れる。また，各システム間でのシングルサイ

ンオンが実現でき，ユーザーの利便性も向上する。

* 1 Webブラウザを通じて．クライアントに一時的にデータを占

き込んで保存させる仕組み

MELCOドメイン： melco.co.jp（従来の利用範囲）

后一

り

クライアント

電話恨

システム

’— 業務Webシステム
(Java A8'2（注）， IIS*39

Apache'4（注')

関係会社

業務Web
システム

＼ 

関係会社

業務 Web
システム

* 2 Java As : Java Application Server 
• 3 11S : Internet Information Server 
•4 Apache : Webサーパソフトウェアの一つ

関係会社ドメインと共通認証システムの動作関係図

圃 PDF文書への利用権付暗号の展開 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

New Secure File System Capable of Handling PDF Files 

当社では，顧客情報や企業機密等の情報漏洩（ろうえい）

防止対策として，‘‘セキュアファイル番直）＂を開発・運用し

ている。今回従来サポートしているMicrosoftOffice園）

文書に加えて， PDF(PortableDocument Format)文書の

サポートを開始し，対象文書を拡大した。このシステムは，

ユーザー認証や利用権付暗号技術によって，ファイルに対

して編集や印刷等の操作権限を人や組織に設定することが

でき，アクセス権限のない第三者に渡っても文書を閲覧す

ることができない厳格な機密保護を実現している。同一の

仕組みがPDF文書へも適用可能となり，鍵（かぎ）情報や

ユーザーの操作権限情報はサーバ側で一元管理されるため，

一度手元から離れてしまったPDF文書に対しても，常に

利用権の管理が可能となった。
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第三者（許可なし）
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圃メール誤送信対策ソフトウェア ー一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Checking Software b1.?fore Sending a Message for Avoiding Accidental or Miss -addressed E-mail 

メール誤送信事故による情報漏洩（ろうえい）防止対策は

重要な課題である。そこで今般，当社社内標準メーラ

(Thunderbird（注）及び0叫 ook(lL))用に送信先メールアドレ

ス確認用ソフトウェアを開発し，社内に展開した。

このソフトウェアでは，メーラの送信ボタンを押下時に，

社内・社外別の送信先のメールアドレス及び添付ファイル

名を確認画面で表示し，ユーザーによる目視確認が完了す

るまで，メール送信を一旦保留する機能を実現している。

このソフトウェアの導入によって，送信先メールアドレ

スの指定ミスに起因したメール誤送信の抑止，及び添付

ファイルの暗号化要否の判断を補助することができ，暗号

化忘れに起因した情報漏洩リスクの軽減を図っている。

③確認画面

メールアドレス・添付ファイル名の確認方法

圃ログ管理システムの構築 ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Access Log Collection and Audit System 

企業の機密情報管理の仕組み強化の観点から，機密情報

に対し，いつ，だれが，何にアクセスしたかを管理し，不

正利用対策をすることが求められている。それに対応する

ために，ログ管理システムを構築した。

ログ管理システムは 2つの機能で構成している。

(1) Windows庫）ファイルサーバのアクセスログの収集・

分析，及び不正利用の検知。不正利用を検知した場合の，

全社ディレクトリサービスシステム (DSS)と連携した，

利用者の上長，管理者へのメール通知

(2) 共通認証システムを利用した業務システムの認可ログ

の分析

このシステムの効果は，アクセスログの定期分析による

情報漏洩（ろうえい）の防止と，早期発見が実現できること

である。

二`ログデータ

ログ管理システムの提供機能

園ソフトウェア開発効率化のためのプロセスデータベース構築 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Process Database for Softivare Development Efficiency Improvement 

大規模化，複雑化した組込みソフトウェア開発において

は，開発初期段階から品質作り込みを行う“設計フロント

ローデイング化”が成功のキーとなる。そのために，プロ

ジェクトの進捗（しんちょく）・品質状況を開発の初期段階

から定量的に評価し．問題点の早期発見・早期対策を支

援する“プロジェクト管理システム”を構築した。このシ

ステムは，開発プロセス情報を一元管理し，分析グラフを

出力する機能を持っており，週次・月次等の開発フォロー

やステップ移行審査におけるプロジェクトの定量分析に活

用することができる。その結呆，設計段階でのレビュー不

足試験段階での試験不足．開発遅延リスクの早期発見・

是正が可能となり． QCD(Quality, Cost. Delivery)改善

に貢献することができる。

1. 研究・開発

• DR Desiga Re,iew 

プロセスデータベースによるプロジェクト定量分析の全体像
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Ill ASIC / FPGAの設計プロセス管理技術 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

ASIC/ FPGA Design Process Management 

ASIC (Application Specific Integrated Circuit)/ FPGA 

(Field Programmable Gate Array) の品質•生産性向上の

ために，ソフトウェアで効果が確認されている設計プロセ

ス管理技術を導入し，定量的なデータ分析に基づくプロセ

ス管理手法を構築した。

ソフトウェアでは， ASIC/FPGAに先駆けて，大規模

化，複雑化が進展し，各種のプロセス改善手法によって，

品質や生産性の面で大きな効果が得られている。

ASIC/ FPGA設計においても，ハードウェア記述言語

設計規模の増大に伴い，ソフトウェアと同等の定抵的プロ

セス管理指標に基づいたV字開発モデルを構築し，品質・

生産性向上を実現した。各種プロジェクトで適用したデー

タを蓄積することで， ASIC/FPGA設計に， より適合し

た管理指標値とプロセス管理手法の継続的改善を進める。

ロ i□亘□

詳細検証項目数
方式検証項目数
レビューエ数
レピュー指摘件数

1・1;:ii吾検出不具合件数
戸コードカバレッジ
I:=::.,:I I I己！ tHIII

* RTL : Register Transfer Level 

V字開発モデルとプロセス検査表

■機能カバレッジに着目した大規模 LSIのランダム検証技術 ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Functional Coverage Driven Random Verification for Mega Gate LSI 

LSI (Large Scale Integration)の大規模化に伴い，設計

期間長期化と品質低下が顕在化しつつある。これを解決す

るために，機能カバレッジに着目した大規模LSIのランダ

ム検証技術を確立した。

この検証環境では，ランダムにテストパターンを生成す

るための生成条件や制約条件（マルチクロックの周波数比，

命令の組合せ，バスの競合条件等）と，データベースに登

録された過去の不具合をパラメータ化する機能を備える。

シミュレーション中に，検証実施状況の確認（機能カバ

レッジの取得）をしながら，未検証の部分を確認するため

のテストパターンを優先的に自動生成する。このリアルタ

イムな検証状況把握とパターン生成技術によって，設計期

間短縮と設計品質向上を実現した。

シミュレーション

の確認

* OMA : Direct Memory Access 

ランダム検証の概要

■設計・製造連携による金型設計検証効率化 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Efficiency C!f Die Design Evaluation by Cooperation benveen Design and Production 

設計と製造（生産技術）が連携した高品質なもの作りを行

うため，設計段階からの製造品質の作り込み活動に取り組

んでいる。今回，金型設計のフロントローデイング化をね

らいとして， プレス成形シミュレーション技術による金型

設計手法を構築した。

この手法をパッケージエアコン用熱交換器のフィン金型

開発に適用した。金型製作前の設計初期段階で絞り成形加

工部の成形品質について事前検証（①成形後の板厚減少率

による割れ検証，②成形後の製品歪（ひず）み）することで，

金型検証効率化（トライ時間短縮）と金型コスト削減（絞り

工程数削減）を達成した。さらにこの手法をスプリングバッ

ク量（プレス後の形状戻り量）の事前検証へも適用していく。
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Illプラスチックのレーザ溶着技術

Laser Welding Technology for Plastics 

――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

プラスチックのレーザ溶着工法は，接着剤による接合と

比べて製造工程の簡素化が可能であるが，プラスチックの

加熱・溶融に供するレーザ光がプラスチック内部を透過し

て接合部に届くため，透過率ばらつきの影響を受けやすい

という間題があった。そこで，接合部近傍にストッパ構造

を設け，ワークが溶け込む速度の変化から，

ッパヘの到達を検知し，個々にレーザ照射時間を最適化す

る技術を開発した。この技術の適用によって，安定した接

合品質の確保が可能となり，信頼性が要求される自動車用

センサ音闘品の生産へ量産適用した結果，量産上想定される

透過率ばらつきに対して，必要な組付け精度と溶着強度を

満足することを確認した。

ワークのスト

ス

ニ―:

レーザ光
---ーー、 ： 

ナ込み速度i : 

二□三
t i 

く溶着開始時＞

ワークを加圧しつつンーザを
接合部に照射，溶け込み速度

をモニタリング

く溶着完了時＞

速度の変化から終点を検知し，
レーザ照射を停止過剰入熱
によるボイド発生を防止

レーザ溶着における照射時間制御

II LED誘導灯の光学設計 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Optical Design of Emergency Lighting Units with LEDs 

光源に白色LED(Light Emitting Diode)を採用した普及

型高輝度誘導灯‘‘ルクセントLEDs” を開発した。

誘導灯における光学キーパーツの導光板に対して，光学

シミュレーション技術，微細転写成形技術を適用した。導

光板に①入光面プリズム，②多段テーパ形状，③LED位

置決め機構，④グラデーションブラストを一体化させ，機

能を集約させた。これによって，薄型，高効率，高表示品

ランプハウス 表示板

／筐体
（きょうたい）

機能集約型導光板反射シート

誘導灯光学系の構成

質の光学系を実現した。主な特長は次のとおりである。

(1) 業界最薄(46mm→35mm)

(2) 長寿命(60,000Hr)

(3) 省エネルギー (4.SW→2.SW(C級））

0
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0
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従来技術による

導光板
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今回開発した

機能集約型導光板

表示品質（輝度むら）の改善

■ ‘‘オーロラリボン”の新規筐体

New Cabinet of "Aurora Ribbon" 

◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

'
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~
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＇
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“オーロラリボン情）’＇の痺型化・構造の簡素化を目的と

して，新規筐体（きょうたい）を開発した。この筐体の特長

は，①放熱にシロッコファンを用い，②補強を兼ねたダク

トを介して筐体下部の内圧を上昇させ，③筐体上部から内

部の熱を押し出す放熱構造を採用したことである。これに

よって，次の効果が得られた。

奥行き寸法が従来の300mmから215mmに縮小

各LED(Light Emitting Diode)ユニット背面の放熱

ファンを削除

ファンを筐体上部に配置でき(3) 

下部からの内圧
上昇によって排熱

ヽ l ^ 
防塵（ぽうじん

ファンガー

LEDユニット

ロf 電源ユニット

吸気

フィルタのメンテナン

スが容易

また筐体を分解することなく制御基板，電源ユニットを

着脱可能な構造とし，これらのメンテナンス性も向上させ

ている。

シロッコファン

オーロラリボン筐体の構成
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2 社会蠣境。交通システム Public -use Systems and Transportation Systems 

2. 1 社会環境システム Public-use Systems 

Iiiハイビジョン映像情報配信システム ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

High -definition Content Delivery System 

デジタル機器を活用した映像情報提供システム“デジタ

ルサイネージ＂が，駅や商業施設などを中心に広がってい

る。当社は，高精細なハイビジョン映像を多数の表示端末

に配信可能な，ハイビジョン映像情報配信システムを製品

化している。このシステムは，①ストリーミング映像／蓄

積映像のハイブリッド型配信が可能で，柔軟な表示運用が

可能，②ハイビジョン映像対応の高性能描画エンジンを搭

載し，特殊効果表示やスムーズな流し文字表示等による付

加価値の高い表示サービスの実現，③当社独自のスケール

フリー配信技術によって，多数の端末への配倍時間を大幅

に短縮可能などの特長を備えている。これらの技術を活用

して，顧客サービスの向上を図ることができると考えている。

.非常用・防災用自家発電設備 三菱パッケージ発電機 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Mitsubishi Package Generatorjor Emergency and Disaster Prevention 

三菱パッケージ発電機は非常用・防災用の電源として適

用されており， 3万台の納入実績がある。 2008年 7月に次

の機能追加・向上を図った新シリーズ“Qシリーズ”の販売

を開始した。

(1) 液晶操作表示器(GOT)採用による表示情報量の拡大

と操作性の向上

(2) “過電圧”“周波数低＂などの保護項目の標準装備によ

る保護機能の拡充

(3) 故障発生時の画面色変化による異常状態の視認性向上

(4) オンラインでの各種設定変更を可能とした保守性向上

(5) 筐1本（きょうたい）部分に高耐食性鋼板を使用すること

で塗装量の削減など環境に配慮

口ゃ，
翌呼＼ （

 

ス
T□三ぢ

,-----------------I 

l センターシステム l 

i ロニiI 筐理 コンテンツ i
1 配信サーパ 網集喘末 l 

ロカロ：；三［
----------------' 

システム例

メインメニュー画面

運転画面

計測画面

画面が
赤になる

警報画面

PG-Qシリーズ発電装置と MELGIC-P3画面

圃低環境負荷型制御盤 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Contra/gears for Reduction of Environmental Load 

地球温暖化対策等，近年重要性が高まっている環境負荷

軽減に配慮した制御盤 3機種を開発した。

(1) 電子化複合機能盤：従来分散していた各種制御盤の機

能集約による盤面数削減と盤間ケーブル削減によって，

省スペース・省配線・省エネルギーを実現した。

(2) 小型コントローラ盤：小型・低消費型CPU(Central 

Processing Unit)の採用と盤内実装効率改善によって，

小型・軽最化・省エネルギーを実現した。

(3) 電子化リレー盤：従来複数のリレーで構築していた負

荷単独制御回路の電子ユニット化によって，小型・軽醤

化・省配線を実現した。

これらの製品は，環境配慮型製品としての認知を目的に，

ISO (International Organization for Standardization)規定

のエコリーフ環境ラベルの取得に取り組んでいる。

低環境負荷型制御盤
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■広域停電対応光バイパススイッチ ‘‘MELNET-BP" ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

MELNET-BP: Optical Bypass Switch Avoiding Cutting Off of the Ring Net¥vork During Blackout Period 

光バイパススイッチ “MELNET(it)-BP"は，光イーサ

ネット（注）スイッチ“MELNET-RPシリーズ”や“MELNET

-ESシリーズ”に外付けすることで，広域停電が発生した

場合にも光のルートを物理的にバイパスして光リングの分

断を回避し，ネットワークの信頼性を高める装置である。

(1) 電源断で光ルートを瞬時(20ms以下）にバイパス

(2) バイパス中の給電は不要

(3) 周囲温度ー10~+55℃に対応し屋外収納可能

(4) W160mm x Dl60mm x H44mm (ACアダプタ除く）の

薄型コンパクトサイズ

(5) 診断のための強制バイパス設定が可能

広域停電対応光バイパススイッチ MELNET-BP

Ill三菱統合ビルオートメーションシステム ‘‘MELBAS-AD Web" ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Mitsubishi Electric Integrated Building Automation System "MELBAS -AD Web" 

情報技術の発展とともに， ビル管理システムのWeb化

のニーズが高まっている。 “MELBAS-ADWeb’'は，従

来のビル管理機能をWebで実現オープンネットワーク

にも対応可能な統合ビルオートメーションシステムであ

る。省エネルギー推進，維持費削減のため，次の機能を

拡充した。

(1) 日報等のPDF(PortableDocument Format)/ CSV 

(Comma Separated Value)ファイルをダウンロードす

る機能，エネルギー使用量をWebで公開する機能を追

加し，蓄積されたエネルギー使用量を活用できるよう

にした。

(2) スケジュール制御回数の拡張，計測監視機能，ガイ

ダンス機能を改良し， より細やかな運用を可能とした。

(3) ユーザー開放機能を拡充し，ログインユーザーごと

の権限項目表監視制御画面をユーザー側で変更可

能とした。

* l leant 
* 2 BACnet : A Data Communication Protocol for Buillding Automation and Control 

Netwo「ksASHRAE（米国冷暖房空調工業会）で制定された設備と BAS閻もしく

はBAS閾の標準プロトコル
*3 Pl/0 :プロセス入出力信号
*4 B/NET :配電機器向けフィールドネットワーク
*5 CC-Link :プログラマブルロジックコントローラ用フィールドネットワーク
*6 LonWo「ks:制御槻能と通信プロトコルが内蔵されたニューロンチップを各種機器に搭載し，通信

するプロトコル

MELBAS -AD Webの構成図と大画面表示例

■配水管理システム ‘‘Vシリーズ” ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Public Water S叩'PlyManagement System" V Series" 

配水管理システム “Wシリーズ”の後継としてリリースを

予定している “Vシリーズ”について述べる。

(1) システム規模に応じた 3タイプを準備している。 V-

M・V-Sタイプは小～中規模システムに適用し，ユーザー

でのカスタマイズ等の保守性を向上させている。また，

v-xタイプは大規模システムに適用し，多様なシステ

ム機能の実装及び二重化構成等による拡張性， 1言頼性の

向上を可能としている。

(2) MELFLEX（注）最新機種をデータ伝送装置として採用

し，多様な通信プロトコルに対応可能としている。

(3) Webによる情報公開，メールによる異常通報などの

機能を実装可能としている。

2.社会環境・交通システム

匿

〔`正且〕『 □ 
大

システム規模
（給水人口）

配水管理システムVシリーズの構成
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■設備維持管理パッケージ ‘‘DiaPassage" ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Ente1prise Asset Management Package Softivare "DiaPassage" 

DiaPassageけi)は，設備仕様点検・事故障害履歴，及

び関連図面・写真などの一元管理によって設備のライフサ

イクルを通して設備保全を最適化し，電カ・自治体等の設

備維持管理システムに幅広く適用できるパッケージソフト

ウェアである。 Webアーキテクチャを採用し，業務処理

ADM (Asset Data Management)基盤及びADMデータ

ベースから構成しており， ADM基盤を直接利用し柔軟に

システムが構築できる。さらに表計算ソフトExcelw:)を

利用したオフラインデータ（点検結果など）のアップロード，

当社の地理情報システムPreSerV（注）を利用した地図上

の設備からのADMデータベース連携文書管理システム

連携による関連文書の検索が可能である。

2. 2 交通システム Transportation Systems 

DiaPassageのメイン画面

111横浜市交通局グリーンライン信号設備 ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Railway Signaling Equipment for Yokohama Municipal Transportation Bureau 

当社は，横浜市交通局グリーンライン（注）向けに信号設

備を製作し納入した。当社として初めて地上車上一体で受

注した信号設備である。

グリーンラインはATC（自動列車制御装置）方式を採用

しており，従来であれば独立して実施していたATCの制

御と信号や転てつ器などの制御を一体化することで，地上

設備をコンパクト化した。また，車上装置は当社初となる

車上主体型デジタルATCを採用した。この方式は，地上

からデジタル情報として送信される停止軌道回路情報と自

列車で認識する位置情報を基に，一段ブレーキ方式による

なめらかな速度制御によって，列車を安全な位置に自動的

に停止させることを特長とする。 地上信号設備 ATC/TD（列車在線検知信号）送信架

Ill JR東日本 E233系向けメータ表示器 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Meter Display in Train Information Management System for JR East E233 

JR東日本E233系向けTIMS(Train Information Manage-

ment System)のメータ表示器は，従来の運転台に設置さ

れていた機械式のブレーキ用空気圧計，電圧計，速度計，

運用表示灯等をグラフィック表示するようにした。デザイ

ンは，従来車種を扱ってきた乗務員が誤認識することのな

いよう，基本的には従来の運転台のデザインを踏襲した。

速度計周りについては，搭載されている保安装置に応じた

デザインとした。特に，京浜東北線のデジタルATC(Au-

tomatic Train Control)の制限速度は，従来のランプでは

表現できなかった分解能 lkm/hを実現した。また，運転

台の他の表示器； TIMS表示器保安表示灯用表示器とは，

各表示器の異常検知時に自動，又は手動バックアップ機能

によって切り替える冗長性設計とした。
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メータ表示画面

(C) 常磐緩行線向け
（保安装置 ATC対応）
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■車両基地構内作業計画の自動作成システム ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Automatic Planning System of Car Shunting in a Railway Car Depot 

鉄道車両基地で行う車両検査や清掃の計画や，車両の転

線計画を自動作成・修正するシステムを当社の伊丹製作

所と先端技術総合研究所が共同で開発した。車両基地構内

作業計画は，車両の入換順序や作業員の割当などの制約が

多く，ダイヤ乱れ時には大幅な計画修正も必要になること

から，従来はベテラン作業員が半日～ 1日がかりで作成し

ていた。このシステムは構内ダイヤをPERT(Program 

Evaluation and Review Technique)モデル化し，制約違

反の原因箇所（クリテイカルパス）を特定して，その箇所の

入換や作業を変更することで，制約違反のない計画を作成

することができる。

また，計画の良否を視覚的に判断するため，車両基地の

配線図上で作成した計画に従って車両の入換や検査・清掃

作業をシミュレーション表示する機能も併せて開発した。

車両基地構内作業計画システムの画面例

II海外向け強制風冷主変換装置 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Forced-air Cooling Propulsion Converter/ Inverter Unit for Global Market 

近年の地球規模での環境保全や省エネルギー化から，鉄

道車両に対する需要が急増している。特に海外市場ではイ

ンフラ整備が比較的容易で，大容羅化が可能な交流架線給

電式車両の投入が増加している。これに対応して，対環境

性に配慮した海外向け大容最強制風冷式主変換装置の標準

装置を開発した。この方式では，内蔵機器をモジュール化

して装置を構成することで，設計，製作工数を短縮し，特

に海外案件で顕著である短納期要求に対応させた。また，

従来同クラスの主変換装置では，フロン系冷媒を使用した

沸騰冷却ヒートパイプ方式が採用されていたのに対して，

冷却性能を同等としながらも，冷却器を冷媒レスのヒート

シンクスとし，環境負荷低減を実現した。

主変換装置全景

■自律分散型並列運転方式の車両用補助電源装置 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Autonomous Parallel-Operating Auxiliary Power Supply for乃ains

車両用補助電源装置(SIV)には，故障停止時の交流出力

停電期間を匝避するため， 2台以上のSIVが同一負荷に交

流電力を供給する“並列運転方式”を適用することがある。

一般的な並列運転方式は，互いの制御情報を装置間の引き

通し線によって伝達して制御する。これに対し．信頼性の

面から引き通し線を削除し．互いの制御情報が得られなく

ても自律して並列運転が可能な， 自律分散型並列運転方式

のSIVを開発した。また，本線走行試験でも，この方式で

安定に並列運転できることを確認した。この方式のSIVを

車両に搭載すれば，従来必要であった給電区間を切り替え

る受給電装置や装置間制御配線が削除でき，電源システム

構成の煩雑さを緩和できるという利点がある。

2.社会環境・交通システム

補助電源装置（川崎重工業（株） SWIMO（注）ー X向け）
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Ill中部電力（株）新名古屋火力発電所8号系列運開 ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Start of Commercial Operation of Shin -Nagoya Thermal Power Station 8 System 

中部電力（株噺名古屋火力発電所 8号系列(8-1号～ 8-

4号）の一軸コンバインドサイクル発電設備(1534.4MW:

383.6MWX 4軸）が2008年10月に総合運転を開始した。こ

の発電設備は， LNG（液化天然ガス）を燃料に槻界最高水

準の熱効率（約58%：低位発熱最基準）を達成し， CO2排出

に対して高度な環境性能を持つ最新鋭のコンバインドサイ

クル発電設備である。発電機，変圧器をはじめ， GIS(Gas

Insulated Switchgear)，配開装置デジタル形保設継電

装置“MELPRom>-CHARGE"などの電気設備のほか，各

種制御装置“MELSEP（注）ー550'ロデイスプレイオペレー

ション装置，さらに最新技術のネットワーク， PIO(Process 

Input Output)を供給し．発電設備の制御・監視が起動か

ら停止までを中央制御室で小人数で行える高度な自動化シ

ステムを実現している。

中部電力（株）新名古屋火力発電所8号系列の全景

圃タービン発電機と水車発電機 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Turbine Generators and Hydro Generator 

近年，二酸化炭素排出規制をはじめとする地球環境への

負荷低減が求められており，発電システムについても高性

能化や高効率化への取り組みを強化している。損失低減構

造や高性能絶縁などの最新要素技術を適用し，高効率・高

出力密度化した水素間接冷却タービン発電機のシリーズ化

と市場投入を進め，これまで300~ 500MVA級のシリーズ

4機種を市場へ投入した。また，冷却性能の向上と損失低

減技術の適用によって，大容最・高効率な空気冷却タービ

ン発電機を開発した。

水車発電機では，湘外向け初の高速大容羅可変速発電電

動機となるスロベニアSENGAVCE発電所向け可変速発電

電動機の出荷を2007年8月に開始し， 2009年の運転開始に

向けて据付中である。
製作中の大容量タービン発電機

國計装システム 530 -―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Distributed Control System 530 

電カ・産業プラント向けの次期計装システムとして，‘'計

装システム530’'を開発した。高性能化・高機能化・小型化

に加え，事故解析機能を強化している。事故解析機能では，

高分解能 (1ms)のSOE(Sequence Of Events)機能，アラー

ム発生時等に監視装置OPS(OPerators Station)の監視圃面

からアラームを発生させたコントローラのロジックに画面

展開する機能，すべてのプロセスデータをトレンド収集・

蓄積する機能などをサポートしている。また，既設システ

ムからのリプレースを容易にするため，既設システムのプ

ログラム (POL言語）から計装システム530のプログラム

(IEC61131 -3言語）への自動変換，既設ネットワークや既

設PIO(Process Input Output)との接続なども可能として

いる。
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圃東北電力（株）向け電力系統運転操作訓練シミュレータ ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Operator Training Simulator/or Tohoku Electric Power Corp. 

東北電力（掬向けに，最新の電力系統運転操作訓練シミュ

レータを開発した。 12か所のデータベースを実装しており，

訓練者に応じて， DLP(iiJ(Digital Light Processing)装置

による監視盤を切り替え，実際の電力系統で訓練すること

を可能とした。また， 2つの訓練室を持ち，階層間又は隣

接間の給電指令機関で連係しながらの系統事故復旧訓練を

可能にしている。電力系統の模擬には高速の潮流計算を実

装し，基幹系統の安定化リレーを含む各種制御装置を忠実

に模擬するとともに，安定度計算機能を実装し，臨場感あ

ふれる訓練が可能となっている。また事故シーケンスを

自動生成する機能をはじめ， 自動で需給調整，電圧調整を

行う機能を実装し， トレーナの負担を大幅に軽減している。
電力系統運転操作訓練シミュレータの訓練室

圃ミニクラッド用ユニット互換デジタルリレーの完成 ー一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Digital Relay with Bae紐 ardCompatibility for Miniclad(Solid Insulation Switchgear) 

東京電力閻のアナログ形保護リレーの更新をより効率良

く実施するため，筐体（きょうたい）及び入出力を旧形リ

レーと電気的，機械的にも完全に互換できる構造とした，

22kVミニクラッド用デジタル形保護リレーを開発した。

この製品の特長は次のとおりである。

(1) 旧形リレーと完全互換（サイズ／入出力互換）

(2) 22kV主回路・遮断器・変流器・電動機に対しての耐

環境性能を向上（インパルス： 4kV)

(3) 電力系統状態の詳細な波形データや，障害履歴情報の

保持などの保守性能を向上

(4) 交換対象部品の電解コンデンサの代わりに，フィルム

コンデンサを用いてメンテナンスフリーを指向

ミニクラッド用ユニット互換デジタルリレー

圏風力発電システムのシミュレーションモデル ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Modeling for Simulation a/Wind Power Generation Systems 

中部電力（株）と共同で，瞬時値ベースのシミュレーション

モデルをEMTP-RV (Electro Magnetic Transients Program 

-Restructured Version)上で開発した。 3種類の風力発電

（誘尊機直接接続型， doubly-fed型，インバータ連系永久

磁石式同期発電機型）に対し，風車発電機変換器，制

御系等を詳細に模擬した。瞬時値モデルのため，系統事故

時の詳細応動も検討可能である。またモデルの高速化に
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よって長時間の風速変動による系統への影縛解析にも対応

した。回転数上下限ピッチ角，出力停止の制御が反映し，

パラメータ調整を実施することで，実測に近い結果が得ら

れ，構築したモデルの妥当性が評価できた。これによって

主要な方式の風力発電システムがモデル化され，シミュ

レーションの際には各方式の導入比率に合った解析が可能

となった。
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シミュレーションと実測の比較
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1111111海外市場向けスイッチギヤ “MS-E" ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--
MS-E: Metal-clad Switchgear for Overseas Market 

国際規格IEC62271-200に適合する海・外の発変電設備用

12 / 15kVクラスのスイッチギャを製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 盤外操作機構

遮断器の挿入・引出操作，接地開閉器の入・切操作を盤

外から行える操作機構を装備

(2) 機械的インターロック

ィンターロックはすべて機械的インターロックで構成

(3) 40kA 1 sの耐内部アーク性能

KEMA大電力試験場（オランダ）でAFLR40kA 1 sの性

能を実証

(4) 前面操作・前面保守

前面操作の構造及び前面からケーブル施工可能な構造と

することによって後面保守・点検スペースの縮小化を実現

定格事項

定格電圧 l 2kV I l5kV 

商用周波耐電圧値 28kV l min I 35kV l min 

雷インパルス耐電圧値 75kV I 95kV 

定格電流 1.250/2,000/3, 150A I 1.250/2.000A 

定格遮断電流 25/3l.5/40kA 

搭載遮断器（当社製） VCB（形名： 10-VPR-C)

酒用電圧の昇圧化
l 2kV→ l 5kV 
インターロックをすべて
機械的インターロックで
構成

遮断器の中置式配置

遮断器接地開閉器の
盤外操作機構

MS-E形スイッチギャ全景

■受配電設備無停電自動点検システム ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--
Automatic Testing Facilities for Power Distribution Equipment 

ビル設備等の運用の効率化に向け，定期点検時の停電時

間を短縮するため， 2002年に発売した停電時の受配電設備

自動点検システムに，保護継電器の特性を無停電状態で確

認できる機能を追加した。最新システムの主な特長は次の

とおりである。

受配電監視制御システム

(1) "MP21A形”マルチリレーのTrip出力回路を切断し，

主回路停電なしで保護特性試験の実施が可能

(2) 遮断器へのTrip出力回路の切断を多重チェックする

ことによって信頼性を向上

(3) 従来点検方式で約400分要していた受配電設備で，停

電時の点検時間を約30分に短縮

試験指令（ノートパソコン→MP21A)

X(A) 
試験結果 ((MP21A→ノートパソコン）

CC-Link伝送

無停電自動点検用回路

■環境保全に配慮した真空遮断器 ‘‘VFシリーズ'’ ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--
Environmental Conscious Vacuum Circuit Breaker "VF Series" 

環境負荷低減，施工性・保守性向上をコンセプトに，高

性能真空バルブを搭載した真空遮断器“VFシリーズ”のラ

インアップを充実させた。定格電圧3.6/ 7.2kV, 定格遮

断電流8/ 12.5kAクラス ("VF-8/ 13D形”真空遮断器）に

加え， 20/ 25kAクラス ("VF-20/ 25D形”真空遮断器）

を製品化した。これらの製品の特長は次のとおりである。

(1) 環境保全に配慮し，欧州RoHS(Restriction of the use 

of certain Hazardous Substances in electrical and 

electronic equipment)指令特定 6物質を使用しない製品

構成を実現

(2) 動作特性の安定化と保守性の向上のため，引外しラッ

チの軸受部に無潤滑軸受を採用
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(3) 電流遮断時のアーク抑制技術や絶縁設計技術等の先進

技術を駆使し，真空バルブの信頼性向上と小型化を実現

VF-8/ 130形真空遮断器 VF-20/250形真空遮断器

真空遮断器VFシリーズ
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4 昇降機及びビル設備 Elevator, Escalator & Facilities for Building 

4. 1 昇降機 Elevator & Escalator 

Ill中国向け標準形エレベーター ‘‘MAXIEZ"の回生コンバータオプション 一一◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Regeneratives Converter Option of Mitsubishi Standard Type Elevator"MAXIEZ"for China 

中国市場におけるグリーン技術への強い要求にこたえる

ために，回生コンバータを低速エレベーター向けに開発，

中国向け標準形エレベーター “MAXIEZ（マキシーズ）＂に

適用し， 2008年に販売を開始した。これによって，次のこ

とが可能になった。

(1) 回生電力を電源系統に回生することで，エレベーター

の消費電力を30％程度低減

(2) 電源電流を正弦波に制御することが可能となるため，

従来のダイオードコンバータに比べて力率を改善し，高

調波電流を大幅に削減

今後は機械室レスタイプのエレベーターにも展開を進め

ていく予定である。

,-----------------------------~-----------------

______________________________ / 
回生コンバータユニット

従来の同生抵抗の設四スペースに
回生コンバータユニットを搭載

回生コンバータ対応 “MAXIEZ’'制御盤

■中国 CCTV本社ビル向け昇降機 一一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Elevators for China Central Television Head Office Building 

2008年 8月の北京が熱気に包まれたオリンピックも終わ

り，人々の生活も以前のように戻りつつある中国であるが，

北京市中央ビジネス地区に建設されている中国中央テレビ

(CCTV)新本社ビルは現在，新たな情報発信地として， さ

らには世界十大奇跡の建築としても注目を集めている。

このような斬新なデザインのCCTV新本社ビル向けに，

当社は全75台の昇降機を納入しており，中でも速度420ml

minのダブルデッキ (D/D)ば注目に値する。このDID号機

のカゴ室背面壁には15個のLCD(Liquid Crystal Display) 

が取り付けられ， CCTV番組やDVD(Digital Versatile 

Disk)などがランダムに表示されるデザインとなっている。

また，このDID号機はシングルデッキ (S/D)号機と同一昇

降路内にあることから，緊急時の救出に使用するSideexit 

運転時はDIDとSID号機での自動結合連転を実現している。

中国 CCTV本社ビル全容

Illエレベーター用新ドアセンサ ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

New Elevator Door Sensors 

エレベーター乗降時の更なる安全性の向上を目指して，

新しくラインシグナルドアセンサとホールモーションセン

サ“3D’'を開発した。ラインシグナルドアセンサは，新方

式の面状センシングによって，戸開閉時の引き込まれや挟

まれのおそれのある指や紐（ひも）などの小さなものも検知

する。さらに子供やお年寄りにも見やすい大型表示灯に

よって，ドアの動き始めを乗客に知らせて注意を促す。ホー

ルモーションセンサ“3D’'は，近赤外光を乗り場側に阿け

て照射してエレベーターに乗り込もうとする乗客を検知し，

戸閉時の乗客の挟まれや衝突を未然に防ぐ。
ホールモーションセンサ ‘‘30" ラインシグナルドアセンサ

4. 昇降機及びビル設備 63 



●パソコン式昇降機監視盤 ‘‘MITEMAS" アドバンスド画像表示機能 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Image Monitoring Function, an Option of Mitsubishi Elevators and Escalators Monitoring and Contro!ling System "Me/Eye" 

三ニ―＿ニ―＿一―＿_＿＿＿-＿-『国＿

パ ソコン式昇降機監視システム “MITEMAS国）／

MelEye” のオプション機能の一つとして，エレベーターの

状態を監視しながらエレベーター内の映像（リアルタイム

の映像と過去の映像）表示が可能な“アドバンスド画像表示

機能”を開発した。次にその特長を示す。

(1) カメラ側で録画処理を行うことでサーバパソコンの負

荷を軽減させた結果接続可能なカメラ台数の増加と画

面解像度の向上を実現した。

(2) 衝撃や温度変化に強いコンパクトフラッシュ(it)に録

画することで，低消費電力を実現した。

(3) NTSC(National Television System Committee)｛言号

のみならずPAL(Phase Alternating Line)信号にも対応

することで，海外への製品展開を可能にした。
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パソコン式昇降機監視盤‘‘MITEMAS’'アドバンスド画像表示機能

Ill EN81 -70対応の行き先予報システム ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇_＿

Destination Oriented Prediction System for EN81-70 

エレベーター群管理システム ‘‘LAI-2200C” のオプショ

ンの一つであり，行き先階別に複数のかごを割当てること

で輸送効率を向上させる行き先予報システムは，悔外市場

で要求が高くなっている。市場の拡大を図るため，海外身

障者対応法規EN81-70に対応し，身障者に優しい行き先

予報システムを実現した。次にその特長を示す。

(1) 乗り場操作盤に設けられた身障者ボタンを押すことで，

行き先階と割当てられた号機名を音声でアナウンスする。

(2) 身障者呼びに割当てられたかごは， ドアの開放時間を

長く設定し，戸閉速度を低下させる。

(3) かご到着時に乗り場で号機名を音声でアナウンスし，

行き先階を自動で登録する。

,_EDタイプ

そ---盃．

エレベーターホール
LED : Light Emitting Diode 
LCD: Liquid Crystal Display 

EN81 -70対応行き先予報システム

LCDタイプ

1!11海外向け耐火性能付き乗り場シースルードア ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

See Through Landing Doors with Fire Rating Pe1formance 

海外向け標準形エレベーター “ELENESSA国）",

"NexWay-S⑪)’'に適用する，耐火性能付き乗り場シース

ルードアを開発した。これによって開放感のあるエレベー

ターエントランスの演出を可能にし，建築デザインの自由

度を向上した。

これまでエレベーターのような引き戸タイプのドアでは，

耐火性能付き大型ガラスドアの適用が難しいとされてきた

が，当社は長年培った海外向け耐火ドアの開発技術によっ

て，耐火試験に合格した。さらにガラス部の薄形化及び

ガラスの支持構造の最適化によってドアを軽批化し，当社

の従来ドアと同等の優れた開閉性能を実現した。

対応法規： BS476 Part22Clause 8（非断熱仕様）

耐火時間： 1時間

乗り場シースルードア
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■エスカレーター用普及形インバータ制御盤 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Basic Model of Inverter Control Panel for Escalators 

世界的に高まってきた省エネルギーヘのニーズにこたえ

るため，機能や仕様を限定したエスカレーター用普及型イ

ンバータ制御盤を開発した。製品の主な特長は次のとおり

である。

(1) 定格速運転中は商用電源で，加減速中や自動運転待機

中はインバータに切り換える省エネルギー運転方式を採

用した。

(2) (1)の方式によって，下り運転時に発生するエネルギー

の処理回路を不要とした。

(3) インバータを切り離し，商用電源に再接続する際の切

換えタイミングを最適化し，モータ残留磁界の位相差で

発生する切換えショックを感じない程度まで軽減した。

また，切換え中の速度変動を抑制する微少な速度調整を

行うことで，スムーズな乗り心地を実現した。

4. 2 ビルシステム Building Systems 

普及形インバータ制御盤

■トータルセキュリティソリューション ‘‘DIGUARD"のビル設備連携 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Total Security Solution "DJGUARD" for Building Facilities 

三菱電機トータルセキュリティソリューション “DIGU-

ARD(it)＂の，ビル設備連携のデモシステムを開発した。

近年，セキュリティだけでなく，省エネルギーヘのニー

ズも非常に高くなってきた。そこで，当社の総合力を生か

し，強いセキュリティ機器と強いビル設備を連携して制御

することによって，省エネルギーソリューションを付加し

た差別化を行う。

このシステムは，人退室管理システムからの人退出イベ

ントから得る個人情報（座席情報など）で，当該位置の空調

の風力調整や照明の調光を行い， ON/OFF制御以上の

きめ細かな省エネルギー制御を行うものである。

今後，社内での実証実験を行い，セキュリティ＆省エネ

ルギーの効果を実証していく予定である。 "DIGAURD’'ビル設備連携システム例

ii "DIGUARD NET’'対応“MELSAFETY-G" ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"MELSAFETY -G" compliant with "DIGUARD NET" Platform Specifications 

三菱電機標準のセキュリティ構築プラットフォームであ

る‘‘DIGUARDNET” に対応するため，人退室管理システ

ム“MELSAFETY-G’'を拡張開発した。その特長を次に示す。

(1) 映像監視システムとの連携による特長

①人退室管理システムの履歴画面から通行・警報履歴を

指定し，その記録映像をセンタ装置画面で再生

②警報発生時のライブ映像をセンタ装置画面に表示

(2) ID管理システム (CMS)との連携機能による特長

①CMSクライアントからの個人情報登録人事システ

ムとの連係による個人情報の登録

②CMSクライアントでの通行・警報履歴の閲覧

4. 昇降機及びビル設備

l 

l 

I 

涸人惰報の登録•更新 1

1映像監視システム「` 孤五五―:， 
， 
， 
， 
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， 一，------------------' 
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バ CMS : :個人情報データベース：
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， ， 

システム構成
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4. 3 ビル設備 Facilities for Building 

II全熱交換器換気扇‘‘業務用ロスナイ天吊埋込形'’ ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Enegy Recover Ventilator "Ceiling-concealed Lossnay" 

-

_

―

 

オフィスビルなどの換気に用いられる全熱交換器換気扇

で，全熱交換効率を向上させた。また，機能の充実によっ

て，更なる省エネルギー換気の実現を図るとともに，合わ

せて熱交換効果（省エネルギー）を身近に実感できる製品を

開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 新たに湿度透過性の高い接着剤を開発することによっ

て，熱交換素子の湿度の交換を促進し，冷房時の全熱交

換効率が64.5％から66％に向上

(2) マイコンタイプで，同時開発したリモコンを使用した

場合で，多彩な運転制御機能を製品へ搭載

①ウィークリータイマ機能では，曜日ごとで時間帯に応

じたきめ細やかな風量制御によって，換気による空調

負荷軽減

②ナイトパージ機能では，夏季夜間のうちに温度の低い

外気を室内に取り込んでおくことで，翌朝の空調機の

運転開始時の冷房負荷を下げることが可能

(3) リモコンヘは，①外気温度，②室内への給気温度，③

室内からの排気温度を表示し，熱交換効果を実感可能

室タヤヘ排気

業務用ロスナイ天吊埋込形の構造

■三菱ハンドドライヤー‘‘ジェットタオルプヂ' -—•——•——•——•——•——•——•——•——•——•--
Mitsubishi Hand Dryer "Jet Towel Petit" 

洗面カウンター上面のシンク横に設置する，新形態の高

速式ハンドドライヤー“ジェットタオルプチ（注）’'を2007年

12月に発売した。

主な特長は次のとおりである。

(1) ジェットタオル(it)ラインアップの中で最小機種とな

る小型化の達成によって，狭いサニタリースペースヘも

設置が可能となった。

(2) シンク横に設置することによって，手洗い後すぐその

場で手乾燥が可能となり，利用者の使い勝手向上を実現

した。

(3) 手から吹き飛ばされた水滴を直接シンクヘ排水するこ

とでドレン水処理が不要となり，メンテナンス性向上を

実現した。

(4) 新開発の“マルチワイドノズル”によって，ノズルから

の噴流を高減衰化及び広角化することで，短時間乾燥と

シンクからの水の吹き返し抑制を両立した。

(5) ユニ＆エコ（ユニバーサルデザイン，ハイパーエコプ

ロダクツ）商品として認定された。

ジェットタオルプチ
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5 宇宙。衛星及び電子応用 Space Systems and Electronic Systems 

II小型自律飛行ロボットシステム ー一◇ー一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Miniature Autonomous Aerial Robot System 

大規模災害時の即時情報収集や簡易航空測量等を主な用

途とする小型飛行ロボットシステムを開発した。この飛行

ロボットは， GPS(Global Positioning System)や各種セン

サを搭載し，巡航速度60km/hで約30分間，指示された経

路を自動飛行させることが可能であり，飛行中に撮影した

画像はリアルタイムに地上システムに伝送できる。また，

重さ 2kgと軽量で，手投げ離陸が可能（滑走路不要）であ

り，離陸・巡航から回収まで昼夜を問わず全自動運用が可

能と運用性に優れるほか，緊急回収用のパラシュートを装

備するなど，安全面にも配慮したシステムとなっている。

さらに取得画像は地図への投影処理やモザイク合成処理

等を行う機能を備えており，被災場所の特定や広範囲の状

況把握も可能である。開発当初から防災訓練，植生・地形

観察河川工事状況撮影などの公開実証試験を重ね，ユー

ザーの意見を採り入れることで実用性を高めてきており，

災害発生直後の被害状況や退避経路の確認，護岸等の各種

緊急対策の計画等に低コスト，低リスクで簡単に運用可能

な情報収集手段として，多方面での活用が期待されている。

ー

小型自律飛行ロボットシステムと撮影した被災地の復興状況

II次世代スマートインターチェンジ 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Next-generation "Smart Interchange" 

近年，有料道路のサービスエリア (SA)やパーキングエ

リア (PA)と一般道路等との連結路にETC(Electronic Toll 

Collection)専用ゲートを設けた，スマートIC(SIC)の整備

が全国的に進められている。 SICは，急速に普及が進んで

いるETCを応用した簡易型ICであり， ETC限定の一旦停

止式運用を採用することによって，機器構成の削減と低コ

スト化を実現するものである。当社では，運用管理費の削

スマート ICシステムの構成（イメージ）

減と運用性向上を目的とし，隣接した料金所に対し監視制

御信号の光伝送化による遠隔操作可能な機能拡張性を実現

した。さらに現地運用に合わせられるようにフレキシブ

ルに対応できる次世代SICシステムを開発した。

主な特長
イニシャルコストー小
ランニングコストー大

・機能拡張性→」I

・運用性（サービス）ー小

SA/PA接続車線

入口車線亡二＞

= 
出口車線<=

一ァ¢
退出路

主な特長
・イニシャルコストー大
ランニングコストーl」¥
機能拡張性ー大

・運用性（サービス）ー大 1

SA/PA 
接続車線

入口車線亡二＞

出口車線<= /三
退出路

次世代スマート ICシステムの構成（イメージ）
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Ill JNN系列向け SNG遠隔制御システム ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

SNG Hub Remote Control System for JNN Affiliates 

JNN(Japan News Network)系列に納入したSNG(Sate-

Hite News Gathering)システムの主要構成品が遠隔制御

(Hub Remote Control : HRC)システムである。

HRCシステムはJNN系列の独自システムで，上位の回

線予約システムからの運用開始／終了制御信号に従って

HRC装置が各系列基地局の受信コアユニット（映像伝送装

置）に対して遠隔制御を行い，系列局運用者の操作を必要

とせず， SNG運用を可能とするシステムである。受信コア

ユニットは変復調装置，映像符号化装置，オペレーション

パネル及び周辺装置から構成され，オペレーションパネル

でHRC装置から受信した制御信号を各装置へ展開する。

HRC監視信号

l 
,----

隠
TBS主局

-------------------ヽ
----—+ -------‘’ 

: l I 
I 

忍汀----------- l 

系列基地局 ！ 召：
(27忌) |I!  I I 

•OW: Order Wire 

HRCシステムの概念図

11HTV実証機電気モジュール ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

HTV Avionics Module for Demonstration Flight 

宇宙航空研究開発機構(JAXA)から受注していた宇宙ス

テーション補給機(HTV)電気モジュールの実証機（初号

機）を， 2008年 3月に納入した。

HTVは国際宇宙ステーション (ISS)／きぽう (JEM)に物

資を輸送する我が国固有の輸送システムとして， ISS計画

への国際貢献が期待されている。

HTV実証機は， JAXA筑波宇宙センターで電気モジュー

ル及び推進モジュール／与圧・非与圧キャリアとの結合・

統合試験が行われている。

2009年4月にはJAXA種子島宇宙センターに輸送され，

射場作業を経て， JAXAが開発中のH-IIBロケットで夏期

に打ち上げられる予定である。
HTV実証機電気モジュール (JAXA提供）

11衛星搭載用コマンド受信機 ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Command Receiverfor Satellite 

コマンド受信機は人工衛星に搭載され，地上からのコマ

ンド信号を受信・復調することによって衛星の制御を行う

とともに， レンジング信号を中継することで地上～衛星間

の測距を行う。受信信号は低雑音増幅・周波数変換． A

/D変換後復調部に入力される。復調機能は専用に開発

されたLSI(Large Scale Integration)で一括して行うこと

で，高性能・高安定な特性を達成しつつ小型・軽量化を実

現している。

この受信機は静止衛星用標準バス ‘‘DS2000"向けに開発

され，数々の商用衛星での実績を積み璽ねている。今後は，

海外衛星メーカーに対しても市場投入を図る。

68 

コマンド受信機
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.メタルフォイルコア基板 ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Metal Foil Core Printed Circuit Board 

人工衛星用電源機器で，多層プリント配線板の銅箔を約

105μmまで厚肉化及び基材を薄肉化することで，廃熱性を

向上＊させた電力用薄型金属基板（メタルフォイルコア基

板）を適用して小型軽贔化開発を進めている。この基板は，

従来放熱のためにシャシマウントされていた電力部品

(Field Effect Transistor : FET, トランス／コイル等）を

基板上に実装してワイヤ配線を排除し， トランス／コイル

では巻線を基板パターン化したプレーナトランスを形成す

ることができる。この基板実装方法について振動，熱衝撃

等宇宙機としての耐環境性の検証を完了した。なおこの基

板の宇宙機器用認定(JAXA-QTS-2140A)は取得済みで

ある。

* 10府構成 2mm厚の基板でアルミ板1.3mm厚相当の熱伝祁率

実装評価基板
(100V, 800W出力（動作周波数＝ 70kHz)

Boost Forward Converterのインバータ部分）

1111種子島宇宙センター向け Xバンドニ重偏波ドップラ一気象レーダ ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

X-band Polarimetric Doppler Weather Radar/or Tanegashima Space Center 

ロケット射場周辺を観測し，雷雲を警戒するXバンドニ

重偏波ドップラー気象レーダシステムを開発し，種子島宇

宙センターに納人した。従来の気象レーダが水平偏波のみ

の電波で観測を行うことに対し，このシステムは水平／垂

直両偏波の電波を同時に送受信して，二重偏波ドップラー

観測を行う。二重偏波ドップラー観測は，雨雲からの反射

波の特性の偏波による違いから，降水粒子（雨，あられ，

ひょうなど）の状態を推定することができるため，雨雲の

構造を従来より詳しく知ることができ，雷雲を識別する性

能向上が期待されている。このシステムは，パラメータ

チューニング期間を経て2009年4月以降に本格的に稼働す

る予定である。 気象レーダ全景

11!111 UHF帯 RFIDリーダ装置用高信頼復調技術 ◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Robust Demodulation Technologies.for UHF-band RFID Tag Readers 

UHF帯RFID(Radio Frequency IDentification)用リーダ

装置の読取り率向上を目的とし，クロックレート偏差や波

形歪（ひず）みに対してロバスト性の高い復調技術を開発し

た。

このシステムではパッシブ方式が採用されており， タグ

からの応答波は，規格上，最大約士15％のクロックレート

偏差が発生する。この大きな偏差に対応するために，今回，

適応的な高精度シンボル点位置推定アルゴリズムによる同

期性能を高めた，タイミング再生回路を開発した。

また，波形歪みを補正する波形歪み補償回路の開発に

よって，汎用のアナログ部品の使用を可能にした。

これらの技術をデジタル回路で実現することで，装置全

体の小型化に貢献した。

5. 宇宙・衛星及び電子応用

------------------------------------, 
＇ マスク処理

＋最尤（ゆう）判定

「―l---：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：↑：：：：：：：：：：：：7¥
：波形歪み補償回路
l 
l 
l 
l 

ボル点位相推定値 ： 

適応的シン元后〖 ：タイミング再生回路

部 レ／

， 
し――_＿ _ ＿ ----------------------------＿」

高信頼デジタル複調部の構成
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6 通 ＿言F
1
 

Communication 

1111 ONU収納数倍増の GE-PON高密度 OLT ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

GE -PON High Density OLT Doubling the Number of Accommodated ONUs 

光アクセス加入者増大に伴うユーザー収容の効率化のた

め， GE-PON (Gigabit Ethernet-Passive Optical 

Network)のOLT(OpticalLine Terminal)で，匝線カード

あたり PON回線及びNNI(NetworkNode Interface)回線

を各2ポート実装することによって，収容ユーザー数を倍

増し，加えて 1ポートあたりの機器コスト経済化及び30%

の省電力化を実現した。また， FEC(Forward Error 

Correction)機能による遠隔地ユーザーの収容，帯域管理

機能及びマルチキャスト制御機能による各種サービスの同

時提供を実現した。主な特長は次のとおりである。

(1) OLTあたり， PON32回線 ONU(OpticalNetwork Unit) 

2,048台を収容

ビル等の入退室管理システムと映像監視システムを当

社の“セキュリティ構築プラットフォーム’'である “DIGU-

ARD NET国）’'で連携させたデジタルCCTV(Closed 

Circuit Television)システムを開発した。

従来の入退室管理システムでは， IDカード使用者が本

人であるか確認できなかったが映像監視システムと連携

することで， IDカード不正利用の摘発や情報漏洩（ろうえ

い）対策等セキュリティの強化を実現した。

また，従来，独立運用を行っていた 2つのシステムを一

元的に運用することで，操作性の向上，各種連挑機能によ

る監視業務の効率化，システム統合による省スペース化な

ど，ユーザーの立場に立ったセキュリティシステムの効率

的運用を図ることができた。

主な特長を次に示す。

(1) 入退室管理システム側で異常状態を示す瞥報（機器破

壊等）が発生した場合映像による迅速な状況確認が可能

(2) FEC機能によって， OLT~ ONU間フレームロス率及

びパワーバジェットを改善延伸化が可能

(3) IGMP (Internet Group Management Protocol)マルチ

キャスト制御機能によって，多チャネル映像信号の同時

配信が可能。 4,096チャネルのマルチキャスト配信を実現

(4) セキュリティ (ONU認証， IEEE802.1X端末認証）機能

によって悪意ユーザーによるサービス阻害を回避

(5) 回線カードあたり 512ロジカルリンクを搭載し，音声，

放送映像データのサービスごとに帯域管理が可能

(6) VLAN(Virtual Local Area Network)機能(VLANタ

グ付与／削除透過，上書き）によって，上位ネットワー

クの多様なVLAN設計に応じたネットワーク運用が可能

GE-PON高密度 OLT

■入退室連携デジタル CCTVシステム ‘‘NR-SW8000DG" ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

ACS Supported Digital Closed Circuit Television System "NR -SW8000DG" 

(2) 通行履歴から記録映像の検索・再生を行うことで，事

件・事故発生時の状況を迅速に検証し対応することが可能

(3) 扉の施錠状態を確認したり，共連れ等の不正通行を防

止するため，周囲の状況を映像で確認しながら施錠／開

錠を行うことが可能

NR -SWSOOODG 
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II L3スイッチ内蔵 GE-PON OLT装置 ー一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

GE-PON OLTwith L3 Switching Functions 

GE-PON (Gigabit Ethernet-Passive Optical Network) 

のOLT (Optical Line Terminal)にL3スイッチ機能を内蔵

し，高機能化と省スペース化（従来比20％削減）を実現した。

主な特長は次のとおりである。

(1) ダイナミックルーティングに対応し，ノード増設作業

省力化，及びネットワーク障害時の自動迂回（うかい）を

実現

(2) DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)に対応

し，端末設置時の設定自動化が可能

(3) Proxy ARP(Address Resolution Protocol)に対応し，

OLTに収容された端末間で直接通信が可能

(4) L3スイッチパッケージを 2重化し，障害時には自動

切換えを行うので，ネットワークの高倍頼化が可能

L3スイッチ内蔵 GE-PONOLT装置

II 40Gbpsメディアコンバータ ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Mitsubishi 40Gbps Media Converter 

中継光ファイバを介して40Gbpsのデジタル信号(OC-

768/STM -256)を長距離伝送する40Gbpsメデイアコン

バータを開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 小型化： 19インチラック 2U(86mm) 

従来製品に比べ， 2/ 3サイズの小型化を実現

(2) 長距離伝送：標準版40km, 長距離版80km

可変分散補償機能及び誤り訂正機能の搭載によって，長

距離伝送を達成。また，多段接続による伝送距離の延伸化

も可能

(3) 伝送路分散の自動補償機能

分散自動補償機能によって伝送距離を意識せずにシステ

ム構築できるため，設置工事が容易

40Gbpsメディアコンバータ

11111将来デジタル無線化可能なアナログ列車無線システム（中央装置，基地局装置） 一◇――◇――◇――◇――◇--

Analog乃ainRadio Systems Capable of Up -grading to Digital Radio Systems 

ソフトウェア無線を用いた，将来デジタルに切替え可能

なアナログ列車無線システムを 2008年 3月に納入した。

このシステムでは中央装置＿基地局間の音声伝送をデ

ジタル化しており，ノイズの少ない明瞭（めいりょう）な通

話を実現している。

このシステムは，将来遠隔での無線機のソフトウェア変

更と一部ユニットの追加によって列車無線（基地局＿車

上間）をデジタルに変更し，地上＿車上の全区間を容易

にデジタル化できる。その結果，ノイズのない通話，及び

無線狭帯域化による通話回線増，データ回線追加が可能と

なる。また，情報を確実かつ大量に伝送可能となり，各種

アプリケーション（指令通告他）に対応することで，鉄道輸

送のサービス向上・安全性向上に寄与できる。

6.通 信

列車無線システム基地局
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國 3板式屋外複合一体型カメラ℃IT-3200" ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

3 -CCD Combined Integrated Camera "CIT-3200" 

河川・道路監視で使用される，カメラ性能に優れた 3板

式(3CCD : Charge Coupled Device)屋外複合一体型カメ

ラを開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 最低被写休照度を標準で0.003Ixとし，夜間における

河川・道路の監視範囲を当社従来比1.7倍の距離まで拡

大。またこの性能によって，道路夜間監視では移動する

車両の残像が少なくなり，車種識別性能が向上

(2) 3板式屋外複合一休型カメラで，業界最軽最20kg

(2008年8月現在）を実現

(3) 災害等で電力供給が遮断されたとき，低消費電カモー

ド(20W以下）に切替り，バッテリーによって 3時間映像

監視が可能

CIT-3200 

圃 MobileWiMAX基地局用送信電力増幅器 一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

乃ansmittingPower Amplifier for Mobile WiMAX Base Stations 

広帯域無線アクセスシステムとして商用サービス開始予

定のMobileWiMAX基地局向けに従来比で電力効率を

1.5倍向上した送信電力増幅器を開発した。これによって，

懺界で最小(18.5リットル， 17kg)かつ最も低消費電力

(133W)な一体型基地局の実現が可能になった。この送信

電力増幅器は，低価格のシリコン素子(LDMOS)を用いた

高効率なドハティ増幅器と，増幅器で生じるメモリ効果ひ

ずみを信号処理によって補憤するデジタルプリディストー

ションひずみ補償回路，信号の波高率を抑えるピーク抑圧

回路からなり，厳しい電波法のひずみ規格を満たしながら，

出力lOWで効率24.5％という冊界最高レベルの高効率，低

ひずみ増幅器を実現した。

T
 

F
u
 

R
o
 

送信電力増幅器 LDMOSドハティ増幅器 (2回路）

送信電力増幅器の構成とドハティ増幅器の外観
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7 情 報 Information Systems and Network Service 

Ill“ネカ録'’H.264/AVCトランスコーダー搭載モデル ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"NECAROKU": Recording and Distributing Server for Nenvork Cameras with H.264/AVC Transcoder 

店舗 監視センター

ネットワークカメラ用録画・配倍サーバ“ネカ録直）’'シ

リーズに次世代動両圧縮技術H.264/A VC (Advanced 

Video Coding)トランスコーダを搭載し，画像容最を従来

比で最高 1/6に圧縮可能な新機種“NS-3100AVC” を追加

した。近年，金融機関やデータセンターなどで，録画保管

の長期間化やセンターで画像を集中保管するシステムが求

められている。これらのシステムの構築・運用コストに大

きな影響を与えるのは，画像の容最である。画像の容量が

小さくなれば，録画に必要なハードデイスク容最や，ネッ

ネットワークネットワ＿ク モニタ用 画像収集 モニタ用

トワーク帯域の使用量及びセンター側のストレージ容最や

テープ本数等を削減できる。画像容最を最高 1/6に圧縮

し，長期間保管やセンター集中保管の要望にこたえられる

ようにした。

カメラ カメラ パソコン サーハ パソコン

バックアップサーバ

* 1 JPEG : Joint Photographic Experts G「OUP
* 2 WAN : Wide Area Network 

システム構成例

く取り扱い：三菱姐機インフォメーションテクノロジー（梱 TEL:03-6414-8180 > 

Ill消費電力を削減した “apricotex E5シリーズ'’ ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"apricot CX E5 Series": Personal Computer of Low Power Consumption 

"apricot CX E5シリーズ’'は， CO渾減や省エネルギー

の必然性が高まる中，消費電力の削減を実現した製品である。

最新プロセスで設計された省電力CPU(CentralPro-

cessing Unit)を採用して，当社2007年春の同等モデルに

比べ，約30％の消費電力の削減を実現した。また，電源装

置では同じく 2007年春モデルに比べ，約30％の力率の改

善を実現し，省エネルギーに貢献している。さらに最上

位モデルではクアッドコアのプロセッサを採用している。

デュアルコアのプロセッサに比べ，わずかな消費電力の堺

加で大幅な性能アップを実現した。これによって， トータ apricot CX ESシリーズ

ル的な消費電力の削減が期待できる。 ＜取り扱い：三菱虚機インフォメーションテクノロジー（即TEL:03-6414-8052 > 

圃メールアーカイブソリ
ヽヽ

ューンヨノ LogAuditor Mail Saver" ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"LogAuditor Mail Saver": Email Archive Solution 

電子メールは便利で簡単な反面，情報漏洩（ろうえい）に

つながる等のリスクがある。また，メールの長期保管で必

要とされる大容最のストレージ管理の重要性が増している。

企業内のメールを一元的に蓄積し，検索可能とする

"LogAudito/iU Mail Saver"の最新版では，全体流通量の

把握及び個別メールアドレス単位等での送受信量の分析を

可能とする次の機能が加わった。これらの機能によって企

業における電子メールの安全な運用を支援する。

(1) 日々のメール流通量，椎移の表示

(2) 時間帯別／曜日別送信／受儒者分析

(3) 一定サイズ以上のメールを送儒したメールアドレス一覧

(4) メール送倍数トップ10の表示

7.情 報

日々のメール流通鼠
推移の表示

一定サイズ以上のメールを
送信したメールアドレス一覧

I 送信数 1 

usr@rnditco.jp 240 

→書》---:~-:~:::·:~~~-.~~~~'~* 1 SMTP : Simple Mail Transfer Protocol 
Webサーバ 統計情報表示＊2 POP : Post Office Protocol 

"LogAuditor Mail Saver"の統計情報表示機能

く取り扱い：三菱爾機インフォメーションテクノロジー（梱 TEL:03-6414-8052 > 
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■内部漏洩防止に威力を発揮する統合ログ収集・分析システム “LogCatcher" ◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"LogCatcher": Log Gathering and AnaかzingSystem for Information Leakage Prevention 

"LogCatche/il'）’'は，企業内のパソコンやサーバの形式の

異なる各種のログを統合的に管理し，高速に分析する製品

である。セキュリティ強化や内部統制に対応するため，パ

ソコンやシンクライアント上の操作ログを採取する製品の

尊入が加速している。この製品は，このような製品からロ

グを自動収集し，サーバやデータベースヘのアクセスログ

も含めて，横断的に分析しレポートすることが可能である。

また，‘‘ルート探索機能’'によって，パソコン操作ログから

ファイルの複製，移動等の変遷操作を時間順，逆順にたど

り，探索結果を出力する。これによって，機密情報ファイ

ルの複製物の拡散（残存）状況の確認や持ち出されたファイ

ルの元ファイルの確認が容易にできるため，強力な情報漏

洩（ろうえい）監査ツールとなる。

LogCatcherのシステム構成

く取り扱い：三菱霊機インフォメーションテクノロジー（悧TEL: 03-6414-8052 > 

■企業内に散在するメタデータを一元管理する “MetadataManager" ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"Metadata Manager": UnがarmManagement of Enterprise Metadata 

"Metadata Manage/ii-）’'は企業内に散在する様々な種類

のメタデータ（データに関する情報）の統合を実現する。

Metadata Managerの導入メリットは，次のとおりである。

(1) データの流れを可視化：システム全体にま

たがるデータの流れを俯轍（ふかん）でき， さ

らに，簡単な操作で経路中の個々のメタデー

タをズームアップして詳細を確認することも

できる。

Metadata Managerによって，従来手動では不可能で

あった複数システム間の各種データベースやアプリケー

ションのメタデータを横通しした分析が可能となる。

(2) システム変更／拡張時の影響範囲を分析：

特定オブジェクトにかかわる詳細情報の一麗

表示によって，そのオブジェクトが変更され

たときのインパクトを的確に分析できる。

グラフィカルなレポート結果 データ・リネージ（データの系統図）

■ |P電話によるオフィス向け統合型無線 LANソリューション

Integrated Wireless LAN Solution with IP Telephony for Office 

オフィスのどこにいても，ケーブル接続不要で， 自由に

電話やパソコン，ネットワークが利用可能なオフィ

ス空間を実現する，統合型無線LAN(Local Area 

Network)ソリューションを開発した。

無線LANと無線IP(Internet Protocol)電話＊の禅

入によって， LANケーブルと電話線が不要になり，

席に縛られないフリーアドレス型のオフィスを実現

できる。フリーアドレス型オフィスにすることで，

社員の在席率に合わせた効率的なオフィス空間，柔

軟なレイアウト，さらにはペーパーレス等，ワーク

スタイルを革新する。

500名規模までのオフィス移転や既存電話更新(IP化）の

機会に最適な無線LANソリューションである。

* NTTドコモ提供の FOMA(i「1N906iLなど
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く取り扱い：三菱電機インフォメーションテクノロジー（枷TEL: 03-6414-Slll > 

―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

複合機 サーバ IP-PBX' 

* PBX : Private Branch eXchange 

フリーアドレス型オフィス

く取り扱い：三菱福機インフォメーションテクノロジー（枷TEL: 03-6414-8146 > 
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■データ交換プラットフォーム “BizOrder’'食品製造・卸売業向け流通 BMS対応製品 一—◇――◇――◇――◇--
Data Exchange Platform "BizOrder" for Food Makers and Wholesalers 

BizOrder（注）は電子商取引や社内システム連携で交換

されるデータをそれぞれのシステムに合わせて自動的に

変換するソリューションである。大手スーパーや卸売業を

中心に次世代EDI(Electronic Data Interchange)である流

通BMS(Business Message Standards)が開始されたが，

これに対応して，食品製造・卸売業向けのテンプレートを

BizOrderのオプション機能として製品化した。

流通BMSのデータ項目に基づいたデータベース定義

テーブル生成文，流通BMSと内部データ間のXML(eX-

tensible Markup Language)変換マッピング，流通バリ

デーションスキーマの配置などをパッケージ化して提供す

る。社外連携のシステム構築では， これらの設計が大部分

を占めており，システム導入コストを大幅に抑えることが

可能となる。

I 
,---BizOrderが提供

I 

小売業 食品製造業，卸売業
社内

データベース

BizOrder食品製造・卸売業向け流通 BMS対応製品

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションテクノロジー（梱TEL:03-6414-8052 > 

■RFIDタグを利用した重要文書管理システム ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Important Document Management System with RFID Tags 

UHF (Ultra High Frequency)帯RFID(Radio Frequency 

IDentification)タグを利用して，紙で保管された重要文書

の持ち出しを監視するソリューションとして，重要文書管

理システムを開発した。持ち出し監視は，書庫の出口に設

置されたアンテナで文書に付けたRFIDタグを読み取り，
,RFID 

不正持ち出しの検知と通報を行う。アンテナの配置や出力，！リーダライタ装置

さらに制御用ソフトウェアを利用環境に合わせて最適化す

ることで，読み取り精度を向上している。これによって，

文書の持ち方に関係なく，同時に複数文書を持って出口を

通過した場合でも，高い精度で持ち出しを検知することを

可能にした。持ち出し検知以外に，文書の登録，貸出，棚

卸，返却，廃棄を行う“文書管理’'，それらのログを保存し

て検索を行う‘‘履歴管理を実装している。

* LAN : Local Area Network 

システムの概略図

く取り扱い：三菱爾機インフォメーションテクノロジー1掬TEL:03-6414-8269 > 

11111セキュリティ・マネジメント高度化サービス ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Advanced Secur切ManagementSe1'Vice 

現状のセキュリティ管理は，ネットワーク監視，ウイル

ス監視など分野別・個別管理が中心であり，セキュリティ

対策の網羅性，妥当性や質の評価が不十分であった。そこ

で，業務視点からセキュリティの強度・課題を総合的に把

握改善するセキュリティ・マネジメント高度化サービス

を開発した。主な特長は，次のとおりである。

(1) 業務構成要素と脅威のマトリックス分析をベースとし

たドメインリスクマップ・メソッドを採用した。セキュ

リティ強度を“対策有無”と“運用レベル”の 2指標で評

価・可視化し，新たなセキュリティ対策提言を行う。

(2) 外部脅威変化や法制度改定などのセキュリティ要件変

化に対応するため， 目標設定・見直し，現状分析，対策

立案のPDCA(Plan -Do-Check-Action)サイクルを確

立し， これを継続的に維持管理する。

7.情 報

セキュリティ・マネジメント高度化フロー図

く取り扱い：三菱磁機インフォメーションシステムズ（掬TEL:03-5445-7598 > 
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圃 Webシステムの申請データに対する署名・検証ソリューション ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Digital Signature and Verification Solution on Web System 

WebシステムにおけるPKI(Public Key Infrastructure) 

を活用した電子署名・検証によって， 高セキュリティな契 I Webアブリケーション

約システムなどを実現する“署名・検証ソリューション”を

開発した。利用者はICカードなどに格納された電子証明

害で，入カデータやサーバから送倍されたあらゆるデータ

に対して電子署名を付与することができる。また，サーバ

側の署名検証のモジュールは，ピュアJava直）によるマル

チプラットフォームサポート， JIS規格に準拠した署名・

署名有効性延長を行えるなどの特長を持つ。電子署名を活

用することで利用者との取引で法的に有効なエビデンス

を残すことができる。応用事例として，利用者が金融取引

の申請にICカードで電子署名を行うシステムなどへの採

用が進んでいる。

署名検証

申請画面
証明書を発行

署名・検証ソリューションを活用したシステム構成

く取り扱い：三菱爾機インフォメーションシステムズ（掬 TEL:03-5445-7327 > 

圃米国企業改革法(SOX法）に短期間で対応する IT統制インフラシステム ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇--

IT Management Infrastructure System for Sarbanes Oxley Act 

米国企業改革法(SOX法）に対応した内部統制管理の強

化を目的として，次の 4システムからなるIT統制インフ

ラを開発した。

(1) 特権IDモニタリングシステム

(2) アクセスログ収集・分析システム

(3) 文書管理・ライブラリ管理システム

(4) メールアーカイブシステム

このシステムの導入によって，既存インフラヘの影響を

最小に抑えた形で，①アクセスログの分析・モニタリング，

②システム改ざんによる財務係数の不正発生防止，③濫査

証跡保存などが一元的に行えるようになり，経営基幹シス

テムヘのIT統制を短期間で容易に実現することができる。
IT統制インフラシステム

く取り扱い：三菱磁機インフォメーションシステムズ（掬 TEL:03-5445-7381 > 

麗 SOA時代の ERP導入を推進する ‘‘MELEBUS-mfg6.1" ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"MELEB US -mfg6. J": Templates for Rapid Introduction of ERP System by Adopting SOA 

これまでERP(Enterprise Resource Planning)システム

の短期導入を支援するためのリファレンスモデルとして開

発してきた “MELEBUS旧）’'に対し，更なる活用を目指す

ために， SOA(Service Oriented Architecture)の手法を取

り入れた “MELEBUS-mfg6.l"を今回開発した。サービス

の単位にテンプレートを分割することによって，必要な

サービスのみをSAP国） ERP本稼働システムに取り入れる

ことが可能となった。

リファレンスモデルとして活用するだけではなく，その

まま‘‘本稼働システムの一部”としてこの製品を使用するこ

とで，設計負荷や構築作業が軽減され，その結果ERP導入

期間の更なる短縮を図ることができる。
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MELEBUS 

Template 

MELEBUS-mfg6.1（テンプレート）をサービスに分割して適用

く取り扱い：三菱軍機インフォメーションシステムズ（即 TEL:03-5445-7450 > 
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■中国市場に対応した統合ドキュメント管理システム ‘‘ManedgeLeader’'中国語版 一◇ー一◇――◇――◇――◇--

"Manedge Leader" Chinese Version :Integrated Document Management System for China 

統合ドキュメント管理システム “ManedgeLeaderけJ:)’'は，

登録／閲覧／検索／ワークフロー／ライフサイクル管理と

いったドキュメント管理機能に加え，全文検索機能を搭載

して効率的な情報活用を実現し， H本国内で多くの販売実

績を持つ。今回，中国市場をターゲットとして“Manedge

Leader’'中国語版を開発した。中国語版では， GUI

(Graphical User Interface)を中国語化するとともに，中

国語が記載された電子文書や図面，イメージ文書を高精度

に検索可能な多言語全文検索エンジンを新規開発して搭載

した。現在，中国のパートナー企業と契約し， 日本での導

人実績から得た業務文書管理のノウハウを生かしながら，

製造業や政府系機関を中心に，拡販を進めている。 Manedge Leader中国語版の画面

く取り扱い：三菱姐機インフォメーションシステムズ（掬 TEL:03-5445-7608 > 

■ QRコード認識と上下正転機能を実現した三菱 FAXOCRシステム ‘‘MELFOS" ――◇――◇――◇――◇――◇--

"MELFOS": Mitsubishi FAXOCR System 

"MELFOS直）’'は，ファックス特有の受信画像の傾斜，

縮小，汚れ，かすれ等に強い高性能な認識機能を持つ

FAX OCR (FAX -Optical Charactor Recognition)製品であ

る。今回新たに，①QRコード偉）認識機能と，②ファック

ス画像の上下正転機能を開発し，ファックス取り扱い業務

の効率アップを実現した。

QRコードは，帳票情報を多く記録できる。例えば，食

品業界では，卸売業者と中小メーカー間で多様なファック

スがやりとりされるが， QRコードで正確に自動仕分けす

ることで人手を介する作業を減らすことができる。また，

上下正転機能は，逆向きや横向きに送付されてきたファッ

クス画像の方向修正を自動的に行うものであり，従来はオ

ペーレータが人手で行っていた方向修正作業が不要となる。

の上下正転棧能ファックスで受信した綬票テータの正しい向きを判別して，自動回転する機能

舅
国図

咲票種別 A鬱丑日 誤り訂正可能なQRコードの例

テキスト饗筐璽固

帳票種別 8 ［欠け1［縦線1［コマ含1［縮小1［かすnl
まとめてファックス送信した場合で
も， QRコード付きのOCR娯票を
喀切り＂として， MELFDS側で恨

覧丑豆
票の自勁仕分けを実施できる。

•I QRコード： QuickResponse code 
• 2 OCR : Optical Character Recognition 

"MELFOS’'を活用したファックス取り扱い業務の流れ

く取り扱い：三菱爾機インフォメーションシステムズ（掬 TEL:03-5445-7426 > 

1111動産・債権担保融資モニタリング・システム ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Asset Based Lending Monitoring System 

金融業界の新しい融資形態として注目されている“動産・

債権担保融資(AssetBased Lending : ABL)” で，管理面

の要となるモニタリングを効率化するシステムを開発した。

動産は不動産に比ベモニタリングを頻繁に実施しなければ

ならないのが特徴で，多くは担当者が直接現地を訪問して

調査を行っている。このシステムでは，①coco-
DATES⑪)機能（写真の撮影位置時間及び写真の信憑（し

んびょう）性を保証），②RFID(Radio Frequency IDenti-

fication)機能（現物添付で，動産の詳細な情報や過去の調

壺履歴を記録）などを装備しており，調在報告書の自動作

成が可能である。このシステムを利用し，債務者に写真撮

影を任せることで，金融機関側担当者は現地調査に出向く

回数を減らしつつ，効果的なモニタリングが可能となる。

7.情 報

GPSホ衛星

＼ F 4 'ニー」 f → 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
l 

* GPS : Global Positioning System 

動産・債権担保融資におけるモニタリングシステムの活用

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションシステムズ（梱 TEL: 03-5445-7602 > 
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■人材派遣業務支援システム “AvailStaff" ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"Avai!Stajf": Support System for Tempora1y Staffing Service 

大規模事業者にまで対応可能な人材派遣事業者向け業務

支援システム “AvailStaffwn（アベイルスタッフ）”を開発し

た。このシステムは，人材管理，請求処理，売掛・入金処

理といった基本的な範囲に留まらず，立替金管理，給与処

理社会保険処理常業活動を支援するSFA (Sales Force 

Automation)機能を含んでおり，人材派遣事業をトータル

でサポートする。主な特長としては，①仕事斡旋（あっせ

ん）の自動メール配信機能，②比例配分など複雑な計算が

行える有給休暇管理機能，③WebやFAXOCR (FAX -

Optical Charactor Recognition)を用いた勤怠管理機能，

④FB (Firm Banking)用に全銀データを出力する給与管理

機能，⑤入金管理における業界初の自動消し込み機能など

があり，大幅な業務効率化が図れる先進的なシステムである。

■JavaScriptによる広域販売管理システム ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Wide Area Sales Management System with JavaScript 

―
-
=
-
＿
ー
＿
＿

全国に営業拠点を持つある会社向けに， JavaScript⑪)

ベースのWeb開発フレームワークを用いた広域販売管理

システムを構築し納入した。主な特長は次のとおりであり，

開発フレームワークを活用することによって効率的なシス

テム構築を実現している。

一般的な販売管理機能に加え，内部統制機能を網羅し

た各種の機能（案件フォロー・承認ワークフロー・アク

ションメッセージ機能など）を実現

(2) HTML(Hyper Text Markup Language) / JavaScriptで

基幹業務系のユーザーインタフェース要件にあった操作

性を実現

(3) 全国に設置された約500台の端末からのトランザク

ションに対して十分な応答性能を確保

(1) 

顕
客
（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）

AvailStaffがサポートする業務関連図

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションシステムズ（株 TEL: 06-6444-7147 > 

* 1 IP-VPN: Internet Protocol-Virtual Private Network 
*2 HTTP : HyperTextTransfer Protocol 

JavaScriptによる広域販売管理システム処理

ス
タ
ッ
フ

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションシステムズ（松 TEL: 052-212-1637 > 

■後期高齢者医療制度に対応した住民情報システム ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Information System Enabling to Handle the Newly Introduced Japan's National Health Insurance System for People Aged 75 and Older 

2008年4月 1日から後期高齢者医療制度が施行された。

この制度は，各都道府県の後期高齢者医療広域連合が保険

者となって，被保険者の資格管理業務と賦課業務及び給付

業務を行い，各市町村は保険料の徴収業務を行うものであ

る。また，同時期に後期高齢者保険料及び国民健康保険料

（税）の年金からの天引き（特別徴収）についても開始される

こととなった。そこで，三菱電機住民情報システムパッ

ケージ“METROCSけJ:),＇に後期高齢者対応システムを追加

開発するとともに国民健康保険税システムを始めとする

他の関連業務システムの改修を行うことによって対応した。

その結呆，市町村における特別徴収への対応を含め，後期

高齢者の保険料徴収業務の効率良い運用を実現した。

•------► 1 し

*LGWAN : LooaI GovernmentWIde Area Network 

後期高齢者対応システム全体概念図

く取り扱い：三菱姐機インフォメーションシステムズ（梱 TEL: 092-262-7568 > 
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i11基幹業務パッケージ“会計指南'“給与指南”.NET版 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--
Business Package Software‘、KAIKEI-SHINAN" and "KYUYO -SHINAN".NET Version 

会計パッケージ“会計指南（注），＇を経理部門向けソリュー

ション，給与パッケージ‘'給与指南国），＇を人事・総務部門

向けソリューションの中核と位置付け． VisualBasic国） 6.0

からVis叫 Studio⑪ )2005に移行するとともに内部統制

支援などの機能を強化した製品を開発した。

“会計指南”は，企業会計をトータルサポートする，経理

部門向けソリューションの構築が可能である。今回，次の

機能拡張を行った。

(1) 基本機能の拡張として項目けた数拡張（勘定科

の対応を更に強化して，テーブル参照（二次元表）機能を

追加し，計算式機能強化を図った。

“会計指南"“給与指南”は， ‘‘ALIVESolution直），＇（経理・

人事・総務部門向け業務支援ソリューション）と連携して，

経理・人事・総務部門の業務効率化のみならず，企業の戦

略経営をサポートする。

目，部門など） l経理部門向けソリューショ叶 □[臼翌部門向けソljューションl
(2) 内部統制支援機能

。操作ログの記録

。経済産業省“システム管理基準追補版”への対応

“給与指南’'は，給与関連業務をトータルサポー

トする，人事・総務部門向けソリューションの構

築が可能である。今回，次の機能拡張を行った。

(1) 基本機能の拡張として項目けた数拡張（所属，

部署など）

(2) 内部統制支援機能

。操作ログの記録

R一般会計

R支払管理

●本支店自動仕訳

0固定資産管理

0リース資産管理

●手形管理

OWeb経費

伝票入力

●給与計算

●就業システム
●ワークフロー
0年末調整申告

●給与買与

明細配信

経理部門，人事・総務部門向け統合ソリューション

(3) “給与指南’'の特長である多様な項目定義・賃金体系へ く取り扱い： （株j三菱砥機ビジネスシステム TEL:03-5309-0662 > 

Illシステム構築のためのプラットフォーム活用標準 ‘'MIWESTA/PF" ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

、、MIWESTA/PF": Platform Infi'astructure Standard for System Development 

"MIWESTA（注）（MDISWeb Development Standard)/PF" 

は， Webアプリケーションソフトウェアを開発する上で

の基盤となるオープンプラットフォームの選定，活用にか

かわる標準であり．各社プラットフォーム製品を組み合わ

せて所定の品質や性能を確保することを目的としている。

MIWESTA/PFでは，システムを構築する場合の設計手法

大規模システムの構築経験

大規模＆ミッションクリテイカルシステムを
数多く経験したノウハウの集大成

三菱電機グループ会社との連携

基盤設計から

運用・保守までワンストップで対応

ビジネスパートナーとの連携

密な連携による強固なサポート体制

ガイド（プラットフォーム設計ガイドライン）と，それを支

援するツール（プラットフォーム設計支援ツール）を用意し

ている。今後仮想マシン (VirtualMachine)などを含む

新技術への対応を強化し，支援範囲の更なる拡充を図って

いく予定である。

プリケーションアーキテクチャ
計の専門集団

オープン環境での基盤フレームワーク MIWESTA

く取り扱い：三菱姐機インフォメーションシステムズ（即 TEL:0467-41-3867 > 
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■健康管理・医療向けセキュアネットワークサービス ー一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Secure Nenvork Service for Health Care 

医療情報の交換はISDN(Integrated Services Digital 

Network)，専用線等の閉域網しか認められていなかった

が，暗号化・認証技術等の普及によって，厚生労働省のガ

イドラインが改定され，インターネットの利用も可能と

なった。それに伴い， IPsec(Security Architecture for 

Internet Protocol) + IKE (Internet Key Exchange)と電子

証明書を用いてガイドラインに準拠したセキュアネット

ワークサービス(it)をリリースした。セキュアネットワー

クサービスでは， VPN(Virtual Private Network)ソフト

とUSB(UniversalSerial Bus)トークン（電子証明書）で容

易な導入，簡単な操作を実現した。 2012年度までに全医療

機関，薬局のネットワーク化が計画されており，このサー

ビスも多数の導入が見込まれる。また今後医療の地域連携

等の新サービスヘの適用や医療以外の分野での利用が期待

できる。

111無線型 Internet-VPN "Air VPN" ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

健康管理・医療向けセキュアネットワークサービス

く取り扱い：三菱電機惜報ネットワーク（梱 TEL:03-5276-6821 > 

"Air VPN": Wireless Internet VPN Service 

＇冒＿―一＿
l-

三重＿―

第三懺代携帯電話のアクセス方式W-CDMA (Wideband 

Code Division Multiple Access)の拡張技術であるHSDPA

(High Speed Downlink Packet Access)が標準化され．各

主要通儒キャリアがこれを用いた高速モバイル通信サービ

スを開始した。また．モバイル通儒に使われるPCカード

を搭載可能な暗号化ルータも製品化され，これらの技術を

利用して新しいインターネットVPN(Virtual Private 

Network)サービス “AirVPNwl,＇をリリースした。従来は

ADSL (Asymmetric Digital Subscriber Line)やFTTH

(Fiber To The Home)等の有線回線を用いており，ビル

管理者との調整や構内工事，及び長い納期が必要であった

がこのサービスはモバイル通信と暗号化）レータを組み合

わせて，有線回線なしにインターネットVPNの構築を実

現する。短納期で開通可能であるため，移設が頻繁に発生

点 1

- -J 

i「VPN接続拠点

|
_
1ー

1
1一

点

,＿_＃拠

ネットワーク構成

く取り扱い：三菱虚機情報ネットワーク（梱 TEL:03-5276-6821 > 

する小規模拠点に最適なサービスである。

圃新しい認証方式‘‘マトリクス認証サービス” ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Matrix Authentication 

従来のワンタイムパスワードによる本人認証は，パス

ワードを生成するデバイスとセンターに設置される認証

サーバ間で同期を取り．本人認証を行っていた。これに対

してマトリクス認証噴）は，毎回異なる数字をランダムに

碁盤目状に並ぶ表を用いてワンタイムパスワードを生成す

る新しい技術である。“マトリクス認証サービス＂では，マ

トリクス表に位置パターンを初期登録し，次回以降，決め

られた位置パターンに表示される数字がワンタイムパス

ワードとなる。デバイスの携帯が不要で，盗難や紛失・故

障・消耗などのトラブルや運用負荷の軽減が可能となる。

例えば「 L」というイメージを 次回以降登録した位箇パター
位置パターンとしてマトリクス ンに表示される数字がワンタイ
表に初期登録 ムパスワードとなる。

（マトリクス表の文字列は毎回
異なる。）

この場合のパスワードは，
「7931306」

マトリクス認証の画面遷移

く取り扱い：三菱虚機情報ネットワーク（樹 TEL:03-5276-6821 > 
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8 映像情報 Visual Information 

1111!1ホームシアタープロジェクタ “LVP-HC?OOO" ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Home Theater Projector "LVP -HC7000" 

ブルーレイの普及や地上波・ BSデジタル等のインフラ

整備により，今後需要が見込まれるホームシアター市場向

けハイエンドプロジェクタとして，フルHD(High Defini-

tion)対応機“LVP-HC7000” の開発・製品化を行った。主

な特長は次のとおりである。

(1) 新開発の光学補償板と，光量をリアルタイムに制御す

る当社独自開発の高速・高精度オートアイリスによって，

コントラスト70,000:1以上を実現，従来機種より大幅

に画質を向上させた。

(2) 意匠塗装は黒を基調とした流線型デザインにUV

(Ultra Violet)塗装を施すことによって，業界屈指の高

級感を演出，また見る方向によって外観の変化が楽しめ

る新たなフォルムを採用，ユーザーの所有満足度を訴求

(3) 意匠構造の工夫と冷却効率の最適化によって，業界最

高レベルの静粛性(17dB, ランプモード低時）を実現，

ファンノイズに煩わされることなくフルHD映像を満喫

できる。

した。 LVP -HC7000の本体

11データウォール用リアプロジェクタ ‘‘PH70シリーズ'’ ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"PH70 Series" : Rear Projector for Data Wa11 System 

北米・欧州及び国内監視制御市場向けデータウォール用

リアプロジェクタ， 67型高解像度SXGA+ (Super eXtended 

Graphics Array+)リアプロジェクタ “VS-67PH70U” 及び

"L VP-67PH70”の製品化を行った。

SXGA+(l,400 x l,050)DLPほ）（DigitalLight Processing) 

チップと150Wランプの採用によって，輝度570cd/m2, コ

ントラスト比1,800: 1を達成した。

この製品は高精度投射レンズと高精度ミラー補正機構に

よる低歪（ひずみ）化を実現し基本性能を向上させた。

映像信号処理系については，オプションボード形式の採

用とオーバーレイ機能の搭載によって， 1面あたり最大4

画面までのオーバーレイが可能となり，小規模システムの

構築が容易となっている。

さらに長寿命ファンの採用によって，信頼性向上ととも

に省メンテナンス化を実現した。

今後，中国市場向け製品の追加， 50~ 80インチまでの

サイズ展開及び高輝度180Wランプの追加を行い， ライン

ァップを強化する。

VS-67PH70U 
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1111111 監視用レコーダ “DX-TL608" ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Digital Recorder/or Surveillance "DX -TL608" 

ATM無人店舗，小売店などの中規模監視システムから

コンビニエンスストアなどの小規模監視システムまで幅広

＜適用でき，小型サイズながら高機能・高画質・高性能な

ハイスペック普及機型監視用レコーダを製品化した。主な

特長は次のとおりである。

(1) 省スペース設計で狭い場所にも設置可能，縦置きも可

能で他機器への組み込みが容易。外部シリアルバス

(USB)端子装備による外部メモリ拡張機能搭載。大容量

化と高速・高画質化：大容羅 1TBのハードデイスクを

内蔵し，長時間の高画質・高速記録を実現。リアルタイ

ムライブ画表示機能(480フィールド／秒），高速録画機能

(120フィールド／秒），動画圧縮方式のMPEG-4 (Mov-

ing Picture Experts Group phase 4)を搭載

(2) 訴求機能：①縦置き可能な省スペース小型設計，②シ

リアルバスによる外部メモリ拡張，③GUI(Graphical 

User Interface)機能搭載による見やすいメニュー表示，

④マウスによる簡単設定・簡単操作が可能，⑤XGA

(eXtended Graphics Array)モニタ出力標準装備，⑥

ネットワーク監視にも対応

DX-TL608 

1111111 ディスプレイモニタ用簡易カラーマネジメントツール ‘‘EASYCOLOR!2" ―◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"EASYCOLOR! 2" : Color Management Tool for LCD Monitors 

近年のデジタルカメラやインクジェットプリンターの普

及・高性能化に伴い，写真愛好家を中心に写真データを自

宅で印刷するアプリケーションの需要が拡大している。写

真データを印刷する場合，印測前のデイスプレイによる確

認とプリンターによる印刷結果の色あいの違いが発生する

おそれがあり，カットアンドトライによる作業時間やラン

ニングコストの増加が課題となる。これに対応するための

手段としては，従来プロユースのカラーセンサを用いたカ

ラーキャリブレーションシステム等が応用されているが，

一般の写真愛好家向けとしては，コストや使い勝手の面の

課題があり，より簡単かつ低コストなソリューションの

ニーズがある。当社は，これらのニーズにこたえるカラー

マネジメントツール“EASYCOLOR!(it)2” を開発した。こ

のツールは，色調整用のチャートと調整用ソフトウェアに

よって構成され，デイスプレイの白色点の輝度及び色度を

ウイザード形式のGUI(GraphicalUser Interface)によって

目視調整し，対応したデイスプレイ用カラープロファイル

を自動的に生成・インストールを行い，デイスプレイのカ

ラーマネジメント環境を構築する。

EASYCOLOR!2の構成
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■デジタルモノクロプリンター “P95Dシリーズ'’ ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Digital Monochrome Printer "P95D Series" 

高画質高速，高品質を実現した感熱デジタルモノクロ

プリンター “P95Dシリーズ’'を開発した。この製品は主と

して，超音波診断機などの医療機器に組み合わせて利用さ

れる。

主な特長は次のとおりである。

(1) 最高濃度OD2.0(0pticalDensity 2.0)を超え，発色特

性や色目の最適化によって大幅な画質改善となる専用新

感熱紙を開発した。

(2) 新サーマルヘッドによる画質改善また高速化，小型

化に加え，印画余白の短縮によるランニングコスト改善

など多くの特長を持つ新プリンターメカを開発した。

(3) サーマルヘッドの制御を最適化し，画像の拡大補間機

能を内蔵する新画像処理ASIC(Application Specific IC) 

を開発し，新感熱紙新プリンターメカと合わせて画質

改善や高速化を実現した。

■地上／ BS/CSデジタルチューナーを搭載したマルチメディアワイド液晶ディスプレイ ‘‘MDT221WTF" ――◇--

"VJSEOMDT221WT『 FullHD LCD Monitor with Built -in Tuner for Terrestrial Digital/ BS/ 110 CS Broadcast 

P95DW（海外向けモデル）

当社初の地上／ BS/CSデジタルチューナーを搭載し

たマルチメデイアワイド液晶デイスプレイ “VISEOシリー

ズ”として “MDT221WTF” を2008年11月に発売した。この

製品では，パソコンモニタ及びTVを含め， 22インチクラ

スとしては最大級の解像度を持つフルHD(High Defin-

ition)パネルを採用し，大画面TVにも引けをとらない高精

細で美しい映像を提供する。また，パソコンモニタとして

の本来の性能も遣憾なく発揮し，パソコン＋TVの2画面

表示， TV予約， リニアフェイズ音声補正など多彩な機能

も持つ。

単なるパソコンモニタとTVを融合した製品という枠か

ら一歩踏み出し，ワンランク上の付加価値を創出した，今

後の広がりを大いに予感させる製品である。

ー
VISEO MDT221WTF 

■32インチ ‘‘VISEOLITEシリーズ'’ ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"VISEO LITE Series" 32 -inch WXGA, Low -power LCD Monitor 

近年の環境問題の高まりによって，環境配慮型設計を施

した，各種電気電子機器が多く活用されるようになってき

ている。当社は， 32型業務用大型デイスプレイとして，液

晶パネルのバックライト構造，及び光学フィルムの構成を

見直した低消費電力型液晶パネルを採用することによって，

機器の消費電力を大幅に低減した。一方で，装備，機能に

ついては，ユーザーのニーズにこたえるために，種々の映

像信号に対応した豊富な映像入力端子を備え，加えて，マ

ルチ画面対応のタイリング機能， RS232Cによる遠隔操作，

監視機能，多彩なデジタルズーム機能，縦置き表示可など，

従来機種とほぼ同等性能をキープした “VISEOLITEは）シ

リーズ”を開発した。

8. 映像情報
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9 住環境 Living Environment 

1111熱い食品を冷ます手間なく，おいしく冷凍できる＜熱いまま‘‘急っど＇瞬冷凍＞搭載冷凍冷蔵庫 ◇――◇――◇--

Refi"igerator -fi"eezer with New Technology Named "Atsuimama Kyutto Shunreitou" to Freeze Hot Food Quickly Retaining Flavor without Any Pre -cooling Process 

まとめ買い傾向の増加や，食品の安全志向の高まりから，

冷蔵庫には冷凍保存機能の充実が求められている。当社冷

蔵庫に搭載の，冷凍した食品がサクッと切れる“切れちゃ

う冷凍(1J:)’'や，瞬間微粒子凍結で食品をおいしく冷凍でき

る“瞬冷凍⑪）’'はその例で，高い評価を得ている。冷凍保

存機能に対する最近の要望では，熱いご飯などをそのまま

冷凍したいというニーズが高まっている。今回，食品を熱

いまま冷まさずに入れられて， しかも“瞬冷凍’でおいし

く冷凍できる＜熱いまま“急っど＇瞬冷凍＞を新たに搭載し

た。瞬冷凍ルーム（切替室）の可動式赤外線センサ“温感ムー

ブアイ’'が，熱い食品の温度とエリアを素早く感知し，‘‘ツ

インダンパー’'で冷気を吹き分けて熱い食品を急速に冷ま

したあと，“瞬冷凍”で凍結するのが特長である。さらに大

容最の冷凍室をすっきり収納する“空間上手 動くんバー”

を搭載し，冷凍室の収納力，使い勝手を向上させた。また，

電力を抑えめに運転する “ECO'’ モード機能を新たに搭載

し，操作パネルに葉っぱと “ECO” のマークを表示するこ

とで省エネルギーの見える化を提案した。

Eシリーズ MR-E55P 

■三菱空調用ロータリ圧縮機の進歩 一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Evolution of Rota,y Compressors for Mitsubishi Air -conditioners 

当社空調用圧縮機は，独自の要素技術に立脚したブレー

クスルーの継続によって，省資源化・高効率化を追求して

きた。ルームエアコン用SNB形圧縮機は， 2001年度にポキ

ポキ集中巻モータを採用。 2003年度には正弦波ドライバの

導入によって排除容積を9.2ccから13ccへ拡大し，高出力

化に対応した。 2005年度には希土類磁石採用による高効率

空調用圧縮機への革新技術導入

13cc 

（ミo)翌1批呉忍)L}`mみ'-

125「 8 2cc 

120 
／ 

115 

110 

105 

100 

胃95

化とコンパクト化を実現した。さらに2007年度には，圧縮

機密閉容器と内部のメカとの固定で従来一般的であった

アークスポット溶接に代わり，当社独自の革新的生産技術

“熱かしめ固定”を実用化した。低歪（ひずみ）の特性を活用

した設計による効率改善と， 30％以上の排除容積拡大を実

現し，大幅なダウンサイジングによる省資源化を達成した。

|アークスポット固定II熱かしめ固定 I
外観断面 外観断面

希土類磁石

◎ 
I②排除容積拡大→ダウンサイジング

2000 200 l 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 

年度

当社従来機種 新機種

l 7.5cc(l 3.8kg) l 7.2cc(8.4kg) 

空調用圧縮機への革新技術導入
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11 IHクッキングヒーター用冷却構造 一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Cooling System for IH Cooking Heaters 

IHクッキングヒーターの加熱コイル駆動用のインバー

夕回路を冷却する新しい構造を開発した。主な特長は次の

とおりである。

(1) 基板ケースとファンケースを風路を兼ねて一体化する

ことで，部品点数を削減し，ユニット化によって組み立

で性の向上を固り，コンパクトで低コストの冷却構造を

実現した。

(2) IHクッキングヒーターの本体形状に合わせて専用

ファンを設計した。従来デッドスペースとなっていた部

分を活用することで，ファン外径を拡大し高静圧化を実

現。 2007年度品に対して約 4dBの低騒音化を実現した。

二〉
＼ 

基板ケース兼
ファンケース

一体型冷却構造

■電気の使いすぎを抑制する家庭用省エネルギーデマンドシステム ー一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇--

A Residential Demand Control System for Energy Conservation 

増加する一方の家庭のエネルギー消費を削減することが

重要な課題となっている。家庭内の電気の使いすぎを監視，

お知らせするとともに， IHクッキングヒーターやエアコ

ン等，家庭内で多く電力を消費する機器の能力を自動的に

制御するデマンドシステムを開発した。分電盤に設置した

センサで電力使用量を計測し，家電機器は無線通信を介し

て制御する。無線通信の採用によって，既築住宅でも簡単

に設置することが可能となる。また，電気容最の低い既築

集合住宅でも， IHクッキングヒーター使用時にブレーカ

を落とさず安全に使用することができ， IHクッキングヒー

ター等，オール電化の普及を推進し，安全，安心，快適な

生活を提供する。

: 

家庭用省エネルギーデマンドシステム

Ill樹脂鉄心高効率 DCファンモータ ー◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

High Efficiency Brushless DC FAN Motors with Iron Mixed Plastic Core 

ルームエアコン用室内・室外DC(Direct Current)ファ

ンモータは，省エネルギー性能の向上と静粛性の両立が課

題だった。磁石の形状にあわせたバックヨークを射出成形

によってプラスチック磁石と一体に成形することで，モー

タの高効率化と低騒音化を同時に実現した“樹脂鉄心ロー

タ”を開発した。軟質磁性粉末と樹脂を混合した複合材料

を用いて，偏肉形状のプラスチック希土類磁石と一体射出

成形した樹脂鉄心ロータによって，磁極の中心への磁束集

中による高磁力化と，ロータ表面の磁束密度分布を滑らか

にすることによってルームエアコン用DCファンモータの

効率を室内・室外用それぞれ 2％向上（室内82→84%，室

外84→86%）と騒音増大を抑制した。

9. 住環境

ルームエアコン用室内・室外 DCファンモータ
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■パンも焼ける IHクッキングヒーター℃S-G38VNシリーズ” ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

IH Cooking Heater "CS-G38VN" with Bread-Baking Function on Built-in Grilldish 

付属専用lIIl“グリルデイッシュ’'搭載によって，業界初の

グリルで手軽にパンが作れるビルトイン型 IHクッキング

ヒーター℃S-G38VNシリーズ”を開発した。主な特長は

次のとおりである。

(1) 本体に付属の専用lIIl“グリルデイッシュ＂を搭載するこ

とによって，パン・ハンバーグ・チーズケーキ等様々な

グリル調理を実現した。特に“パン’'は専用の“パン焼き

機能”によって，発酵から焼きの工程まで簡単な操作で

短時間に調理することを可能とした。

(2) グリル庫内には“炭コーティング”を施し，遠赤外線の

放射率を約10％アップすることで秋刀魚等の焼き魚をこ

んがり焼き上げ，さらにグリル扉に“熱線反射ガラス”を

採用し，庫内の焼きむらの改善を実現した。

(3) 火カダイヤルを左右にはっきり分けて配置し，操作間

違いを防ぐことができる。また，‘‘切りタイマ’'操作も前

面操作部ダイヤルで簡単にできるように改善をした。天

面操作部の文字も従来品より 1.3倍の大きさにし視認性

の向上を図った。

CS-G38VNWS 

■業務用エコキュート“サニーパック QECO" ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Commercial Ecocute "Sunny -Pac Q ECO" 

ホテルや福祉施設，工場社員食堂や風呂，給食センター

など中～大規模給湯施設向けに，単体容最としては業界初

となる40kW級自然冷媒CO2ヒートポンプ給湯機（業務用エ

コキュート）“サニーパック QECOりJ:）’'を発売した。高効率

圧縮機搭載によって定格COP(Coefficient Of Performan-

ce)は4.1を達成し，設置面積は当社フロン冷媒給湯機に比

ベほぼ半減した。夜間電力利用蓄熱に対応し，燃焼式給湯

機に比ベランニングコストが約 1/ 3, CO2排出最も約

40％削減できる。給湯機出湯温度上限90℃，入水温度上限

63℃と広範囲な運転温度帯を実現し，蓄熱槽容最低減で設

置スペースを縮小した。追い炊き機能搭載によって燃焼式

ポンプ

給湯システム
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給湯機からの転換も容易にした。

主な技術的特長は，広い使用範囲に対応するため，冷凍

サイクルにアキュムレータを用いることなく，余剰冷媒を

処理する内部熱交換器（吸入加熱回路）を設けたこと， また

冬期の除霜運転で除霜能力と圧縮機の信頼性を確保するた

め，従来の貯湯槽内温水を熱源とした除霜サイクル（リ

バースサイクル）に代えて，ホットガスバイパスデフロス

トを採用したことである。

予 しホットガ、スバイパス回路

→ → 

交換器

ェコキュート冷媒回路
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Ill釜底トリプルリング旧搭載圧カジャー炊飯器 “NJ-TX10" —•——•——•——•——•——•——•——•--
Pressure Rice Cooker "NJ -TXI o" with乃iple-Ring Induction Heating 

釜底トリプルリング構造と新保温機能を搭載し，一年中

おいしく炊飯できる超音波圧力田情）ジャー炊飯器“NJ-

TXlO"を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 釜底を均等に加熱させる“釜底トリプルリング”に胴周

り／蓋（ふた）ヒーターを加えた“五重全面加熱”を実現，

内釜全体の炊きむらを抑え，ご飯の硬さ分布約41％改善

と還元糖最約 6％アップ

(2) 3つのセンサで構成される“全面みてますセンサ’'（釜

底センサ感度 3倍）搭載で，炊飯に最適な火加減調整を

実現

(3) おひつに移したごはんと同等の温度（約60℃)で 8時間

維持する‘‘たべごろ保温’機能で，保湿効果約 7％アップ

（釜底トリプルリング〕

I側面 中央

と黄ばみ約40％抑制 超音波圧力 IHジャー炊飯器 NJ-TX10

璽浮遊している微細塵（じん）まで吸引するクリーナー “TC-AH/BHシリーズ' -◇――◇――◇――◇――◇--

Vacume Cleaner that Catches Floating Microdust 

掃除しながら床面と床上のハウスダストを吸い取り，ア

レル物質を抑制する “w（ダブル）エアハウスダストクリー

ン機構”を搭載した“スタミナストロングエア’'をはじめと

する，サイクロン式3機種と，紙パック式 3機種を2008年

8月から発売開始した。主な特長は次のとおりである。

(1) ブラシ裏面と上面の 2つの吸引口からハウスダストを

吸い取り，アレル物質を抑制する “W（ダブル）エアハウ

スダストクリーン機構＂を搭載

(2) 2つのキャスタと大きな車輪で本体の転倒を防ぐとと

もに，走行時の安定感を実現した“本体4車輪”を搭載

(3) 本体にホースを巻き付けることで，掃除後にリビング

に置いても違和感や圧迫感がないコンパクト収納が可能

TC-AH15P 

TC -BH15P 

Ill飲料用デザインクーラー ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Refi・igerated Beverage DisplC1)1 Cases 

顧客との共同開発によってスーパーマーケット向けデザ

インクーラーの製品化を実施した。開発コンセプトは，①

飲料製品の陳列箇所数拡大をねらう機材，②デザイン性を

重視したインパクトのある機材，③ユーザー視点でだれに

でも扱いやすい機材，であり， これらのコンセプトを基に

開発した。

一番の特長としては，ケース正面の柱に赤と青の高輝度

LED (Light Emitting Diode)を取り付け，冷蔵棚には青点

灯・加温棚には赤点灯によるサインで存在感をアピールし

た。ほかにも，移動性を重視した大きな移動用ハンドル＋

大型キャスタの採用や，扱いやすさを考慮し蛍光灯カバー

のフルオープン化などユニバーサルデザイン要素も取り入

れた。

9. 住環境

デザインクーラー
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Ill三菱 LED照明器具 “AKARI-LEDsダウンライトシリーズ” ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Mitsubishi LED Lighting Equipment "AKARI -LEDs Down Light Series" 

LED (Light Emitting Diode)を使用した照明器具の新シ

リーズとして， ミニクリプトン電球60Wと同等の明るさで

は業界最高水準の消費効率56lm/W, 及び長寿命を実現し

たLED照明器具を発売した。ミニクリプトン電球60Wと

比べ消費電力は54Wから7.6Wへ約 1/7の省エネルギー，

寿命は2,000時間から40,000時間となり約20倍の長寿命，年

AKLD1000WN 

間のC仇排出最は年3,000時間使用した場合， 61.2kgから

8.6kgとなり 52.6kg（約86%）削減することが可能となる。

埋込穴直径85mm, 器具高さ70mmのコンパクトでスマー

トな形状にした。光色と演色性の異なる 4機種をライン

ァップし，幅広い用途に対応することが可能である。

発売の概要

タイプ 形名 色温度 総ハ衷ロ口ロ歪効自率 平評均価演数色

AKLDlOOOWN 5,000K 56 lm/W 70Ra 
効率重視タイプ

AKLDl OOOWL 2,BOOK 47 lm/W 70Ra 

AKLDlOOlWW 4,000K 36 lm/W 92Ra 
演色性重視タイプ

AKLDl OOlWL 2.BOOK 31 lm/W 92Ra 

圃ふろ配管自動洗浄“バブルおそうじ'’エコキュート ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Heat Pump Water Heaters with Auto Cleaning System by Microbubbles for Bath Pipes 

マイクロバブルでふろ配管を自動洗浄する“バブルおそ

うじ機能”を搭載した自然冷媒CO2ヒートポンプ式給湯機

（エコキュート）を2008年 6月に発売した。ふろ配管洗浄の

ため専用のマイクロバブルノズルを搭載し，気泡径lOOμm

以下のマイクロバブルを生成させる。

管コ眉ろふ

鬱

栓

l

水

O
-
1
,`さ

排トー上文
排水栓を
抜く

入浴後におふろの排水栓を抜き水位が一定レベル以下に

なると，浴槽の水をポンプで循環させながらマイクロバブ

ルを生成させ，熱交換器とふろ配管を洗浄する（バブル循

環洗浄）。さらに浴槽の水がほぽなくなったことを検知す

ると，注水してマイクロバブルを生成させ，ふろ配管を洗

浄する（バブル注水洗浄）。これらの動作によって，いつで

もクリーンなお湯を実現している。

．．．．丁「l......
1鬱

水位が下がる（浴櫃アダプター付近）と
99バブル循景洗浄＂開始

磁マイクロバブルを含んだ水が， Jぷろ配筐内を循覇する。

ふろ配管

水がなくなったら“バブル注水洗浄＂開始
磁マイクロパブルを含んだ水でふろ配管内の汚れ
を洗浄し，排水するc

SRT-HP37W3 自動洗浄の仕組み

國ヒートポンプ式温水暖房システム‘‘エコヌクールピコ” ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Heat Pump Type Hot Water Heating System "Econucool Pico" 

オール電化対応のヒートポンプ式温水暖房システムを開

発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 最大暖房出力6,7kW(50℃出湯時）， 4部屋 (4ゾーン），

延べ最大40畳＊まで床暖房対応可能

(2) 独自の温水温度，流麓自動可変制御によって高効率化

を実現，当社従来比約10%，灯油，ガス熱源比約50~

60％の維持費低減を実現

(3) ガスボイラの温水温度に近い60℃出湯を実現，既築ガ

スボイラからの置換が可能＊

(4) 冷温水温度設定自在なチラー機能搭載，パネルヒー

ター，冷水放熱器，土間蓄熱などにも使用可能

＊ 住宅性能，外気温など制約条件あり ェコヌクールピコ（注）のシステム構成
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l 0. FA及び産業メカトロニクス Industrial Automation Systems 

10璽 1 FA制御機器・システム Automation & Drives Control Systems 

II iQ Platform対応シーケンサ ‘‘Ethernet内蔵 QnU" ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

iQ Platform Programmable Controller "MELSEC-Q Series QnU with Built -in Ethernet Port" 

圧倒的なパフォーマンスを誇るiQPlatform m)対応シー

ケンサ “QnUシリーズ”に， ‘‘Ethernetりし）内蔵QnU’'を追加し

た。特長を次に示す。

(1) Ethernetユニットの機能をCPU(Central Processing 

Unit)に一体化することによって， システムコストの低

減と省スペース化を実現した。

(2) プログラミングツールとCPUの 1対 1接続では， IP

アドレス設定不要の簡単接続を可能とした。また， 1対

nの構成でも，ネットワーク上のCPUを検索し， IPアド

レスがわからないCPUでも，簡単接続を可能とした。

(3) プログラム容量が100kステップと200kステップの機

種を追加し， Ethernet内蔵QnUとして全 7機種をライ

ンアップすることで，柔軟な機種選定を可能とした。

Ethernet内蔵 QnUシリーズマルチ CPUシステム

圃 iQPlatform対応 C言語コントローラ ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

iQ Platform C Controller 

iQ Platform直）対応C言語コントローラは，マイコンボー

ドなどのC言語資産を流用できるリアルタイムOSを搭載

したコントローラであり，従来の“MELSECml_Qシリー

ズ”C言語コントローラから大幅に機能・性能を向上した

製品である。主な特長は次のとおりである。

(1) マルチCPU(Central Processing Unit)間高速通信に対

応し，モーション制御等のタクトタイムを短縮すること

が可能

(2) Ethernet（注）を 2チャネル搭載し，装置の稼働率向上

や生産性向上に向けたリアルタイムな通信が可能

(3) "Qシリーズ”の豊富なCPUユニット，ネットワークユ

ニット， I/0 (Input/ Output)ユニット，インテリジェ

園 Ethernetベースオープンネットワーク℃C-Link IE" 

Ethernet -based Open Network "CC-Link IE" 

℃C-Link IE"は， Ethernet（注）ベースのオープンな制御

ネットワークであり，‘‘オープン化＂によるコスト低減と製

品レパートリー拡大，‘‘統合化”による情報系／制御系連携

をねらい，生産設備システム全体の最適化に貢献すること

を目的としたネットワークである。 CC-LinkIEの特長は，

①Ethernet技術の採用による高速通信と大容量ネット

ワーク型共有メモリの実現，②サイクリック伝送の定時性

保証機能による高信頼性の確立，③ケーブル不良箇所の検

出や診断画面による高いメンテナンス性，④プロセス・ニ

重化・安全CPU(Central Processing Unit)対応による幅広

いアプリケーションヘの適用が可能などが挙げられ，世界

でデファクトスタンダードのネットワークになるための要

素を持ち合わせている。

10. FA及び産業メカトロニクス

ント機能ユニットを活用することで，柔軟なシステムを

構築可能

高信頬＆長期安定供給IIマイコンボードでの
で将来も安心！ ！ 

開発スタイルを維持，
C, C+＋も活用可

モーション制御．
Dl・DO制御．

ネットワークなど
整った環境

メンテナンスコストをII 。装置の 1 | FAを知り尽くした
大幅に削減！ コンハクト化を実現！ 三菱だから安心

iQ Platform対応 C言語コントローラ

◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

サーボ

CC-Unk IE 
モーションネットワーク

CC-Unk IE 
フィールドネットワーク

* OPC : Object Linking and Embedding for Process Control 

CC-Link IE全体システム構成イメージ
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■マイクロシーケンサ ‘‘FX3Gシリーズ'’ ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Micro Programmable Logic Controller "FX3G Series" 

マイクロシーケンサとしての手軽さを継承しながら，更

なる性能向上を図った普及形シーケンサ“FX3Gシリーズ”

を発売した。当シリーズは， 128点までのシーケンス制御

を担い，次の特長を持つ。

(1) 各種演算機能を充実，処理速度も約 3倍に高速化

(2) プログラムとレジスタを共に 4倍に大容最化

(3) アナログ及び通信用機能拡張ボードを 2台接続でき，

拡張性が向上(40/ 60点タイプ）

(4) 高速カウンタ．位置決め等の内蔵機能を強化

(5) USB (Universal Serial Bus)通信機能を内蔵し，パソ

コンからのアクセスを高速かつ容易化

(6) プログラム盗難防止のためセキュリティ機能強化

FX3Gシリーズシーケンサ

1110シリーズ高速多軸位置決めユニット “QD74MH8" "QD74MH16" ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Q Series High-speed Multi-axis Positioning Module "QD74MH8" "QD74MHJ6" 

タクトアップして生産性を向上したいという要求や，多

軸を 1ユニットで制御しコスト削減や盤を小型化したいと

いう市場ニーズにこたえるため， ‘‘Qシリーズ’'高速多軸位

置決めユニット “QD74MH8/16"を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) ユニット 1台で最大16軸を制御し，複雑な制御を必要

としない軸数の多いシステムに対応

(2) 使用軸数に関係なく，既存の位置決めユニットの 2倍

高速となる0.88msの演算周期を実現

(3) 最大 4軸までの直線補間運転や連続軌跡制御が可能

(4) 光通信方式の高速同期ネットワーク (SSCNET（注） III)

に対応

QD74MH8 0D74MH16 

Ill SSCNET皿対応2軸一体ACサーボアンプ “MR-J3W" ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Mitsubishi 2-in-1 AC Servo Amplifier "MR-J3W" with SSCNET Ill Interface 

SSCNETw愧I対応“MELSERVom>-J3シリーズ”に， 2 

軸一体ACサーボアンプ“MR-J3W” を新たに開発し，サー

ボアンプのラインアップを充実させた。

MR-J3Wは， 1台のサーボアンプで 2台のモータを駆

動することで，従来機種2台設置時と比較し，サーボアン

プの設置面積を約25％削減し装置の小型化に貢献する。ま

た，通信及び電源ケーブルを 2軸で共通化することで配線

工数も削減できる。

さらに， 2軸一体構造によって実現した新しい高付加価

値機能（干渉制御）を追加した。この干渉制御は 2軸間の干

渉振動を抑制し，装置の高速化と高精度化を同時に実現す

ることができる。
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SSCNET皿対応2軸一体 ACサーボアンプ MR-J3W 
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■ダイレクトドライブモータ ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Direct Drive Motor 

位置決めの高精度化・回転の高梢度化・装置の小型化を

目的として， “MR-J3シリーズ”サーボアンプ対応のダイレ

クトドライブモータを開発した。ダイレクトドライブモー

タは減速機構を持つ方式と比較し，高精度な駆動，かつク

リーンな運転が可能である。当社が開発したダイレクト

モータの特長は次のとおりである。

(1) 自社開発した高分解能のエンコーダによって，高精度

位置決め・高精度回転を実現

(2) 独自の生産技術と高度な電気設計技術によって，モー

タの小型化を実現

(3) 中空構造によって様々な用途に活用することが可能

ダイレクトドライブモータ

■三菱 CNC"700VSシリーズ” ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

MITSUBISHI CNC "700VS Series" 

アジア・新興市場でのエ作機械需要の増加に伴い，この

地 域でも高級機向 けのCNC(Computerized Numerical 

Control)が求められるようになってきた。そこで， 2006年

に市場投入した三菱CNC"70シリーズ”の上位機種にあた

る三菱CNC"700VSシリーズ”の開発を行った。

新開発ハードウェアによって， PLC(Programmable 

Logic Controller)演算性能を従来比でおよそ 5倍， CNCの

性能指標である 1ブロック処理能力を1.2倍に向上させた。

また，大容量化した加工プログラムのデータ入出力を行う

ために，普及したUSB(UniversalSerial Bus)メモリのサ

ポートが求められており，このシリーズでは表示器前面に

USBメモリインタフェースを標準に搭載することで，デー

タ入出力に関する利便性を向上させた。

10.2 メカトロ機器 Industrial Machinery 

三菱 CNC700VSシリーズ

■新型プリント基板穴あけ用レーザ加工機 ‘‘ML605GTF-5150U" ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

New Laser Processing Machine for PCB Drilling‘、ML605GTF-5!50U"

デジタル化・ユビキタス化の進行によって，半導体市場

規模は安定して増加しており，半樽休高集積化に伴う加工

穴数増加のため，パッケージ分野向けのレーザVIAの需要

は今後マザーボード分野を上回るペースでの増加が見込ま

れる。

このような背景のもと開発した“ML605GTF-5150U” は，

超高速ガルバノと新開発の 4ビーム同時加工光学系の組み

合わせによって，従来機よりも生産性を大幅に向上させ，

パッケージ基板加工で業界トップクラスの生産性を達成し

た。加工穴品質についても，独自の光学技術の採用によっ

て，最新のパッケージ基板材料に対して，高品質・高精度

な小径穴加工を実現した。

10. FA及び産業メカトロニクス

ML605GTF -5150U 

91 



1111新型形彫放電加工機 ‘‘EA-VADVANCEシリーズ’' -―◇――◇――◇――◇ 

Mitsubishi New Sinker EDM "EA -V ADVANCE Series" 

"M700CNC (Computerized Numerical Control)"を搭載

した．サイズの異なる 3種類の新型形彫放電加工機

"ADVANCEシリーズ”を開発した。

(1) 15インチ液晶タッチパネルによって，優れた操作性を

実現。様々な加工形状に合わせた最適加工条件検索と簡

単プログラミングが可能である。

(2) 現場での三次元CADデータの有効活用を可能とし，

面積認識や放電加工前の切削流取も考慮した加工条件の

最適化を実現。新V電源とともに加工性能を向上した。

(3) Web経由でのシステム更新や加工条件ノウハウ，保

守ガイドサポートにも対応可能である。

(4) 省エネルギー V電源クラス最小の設置面積と池量を

実現。オプションの充実化によって製品力を強化した。

形彫放電加工機 EA12VADVANCE 

EA -V ADVANCEシリーズの主要仕様

項目 EABPV-A EA12V-A 

ストローク XXYXZ (mm) 300X250X250 4QQX300X3QQ 

テーブル寸法 幅X奥 (mm) 500X350 700X500 

加丁槽内寸 幅x奥X尚 (mm) 770X500X230 850X600X350 

電極最大質量 (kg) 25 50 

ワーク最大質鼠 (kg) 550 700 

電源型名 FPBOV-A 

制御装置型名 C31EA-2 

EA28V-A 

650X450X350 

850X600 

1,100X8l0X450 

200 

2,000 

10.3 基幹機器 Distribution Control Equipment & Rotating Components 

1111スーパ一高効率モールド変圧器 “EX-IIシリーズ'’ ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

High Efficiency Encapsulated-winding Distribution Transformer "EX -II Series" 

配電用モールド変圧器はトップランナー変圧器＊1に移行

しているが，更なる低損失化へのニーズにこたえ “EXシ

リーズ”をラインアップしている。今回EXシリーズの更な

るコンパクト化を図り “EX-IIシリーズ”として発売した。

その特長は次のとおりである。

(1) 省エネルギー基準達成率＊2150％を実現。最高級グレー

ドの磁区制御電磁鋼帯の適用と巻線の漂遊損低減技術を

反映し，高負荷領域まで低損失化を実現

(2) 変圧器騒音レベル基準値＊3よりも lOdB減を実現

(3) 三相750kVA, 1000k V Aの巻鉄心構造を見直しコンパ

クト化を実現。床面積は従来比で約28％低減＊［電気室，

配電盤への収納が容易

スーパー高効率モールド変圧器 ‘‘EX-IIシリーズ”

* 1 特定機器の特性枯準値である“エネルギー消費効率の基準値＂を満足

した変圧器のことで．業界で定めた呼称である。

*2 エネルギー消費効率の（トップランナー基準値／代表値） X100を示す。

* 3 変圧器の騒音レベルの基準値： JEM-lll8。
*4 三相1000kVA50Hzの例を示す。

1111“KCシリーズ’'電源側プラグイン遮断器 一◇――◇――◇――◇――◇-＿◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"KC Series" Plug -in Circuit Breakers 

分電盤用遮断器“KCシリーズ＂に，電源側プラグイン仕

様品を追加し，分電盤設置後の容戴変更や回路増設作業を

容易にした。主な特長は次のとおりである。

(1) 盤の省施工対応

ワンタッチ取付けによる盤の製作時間短縮と取替え工事

時の停電時間短縮

(2) 盤のコストダウンに貢献

分岐導体が不要となり，盤の輻寸法縮小，部品点数削減
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(3) 盤の信頼性向上

ねじ締め不要の構造によって，締付け忘れを防止し，ね

じの増し締めの必要がなく，保守作業を軽減

NV100-KC 3Pプラグイン
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■ノーヒューズ遮断器・漏電遮断器 (400~ 800Aフレーム）用新形操作とって ◇ー一◇――◇――◇――◇――◇--

New Type a/Operating Handles/or MCCB and ELCB介om400A Frame to 800A Frame 

安全性と使いやすさを追求した400~ 800Aフレーム用F

形操作とって• V形操作とってを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) IEC 60204-1, JIS B 9960-1（機械類の安全性ー機械

の電気装置）の安全基準に適合

(2) 遮断器本体と組み合わせて断路機能に適合

F形操作とって（ブレーカマウントタイプ）

(3) 保護等級(IEC60529, JIS C 0920)は， F形はIP54,

V形はIP65にそれぞれ標準品で適合

(4) UL508A（工業用コントロールパネル）に規定されたパ

ネルにも適用可能なUL489登録品も品ぞろえ

(5) 小型遮断器用操作とってと合わせて， 32Aフレームか

ら800Aフレーム用までのシリーズが完成

V形操作とって（ドアマウントタイプ） （固定式）

■三菱電子式マルチ指示計器 “ME96NSR" ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Mistsubishi Electronic Multi -measurering Instrument "ME96NSR " 

アジア市場向けに，受配電設備の電気最を計測表示し，

かつ遠隔監視用に多彩な出力機能を備えた電子式マルチ指

示計器を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 海外主流のDIN（ドイツ連邦規格）サイズ96mmx96mm

に適合

(2) 大型バーグラフと 3段のデジタル表示を備え， 4つの

計測要素を同時に表示可能

(3) ModBus通信 CC-Link（注）伝送アナログ出力をライ

ンアップし．監視システムヘフレキシブルに対応。さら

に．本体設置後にも取り付けられるアドオン構造

(4) デジタル人・出力機能を備え，電気量の計測監視と同

時に遮断器の状態監視や遠隔操作などを 1台で対応可能

となり，盤内の省配線，省スペース化に有効

三菱電子式マルチ指示計器 ME96NSR

■大手通信事業者向け長時間・高効率 UPS"AX-Pシリーズ” ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

、、AX-P Series UPs''with Long Time Backup and High Efficiency for Information Providers 

急速に普及している光ファイバ通信サービス（電話，テ

レビ，インターネット）では，電源障害による機器停止は

大きなサービス低下となる。このため，通信サービス機器

向けの高効率UPS(Uninterruptible Power System)を開発

した。

(1) 停電補償時間の長時間化(10分⇒60分）

停電事故によるUPSバックアップ時間中の復旧作業を可

能にし，通信サービス低下を防止

(2) 搭載するバッテリーの長寿命化(5年⇒10年）

保守部品費40％削減，交換作業費を50％削減

(3) 約10％の効率改善(85％⇒95%)

従来の常時インバータ方式から階調制御インバータ方式

の採用で1,500万円／年の電気代削減(5kVA. 500台使用時）

3.0kVA品
AX-Pl OR-3.0K ＇ 
5.0kVA品
AX-Pl OR-5.0K 

※バッテリーは本体とは別置き

AX -P1 OR -3.0K / 5.0K (3.0kVA品， 5.0kVA品）
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l l．自動車機器 Automotive Equipment 

11. 1 パワートレイン・シャーシ Powertrain & Chassis 

■自動車のアンダーステア予兆検出技術 ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Understeer Detection Method for Vehicle EPS Systems 

自動車用電動パワーステアリング(EPS)のセンサ信号を

用いた，アンダーステア予兆検出技術を開発した。

アンダーステアとはハンドルを切っても車両が曲がらな

い現象であり，急カーブなどで前輪がグリップカを失うこ

とによって発生する。

これまで操舵（そうだ）のアシストを行うことが目的の

EPSに対し，前輪のグリップカ低下を検出するセンサ機能

を付加することで，早期のアンダーステア検出が可能に

なった。この技術によって， トラクション制御装置や横滑

り防止装置など安全性向上のための様々なシステムに，

EPSを応用することができる。
EPSによるアンダーステア予兆検出の様子

■車載用小型圧カセンサ℃APSV" ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"CAPS V" -Miniaturized Pressure Sensor for Automobile 

より一層の小型，低価格，高精度，高信頼性化要求に対

応するため，機能の最適分配による個々の部品の最小化，

ロスを減じた構造・エ法の採用等によって，車載用として

は“世界最小•最軽麓＇となる圧カセンサを開発した。

このセンサでは検出素子の基材にSOI(Silicon On 

Insulator)を使用し，ダイアフラム厚の薄化と精度確保と

いう相反する技術要素を両立させ，検出素子として当社現

行品比85％体積減の超小型化を実現した。また，機械的強

度を持つ接合部位への接着剤レス化を図り，ロススペース

の排除，工作性の向上とあわせて，エンジン制御用という

厳しい環境下での接合信頼性の大幅な向上（当社現行品比）

を実現している。

CAPS Vの外観と内部構造

■HEV用第三世代パワーユニット 3G-IPU ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Third Generation Power Unit.for HEV 

ー

近年，地球規模での環境負荷低減の要求が高まっている

中，燃費改善と排出ガスに含まれる有害物質低減の両立を

ねらった車両として，ハイブリッド電気自動車(HEV)が，

次世代のパワートレイン技術として定着しつつある。

当社は， 2001年に車載用として世界に先駆けて第一一世代

パワーユニット (IPU), 2004年に更なる小型化を実現した

第二世代IPUを批産した。そしてこのたび，基本構成は第

一世代IPUを踏襲しつつ，主要構成部品に材料，生産技術

の進化を適用し かつ， トフンスファーパワーモジュール

の内部配線にダイレクトリードボンデイングを採用し，第

ー匪代IPU体積比70％に小型軽最化を実現した第三泄代

IPUを開発した。

3G-IPU 
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■デジタルノック制御システム ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Digital Knock Control System 

ェンジンの高出カ・低燃費化には，点火時期

を最適位置に制御することが有効であるが，異

常燃焼（ノック）も発生しやすいため，ノックの

発生を精度良く検出して点火時期を制御する必

要がある。この検出方法として一般的には，ノッ

クセンサによってエンジンの振動を検出し，ア

ナログ回路を用いてノック成分を抽出する方法

が採られているが，性能向上のためには回路規

模が増大する等の問題があった。

これらの間題を解決するため，今回，デジタ

ル処理によってノック成分を抽出，処理する

ノック制御システムを開発した。これによって，

設計自由度を向上（複数周波数帯信号抽出，信

号解析方法変更ほか）でき，回路規模を増大さ

せることなくノック検出性を向上させることが

できた。

デジタル処理
(OFT: Oise「eteFourier Transform) 

~複数周波数帯のノック信号
を抽出 (f1. f2•. ..) 

ノック判定

~各周波数のノック信号を解析
（ピーク値，稿分値など）
~迎転状態ことにノック信号解析＇情報
を選択あるいは組み合わせること

で，ノック 0「非ノックを判定する。

デジタルノック制御システム概要

麗樹脂成形のランナ最適化計算 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Runner Optimaizationfor Plastic Molding Process 

樹脂射出成形では，製品以外のランナ部にも樹脂を消費する。

このランナ径をトライやCAE(ComputerAided Engineering) 

に頼らず，成形性を満足しつつ最小となるように計算する

ソフトウェアを開発し，当社製作の金型に適用している。

このソフトウェアは，樹脂特性や成形条件を選択・入力

した上でランナ径を設定すると，充填（じゅうてん）性の指

標となるP（圧力）／n（粘度）を即時に算出する。このPlJJ 

をランナ径ごとに数パターン比較・検討することで最適な

ランナ径を設定し，金型製作を進めることができる。

このソフトウェアの導入によって，過去実績より平均

18％のランナ部樹脂量の軽減及び累積55t/年の樹脂量削減

の効果が得られており，今後も改善と運用を進めていく。

〔

ランナ（樹脂： PA66)

ランナの最適化

Ill小型ブラシレスモータ組込型スマートコントローラ ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Smart Controller with Small Brushless Motor 

近年， 自動車の排ガス規制と燃費改善への要求が一段と

強まっており，各種エンジン制御機器をより精密に制御で

きるモータ式アクチュエータの需要が増加している。車載

用途のモータとしては，耐久性の高いブラシレスモータが

適しており，エンジン制御ユニットとの親和性に優れた

モータ組込型スマートコントローラを開発した。

主な仕様と特長は次のとおりである。

(1) 制御対象： 3相ブラシレスモータ (30W)

(2) 寸法： W56x Hl8 x D60 (mm) （当社従来比 1/4) 

(3) 動作周囲温度：ー40℃~125℃（エンジン直付可能）

(4) 通信： CAN(Controller Area Network) SAE (Society 

of Automotive Engineers) ]1939準拠

11. 自動車機器

(5) 自己診断機能：制御エラー，各種故障検出機能あり

モータ組込型スマートコントローラ
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111111軽四輪車用小型・低電流燃料ポンプモジュール ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Compact and Low Current Fuel Pump Module for Light Vehicle 

原油価格高騰等によって軽四輪車の経済的優位性が増す

中で，燃費向上に貢献できる小型・軽最で消費電流の低い

燃料ポンプモジュールを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 燃料ポンプ本体への高効率インペラ採用による低電流

化

(2) 燃料フィルタの濾（ろ）材形状（折り幅）最適化と，フラ

ンジとの一体化による小型・軽量化

(3) プレッシャレギュレータホルダと燃料ポンプホルダの

一体化による小型・軽量化

この結果，従来品に対して体積40％減，質量27％減，消

費電流30％減を達成した。 軽四輪車用小型・低電流燃料ポンプモジュール

11. 2 インフォテイメントシステム Infotainment System 

111欧州カーメーカー向けリアシートエンタテインメントシステム ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Rear Seat Entertainment System for European Car Maker 

高性能なUI(UserInterface)機能を持った欧州カーメー

カー向け，ヘッドレスト後部取付けタイプの 8インチ

Wide VGA (Video Graphics Array) (480 x 800)リアシート

エンタテインメントシステムを開発・量産化した。

高性能グラフィックエンジンを搭載した画像処理ICを

採用するとともに， UI開発ツールを導入することで，高

度化したUIを短期開発で実現し，さらに32ビットマイコ

ンを用い， Freetype fontレンダリングで15か国言語に対

応したタイトル表示などの文字表示を可能にした。また，

厳 しい車載温度環境に対応したLED(Light Emitting 

Diode)バックライトシステムを開発することによって，

環境負荷の少ない，水銀レス化に対応した。
実車装着状態 (Display部， Player部）

illll車載用 DVDシングルメカニズム ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

DVD Single Mechanism for Car Audio 

近年，カーオーデイオの高機能化に伴い，製品内が高密

度となってきており，薄型モジュールの要求が増大してい

ると同時に，高密度下における温度上昇を抑制する必要性

が高まっている。これらの要求を受け，薄型かつ，従来機

種よりも低い電源電圧で動作可能なDVD(Digital Versatile 

Disk)シングルメカニズムを開発した。さらに，①VR

(Video Recording format)対応，②高倍速再生，③高速ア

クセスの高機能，高性能化を図りつつ，基板形状の最適化

を図り，従来機種よりコストの低減を実現した。

主な製品仕様は次のとおりである。

(1) 寸法： Wl40x Dl27.5 x Hl6 (mm) 

(2) 質量： 400g
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12．半導体・電子デバイス Semiconductors & Devices 

12. 1 パワーデバイス Power Semiconductor Devices 

11111 "L 1 / S 1シリーズ”1PM ―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

"LJ / SJ Series" 1PM 

IPM (Intelligent Power Module)の主な産業用途である

サーボ市場におけるパワーデバイスの低損失化の要求にこ

たえるために， ‘‘Ll/Slシリーズ”IPMを開発し製品化

した。 L1 /S  1シリーズIPMはフルゲートCSTBT国）

(Carrier Stored Trench Gate Bipolar Transisitor)を採用

し，特性を用途に最適化して低損失化を実現した。

さらに， L1シリーズは従来の“Lシリーズ”と共通のパッ

ケージを使用し互換性を維持したことに加え，新小型パッ

ケージをラインアップに追加した。また， S1シリーズは

従来の“S-DASHサーボシリーズ”の主電極端子をねじ端

子化し汎用性を向上させたことに加え， 200A/ 600V, 

lOOA / 1,200Vの製品をラインアップに追加した。

L 1 / S 1シリーズ 1PM

11111 DIP-IPM大型 Ver.4 ◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--
Large -scale DIP -IP M Ve1:4 

トランスファーモールドタイプのIPM(Intelligent Pow-

er Module)として，パッケージエアコンや産業用モータ

などの大容麓化とインバータ基板の小型化に対応するため，

従来の“Ver.3シリーズ”と同等の大きさで定格霞流を75A

まで拡大した大型“DIP(Dual In -line Package) -IPM国）ぷ

Ver. 4シリーズ(50, 75A / 600V)"を開発した。この製

品は，従来の樹脂による絶縁方式に替えて熱伝尊の優れた

絶縁シートを採用し，熱抵抗を従来比約30％低減させて温

度上昇を抑えた。また，パワー素子には新たに独自に開発

した低オン電圧の第五世代フルゲートCSTBT（注）（Carrier

Stored Trench Gate Bipolar Transistor)を搭載した。こ

れらによって従来品と同等の実装面積ながら定格75Aを実

現し，インバータ基板の小型化，インバータ効率向上に貢

献する。

DIP-IPM大型Ver.4
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12.2 高周波・光デバイス High Frequency & Optical Semiconductor Devices 

II超低雑音 HEMT対応ゲート形成技術 ――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

Gate Electrode Fabrication Technolo四forSuper Low Noise HEMT 

衛星通信システムの受信用半導体素子としてKu帯低雑

音GaAsHEMT(High Electron Mobility Transistor)を 開

発中である。このデバイスの高性能化，餓産に向けては，

①ゲート・ソース電極間容量の低減，②電子ビーム (EB)

篠光装置の処理能力向上の両立が不可欠となる。

今回，ゲート電極形成用EBレジストとして，高感度・

高解像度・低耐熱性などの特長を持つメタクリレート系材

料を新たに採用した。デバイス性能に直結するゲート長の

短縮と，基板・電極間距離の拡大を図り，断面Y型形状の

ゲート電極形成を実現した。また， EB露光装置の処理時

間も従来の 1/2に短縮し， 2008年度から量産適用を開始

した。

従来材料によって形成したT型ゲート電極新材料によって形成したY型ゲート電極

ゲート電極断面の SEM（走査型電子顕微鏡）写真

｀さII XLMD-MSA対応 43Gbps変調器集積 LDモンユール ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

XLMD -MSA Compliant 43Gbps Modulator -integrated LD Module 

インターネットトラフィックの急激な増加に伴って，通

信ネットワークの伝送容羅拡大が急がれており，幹線ネッ

トワークやルーター相互間の光インタフェースでは，従来

のlOGbpsより高速な40Gbpsへの移行が活発となっている。

国際 的 な 規 格 で あるXLMD-MSA (40Gbit/ s Miniature 

Device-Multi Source Agreement)に準拠した変調器集積

LD (Laser Diode)モジュールを製品化した。変調器集積

LDとドライバICとを同一のパッケージに格納することに

よって，光送受信器の部品点数削減と小型化を実現する。

また，モジュールとデジタル信号処理回路との差動接続に

は，高速通信で実績のあるSMPM(SubMiniature Push -

on Miniature)型コネクタを採用しており，通信機器メー

カーなどでのシステム設計が容易である。

XLMD-MSA対応モジュール FU-697SEA

1160GHz帯高アイソレーション MMICスイッチ ー◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

A 60GHz High Isolation MMJC Switch 

ー

ミリ波帯通信やミリ波帯レーダの市場が高まりつつあり，

ミリ波システムの高性能化，低コスト化にはミリ波帯で動

作するデバイスの集積化，ー1本化が有効である。特に集積

化には，デバイス間の高いアイソレーションが必要なこと

から，今回，スイッチング素子として用いたトランジスタ

の構造を最適化し，オン時の挿入損失を増加させることな

く，オフ時のアイソレーションを向上させる新しい回路技

術を適用することによって， 60GHz帯で挿入損失L4dB,

アイソレーション45dBのRF(RadioFrequency)信号切替

MMIC(Monolithic Microwave IC)スイッチを開発した。

この技術は， ミリ波帯アプリケーションに適用可能な基盤

回路技術として応用でき， ミリ波幣通信やミリ波帯レーダ

の高性能化，低コスト化が可能となる。

60GHz帯高アイソレーション MMICスイッチ

＊この研究は総務省委託研究“ミリ波無線装骰の高能率化技術の研究

開発”の一環として行われた。
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12. 3 液晶表示デバイス Liquid Crystal Display Devices 

1111111 タッチパネルを組み込んだ TFT-LCDモジュール ー一◇ー一◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

TFT-LCD Module with Touch Screen タッチパネル組込 5.0型／ 8.4型の仕様

産業用TFT-LCD (Thin Film Transistor-Liquid Crystal 

Display)では，人カデバイスとしてタッチパネルと組み合

わせて使用されることが多く， タッチパネル機能を組み込

んだTFT-LCDの需要が多い。そこで今回，アナログ抵抗

膜方式のタッチパネルをTFT-LCDモジュールに組み込ん

だ5.0型ワイドVGA(Video Graphics Array)及び， 8.4型SVGA

(Super VGA)のTFT-LCDモジュールを製品開発した。

TFT-LCD組立てを行うクリーンルームで，一貰生産で

タッチパネル組み込みを行うことから，高品質かつ安心し

て使用できるタッチパネル組み込みTFT-LCDとしての提

供が可能となった。 * l 表面の明るさの度合いを表す単位
* 2 Complementary Metal Oxide Semiconducto「

* 3 Low Voltage Oiffe「entialSignaling 

* 4 Light Emitting Diode 
* 5 Cold Catnode Fluorescent Lamp 

1111白色 LEDバックライト搭載産業用 TFT-LCDラインアップ

White LED Back!ight TFT-LCD Line -up for Industrial Use 

これまでTFT-LCD (Thin Film Transistor-Liquid Cry-

stal Display)モジュールのバックライトには，主にCCFL

(Cold Cathode Fluorescent Lamp)が採用されてきたが，

低温時の輝度特性，立ち上がり特性の改善，輝度調光範囲

の拡大，水銀不使用などのメリットによって白色LED

(Light Emitting Diode)が光源として着目されている。そ

のようななか，他社に先がけて産業用TFT-LCDとして白

色LED搭載12.1型SVGA(Super Video Graphics Array). 

5.7型VGA機種を発売したが，今回6.5型， 8.4型VGA. 8.4型

SVGAで白色LEDを光源としたTFT-LCDモジュールを開

発した。放熱設計の最適化によって，様々な環境下で使用

される産業用TFT-LCDとして十分な光源寿命 6万時間

（最小値）を達成し，従来のCCFLを超える長寿命を実現した。

―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

白色 LEDバックライト 6.5型VGA/8.4型VGA/8.4型SVGAの仕様

項目

表示サイズ(mm)

ドット数

AA065VD01 I AA084VGOl I AA084S80l 

132~土悶(V)I 1 70 [`三；V）1 1 70 :`~3：悶V)
1 640XRGB(H)X480(V) jBOOXRGB(H)X600(V) 

画素ピッチ(mm) '0207(H)X0207(V) I0267(H)X0267(V) 0213(H)X0213(V) 
画素配列 RGB縦ストライフ

表示モード ノーマリーホワイトTN

表示色 26万色（各色6bit) 26万色（名色6bit)/
1677万色（各色8bit)

インタフェース CMOS立 6bit LVDS''6/Bbit 
視野角方向 6時
（コントラスト最大）

輝度(cd/m筍＊t 700 800 600 
w 154 D 199 5 199 5 

外形(mm) H 121 0 149 0 1490 
D 11 0 11 5 l l 5 

パックライト光源 I 
と

エッジライト方式，白色LED

* 1 表面の明るさの度合いを表す単位 ＊3 Low Voltage Differential Signaling 
* 2 Complementary Metal Oxide Semiconductor 

111周囲温度に応じて動画表示性能を向上させた高速応答 TFT-LCD -―◇――◇――◇――◇――◇――◇――◇--

High Speed Response TFT-LCD Suitable for Moving Picture in Wide Ambient Temperature Range 

各種産業用，車載用の表示機器では，静止画像だけでな

く，動画が表示されることが多くなってきている。当社の

産業用，車載用LCD(Liquid Crystal Display)は広い温度

範囲での動作保証を特長としており，動画表示でも広い温

度範囲にわたって良好な画質を実現する高速応答のTFT

(Thin Film Transistor) -LCDを開発した。

LCDモジュールには温度センサを装備し，周囲の温度

に追従して，最適な液晶加速電圧パラメータを選択する温

度補償型FFD(Feed Forward Driving)を持つタイミング

コントローラICを新たに開発した。

これによって，広い周囲温度環境で，スクロール画像や，

テレビ画像などの動画コンテンツを， くっきり鮮やかに表

示できるようにした。

100 

。
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---e-：温度補償型 FFDなし

.... -：温度補償型 FFDあり

動画特性向上

l-20 20 40 

周囲温度（℃）

周囲温度による中間階調間の平均応答時間

。
60 80 

ー
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社外技術表彰一覧表

2007年12月～2008年11月受買分

受伐順に掲載

●（社）情報処理学会

第15回マルチメディアと分散処理ワークショップ

優秀論文賞／ベストプレゼンテーション賞

「動的リソース管理ミドルウェアの実装」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・村山和宏

O（柏計測自動制御学会関西支部

平成19年度シンポジウム若手研究発表会優秀発表賞

「Ajax応用GIS危機管理支援システム」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•坂入威郎

●（独）情報通信研究機構 JGN2アワード 先端・基盤技術賞

「最子暗号通1言の既設ファイバ網通信試験」

情報技術総合研究所 ………………松井 充，長谷川俊夫

●（財）省エネルギーセンター

平成19年度第18回省エネ大賞 資源エネルギー庁長官賞

「小型モーターminima搭載換気扇」

中津川製作所

●（財）逓信協会第53回前島賞

「次戦代共通鍵暗号方式「Camellia」の開発と国際標準化」
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•松井 充

●システム制御情報学会 システム制御情報学会 奨励賞

「PassiveRadar System Using a Reflection of Satellite」
先端技術総合研究所 ………………………………田辺智子

●（社）日本機械学会

2007年度日本機械学会関西支部賞（技術賞）

「CO2冷媒インジェクション対応二段ロータリ圧縮機の開発」

先端技術総合研究所 ……………横山哲英，幸田利秀

関屋慎，佐々木圭
静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..前山英明

●ヒューマンインタフェース学会 第9回学術奨励賞

「複数点検出可能なアナログタッチパネル」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・駕野浩之

●（社）電子情報通信学会

平成19年度学術奨励賞

「低遅延機能を搭載したMPEG-2HDTVエンコーダの実現」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大澤淳真

「基板を用いた狭壁面プローブ挿入型樽波管電力分配器」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•安部素実

「コグニティブ無線用 0.4GHz-5.8GHz帯マルチバンド

SiGe-MMIC送受1言ダイレクトコンバータ」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•堤 恒次

「直並列／並列形保護用高耐電カスイッチの解析」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・半谷政毅

「FET共振器を用いた一括分岐形SPNTスイッチの低損失設

計法」
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・半谷政毅

「チャープパルス圧縮の距離シフトを用いた速度補正を行う

パルス間コヒーレント積分方による測速度性能の改善」
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..影H 聡

「2値終端抵抗装荷広帯域小型スパイラルアレーアンテナJ

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山口 聡

「キャビティ装荷シングルテーパスアレーアンテナ」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山口 聡
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●IEEE AES Japan Chapter 2007年度学術奨励賞

「複数センサ間の到来時間差／ドップラー周波数差を利用す

る追尾フィルタ」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..高林佑樹

●（社）電気学会優秀論文発表賞

「固定子鉄心の応力分布を考慮したモータの鉄損解析手法に

関する検討」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..中野正嗣

O（社）日本電気協会 関東電気協会

第75回電気関係事業従業員功績者表彰考案表彰

最優秀賞

「7.2kV密閉形複合絶縁スイッチギャ「MG-VA」の開発」

受配電システム製作所 ………………井上直明，山地祐一

三菱電機エンジニアリング（掬 ……………………森藤英二

先端技術総合研究所 ……丸山昭彦，金 太炊，高橋和希
「ケーブル特定技術の開発・改良」

電カプラント建設センター ……黒岩正大，奥村庸志

上原裕二

本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・加福 徹， 桑名善太郎

上野尚志

「瞬冷凍技術の開発」

住環境研究開発センター ………松本真理子，井坂久夫

藤崎里子

静岡製作所 …••…..…••…••………•坂本克正，半田真須美
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•平敷 勇

「小形換気扇用コンデンサモーター「07SSモーター(MINIMO)」
の開発」

中津川製作所 …………出口 学，亀山正樹，坪内剛史

池田康博，山口秀哉

優秀賞

「広域分散型系統制御システムの開発」

系統変電システム製作所 ……………尾上 浩，伊東進治

有本雅昭，塚原研

「設備機器遠隔監視プラットホームの開発」

群馬製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..鈴木繁樹

住環境研究開発センター ……………小泉吉秋，小宮紀之

中田成憲，久代紀之

樋熊利康

「コンビニエンスストア向け冷凍・空調複合システムの開発」
住環境研究開発センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....田中航祐

冷熱システム製作所 ……山下浩司，山下哲也，佐多裕士
静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高橋佳宏

「デイスク式加湿器の開発」

住環境研究開発センター ……………小林昭彦，志賀 彰

竹内史郎

三菱電機ホーム機器闊 ………………柳内敏行，佐藤明久

小 森 谷 亮
「メタルハライドランプ用小形点灯装置の開発」

住環境研究開発センター ………………• •………•福田秀樹
オスラム・メルコ（株~ ....................................高月 努

「圧縮機停止位相制御の開発」

住環境研究開発センター …………坂廼邊和憲，山田倫雄

静岡製作所 ................................................水井宏典

●（社）日本機械学会

奨励賞（技術）
「ロータス型ポーラス銅ヒートシンクの開発」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•千業 栂

日本機械学会賞（論文）

「細線温度センサの応答特性と応答補償」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・加藤健次

名古屋工業大学大学院 ………………田川正人，太田安彦
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●兵庫県産業労働部

平成20年度兵庫県発明表彰兵庫県発明賞

「高周波電力増幅器」

高周波光デバイス製作所……………太田 彰，井上晃

「半尊体レーザー」

高周波光デバイス製作所 ……………山口 勉，西田武弘

西口晴美，多田仁史

吉田保明

●システム制御情報学会砂原賞

「PassiveRadar System Using a Reflection of Satellite」
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..田辺智子

●文部科学省

平成20年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 科学技術賞

「撮像装置の高速露出制御技術の開発」

先端技術総合研究所 ……久野徹也，杉浦樽明，山下孝一

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・的場成浩

●（社）電気学会優秀論文発表賞

「車々間通信プロトコル機能要件に関する検討」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・濱田悠司

●（社）日本電機工業会

第57回電機工業技術功績者表彰

優秀賞

「赤外線イメージセンサーを駆使し，使用時の無駄な電力消

費を抑制したルームエアコンの開発」

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・牧野浩招， 関 辰夫

「超小型燃料電池の性能試験法に関するIEC国際規格作成と

発行」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•篠木俊雄

味日立製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..高橋 研
シャープ（株~ ...................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・........山里久雄

「電磁操作真空遮断器用CBM技術の開発によるライフサイク

ルコストの削減」

先端技術総合研究所 丸山昭彦
受配電システム製作所…：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：竹内 靖

優良賞

「プッシュ型設計書チェック技術の開発と機器設計への適用」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•平野 敬

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・戸）II幸一

「安全シーケンサMELSECSafetyの開発」

名古屋製作所 ………•………••………茂木 剛，谷藤圭一

「使いやすさを追求した高機能小型汎用インバータ

FREQROL-E700の開発」

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・梶浦吾ー， 江口 消

「映像監視セキュリティシステム」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・羽下哲司

京都製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..細）II興一

「マイクログリッド向け需給制御技術の確立J

電カシステム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・下村 勝

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•小島康弘

「“おいしさ’＇と“省エネ”を両立した「瞬」冷凍搭載冷凍

冷蔵庫の開発」
静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..前田 剛

住環境研究朋発センター ………....……••……松本真理子

●京都府

京都府発明等功労者表彰優秀賞

「階調補正装置，階調補正用プログラム，携帯端末機器及び

パーソナルコンピュータ」

先端技術総合研究所 …………………小野良樹，杉山和宏

京都府発明等功労者表彰

「投写型表示装置」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•小島邦子

京都製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...木田 博．

●（社）関西電子工業振興センター 感謝状

「NARTE/JapanEMC創設当初より WG委員として資格制度

の発展と仲長に尽力せられた功納」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•宮崎千春

「NARTE/JapanEMC創設・ CRC委員として資格制度の発

展と伸長に尽力せられた功績」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大竹登志男

●（独）宇宙航空研究開発機構 作業完遂表彰

「JEM射場作業の完遂」

三菱電機（樹，三菱重工味，（梱IHIエアロスペース，

日本霞気（梱，川崎重工業（椋， KSCMPT

●（社）日本インダストリアルデザイナー協会

JIDAデザインミュージアムセレクションVol.9
「クリーナー「ラクルリ」 TC-C3ZGJ

デザイン研究所 …………中町 剛，加藤伸一，椛島山青

●内閣府賞勲局 平成20年春の紫綬褒章

「大型光学望遠鏡の鎖支持システムの開発」

通信機製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•伊藤 昇， 三神 泉

●（社）日本トライボロジ一学会

2007年度日本トライボロジ一学会 技術賞

「自然冷媒CO2対応「摩耗レス」単段ロータリ圧縮機」
先端技術総合研究所 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•中尾英人

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..前山英明

＝菱電機エンジニアリング（株j ……… 服部直隆

生産技術センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •高山智生

●（社）日本冷凍空調学会

平成19年度日本冷凍空調学会技術賞

「自然冷媒CO2対応単段ロータリー圧縮機」

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•前山英明， 坂本英司

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..中尾英人

生産技術センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•高山智生
三菱電機エンジニアリング味 ·…..…...……..…•服部直隆

●（社）日本電気協会 四国電気協会

発明考案等特別功績者表彰

「VF-20/25D形真空遮断器の開発」

受配電システム製作所 …山田 博，遠矢将大，山本洋平

●（社）日本鉄道電気技術協会 平成19年度鉄道電気技術賞

「東京駅中央配電所へのドライエア絶縁スイッチギャの樽入」

受配電システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•高橋邦明

東日本旅客鉄道（株j ………大村文人，石井 巧，江上敦史

●（社）日本伝熱学会 日本伝熱学会技術賞

「きく 8号搭載展開型ラジェータの開発」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •石）I It熊章
鎌倉製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..野村武秀

三菱電機エンジニアリング（梱 ……………………斎藤康之

広島国際大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..大串哲朗

圏宇宙航空研究開発機構 …………野田浩幸，川崎春夫

矢部高宏

●（社）電気学会第64回電気学術振興賞進歩賞

「工場エネルギー供給最適連転制御システムの開発と実用化」

先端技術総合研究所 ••……•…•……••北村聖一，森一之
本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・尾崎禎彦

●（社）日本設計工学会平成19年度武藤栄次賞 優秀設計賞

「人間共存型作業補助アームPAS-Arm」
先端技術総合研究所 ……樋口峰夫，村井道雄，春名正樹
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●（社）映像情報メディア学会

船井賞技術革新賞

「再撮耐性を有する電子透かし技術の開発」

H本放送協会 ……………合志消ー，真島恵吾，中村晴幸

情報技術総合研究所 …鈴木光義，山田浩之，浅井光太郎
福山製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..藤井亮介
日本大学...................................................伊藤浩

三菱霞機エンジニアリング（梱 ……高井重典，谷愉佳里

丹羽高柳賞 論文賞

「双方向TDI動作による新静止画像ぶれ補正方式」

先端技術総合研究所 ……久野徹也，橋本充夫，杉浦拇明

●（社）粉体粉末冶金協会 新技術・新製品賞

「放電を利用した革新的コーティング技術」

先端技術総合研究所 …………………荒木 健，中野善和

尾崎毅志，曽根孝典

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•寺本浩行， 岡根正裕

中村和司，後藤昭弘

●（財）日本規格協会平成20年IEC活動推進会議議長賞

「カラーマネジメント技術の国際標準化の拙進」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•杉浦博明

●（柏溶接学会 マイクロ接合研究委員会

マイクロ接合優秀研究賞

「Sn-Ag-Cuはんだ中Au含有量が信頼性に与える影響」

先端技術総合研究所 …前田 晃，前田智佐子，反田哲史
モバイルターミナル製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小山正人

高周波光デバイス製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•藤野純司

●日本赤外線学会第 4回日本赤外線学会奨励賞

「赤外線画像における偏光情報の利用」
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•松本佳宏

●（財）ヒートポンプ・蓄熱センター

第10回電力負荷平準化機器・システム表彰

経済産業省資源エネルギー庁長官賞

「業務用エコキュート「サニーパックQECOJ」
三菱電機（梱

●（社）人工知能学会研究会優秀賞
「設計書作成過程でプッシュ型デザインレビューを実現する

不具合未然防止システムnaviQとその事例紹介」

情報技術総合研究所 …………………高山泰栂，谷垣宏一

●総務省 産学官連携功労者表彰総務大臣賞

「「超高速インターネット衛星通信システムのコア技術」の

開発」
有明工業高等専門学校 ・・..…•…•………………立居場光生

日本電気（掬，鎌倉製作所

●画像電子学会 2007年度画像電子技術賞

「再撮耐性を有する電子透かし」

日本放送協会 ……………合志消ー，真島恵吾，中村晴幸

情報技術総合研究所 …………………鈴木光義，山田浩之
福山製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..藤井亮介

日本大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..伊藤 浩

三菱電機エンジニアリング（掬 ……高井重典，谷 愉佳里

●（社）情報通信技術委員会

情報通信技術賞 総務大臣表彰

「高能率音声多重化伝送システム技術の研究実用化及びその

国際標準の策定への貢献」
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..内藤悠史
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●品質工学会

2008年度品質工学研究発表大会 大会実行委員長賞
「新SN比の研究(1)-(5)」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鶴田明三

闊シマノ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..太田勝之
村田機械味 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・鐵見太郎

（合同）オフィスワイ ・エス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...•清水 豊

●（独）日本学術振興会

平成20年度第 5回シンポジウム イノベイティブPV賞

「高効率多結品シリコン太陽電池」
先端技術総合研究所 …...……...……西村邦彦，松野 繁

中津JI!製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...森JII浩昭， 有本 智

〇消防庁

自治体消防60周年記念 消防防災ロボット・高度な資機材

等に関する消防庁長官表彰 消防庁長官賞特別賞

「防災用飛行ロボットシステム」

東京大学，早稲田大学，鎌倉製作所

●（社）情報処理学会

第70回全国大会大会優秀賞

「加速度センサ等を用いた移動状態判定方式の検討」

情報技術総合研究所 ……………山崎亜希子，五味田 啓

DICOM02008シンポジウム 野口賞

「S-UNAGI:スマートアンテナを用いた階層型センサネッ

トワークの実装」

先端技術総合研究所 渡辺正浩
静岡大学大学院 ……：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：坂本浩

静岡大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...萬代雅希

ATR適応コミュニケーション研究所 …………小花貞夫

静岡大学創造科学技術大学院 ……………………渡辺 尚

●日本CIGRE国内委員会

2008年CIGREパリ大会日本論文優秀論文

「RichOperation Experiences and New Technologies on 
Adjustable Speed Pumped Storage Systems in Japan」

電カシステム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..町野 毅
北海道電力味 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•関口清治

東京電力（梱 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・塩崎隆幸

電源開発（梱 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..木下冨士夫
関西電力（梱 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..阿黒克俊

九J、卜l電力味 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ •加藤正光

味日立製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名倉 理

味東芝 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・向井一馬

CIGRE優秀日本論文賞

「OperationalAnalysis of a Microgrid : the Hachinohe 
Demonstration Project」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小島康弘

闊三菱総合研究所 ………岩崎裕典，籐岡 康，前島仁

神戸製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•中村静香， 古塩正展

●（社）日本能率協会

2008 第一線監督者の集い 関東大会優秀賞

「構造改革に負けない現場改善力」

群馬製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・加藤敏哲

●（社）電子情報通信学会

平成20年度若手研究者発表会奨励賞

「金属板の接合形状と電界シールド効果の関係」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•渡邊陽介

●（財）大阪デザインセンター

2008年 7月期工業デザイン部門グッドデザイン商品

「クリーナー「ラクルリ」 TC-C3ZG」
デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•加藤仲ー， 椛島山青
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「ブルーレイディスクレコーダーDVR-BZ200」
デザイ ン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山田 亘

「ハンドドライヤー ジェットタオルプチ JT-PC105A」
デザイ ン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..春日 敬

●日刊工業新聞社

第38回機械工業デザイン賞 日本電機工業会賞

「炭酸ガスニ次元レーザ加工機 NXシリーズ」

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・澤井秀一， 高橋桂ニ

デザイ ン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・樋口直人

●（独）宇宙航空研究開発機構 開発完了感謝

「ETS-¥'111の開発（全1本システム及びバス開発）」

三菱電機昧

●（社）電気学会優秀論文発表賞

「絶縁物の汚損加速劣化放電試験」

受配電システム製作所 …..…………•岡澤 周，大塚康司

先端技術総合研究所 ………………•••三木伸介，梅村園子

●（社）計測自動制御学会

2008年度計測自動制御学会学会賞

技術賞

「冊界初で標準搭載化したエレベーター用アクティブ制振

技術J

先端技術総合研究所 …宇都宮健児，岡本健一，湯村 敬

稲沢製作所 ……………佐久間洋一，倉岡尚生，妻木宣明

論文営

「特異値分解を用いた所要時間予測」

先端技術総合研究所 ……西馬功泰，後藤幸夫，熊澤宏之

伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・駒谷喜代俊

●（社）情報処理学会

マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム

優秀論文賞

「携帯端末S/W更新における高速プログラム圧縮方式J

情報技術総合研究所 ・…...…•………•清原良三，三井聡
大阪大学大学院 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•松本光弘

大阪大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•沼尾正行， 栗原 聡

「車車間通信を利用した信号機制御手法の評価」
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・桐村昌行

大阪大学大学院 …………梅津高朗，山口弘純，東野輝夫

●（財）電気科学技術奨励会

第56回電気科学技術奨励賞（オーム技術賞）

「熱センサによる人体・空間検知技術を用いたルームエアコ

ン向け省エネルギー技術」
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•鹿毛裕史

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...•松本 崇

三菱電機メカトロニクスソフトウエア味 ………杉村 豊

「首都圏在来線における周波数利用効率の高い専用無線通信

システムの開発および実用化」
伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...石原幹久

東H本旅客鉄道（掬……………...……西村佳久，厚澤誠

「東北・上越新幹線駅配電所ドライエア 絶縁スイッチギャ

の開発」

東H本旅客鉄道（梱 …………………鈴木敏彦，羽野島幸男

受配電システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•..山地祐一

O（柏電子情報通信学会

平成20年度通信ソサイエティ活動功労賞

「無線通信システム研究専門委員会副委員長としての貢献」
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・渋谷昭宏

●（社）精密工学会

2008年度（第 4回）精密工学会技術奨励賞

「放電を利用したコーティング技術ーMSCoatingーの開発」
名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岡根正裕

●（初計測自動制御学会 2007年度計測部門論文賞

「加速度・音センサを搭載した点検ステップによるエスカ

レーター異常診断」

先端技術総合研究所 …………………蔦田広幸，平位隆史

三菱電機ビルテクノサービス（梱 ……伊藤 襄，志賀 諭

●グリーンIT推進協議会 グリーンITアワード

「SiCパワーデバイス技術」

三菱電機（樹

●（初発明協会

平成20年度東北地方発明表彰 福島県支部長賞

「ビデオカメラのオートホワイトバランス制御技術」

コミュニケーション・ネットワーク製作所 ……千田宜紀

通信システムエンジニアリングセンター ………上田昌治

●（財）日本産業デザイン振興会

2008年度グッドデザイン賞

「冷凍冷蔵庫 MR -14U, 17U/UA, 18U/UW」
静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..横山淳一

デザイン研究所 ……•……………••高砂英之，南雲幸太郎
カール・ウォング

「IHクッキングヒーター ZEHCF7B07 ASS」
三菱電機ホーム機器（梱 ・..……..…•………………鈴木浪平
デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..中町 剛， 小）II 孝

「エアコンデイショナー zwシリーズ MSZ -ZW 409S, 
ZXVシリーズ MSZ -ZXV 409S」

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..鈴木 聡

デザイン研究所 ·……•…....…………中原義仁，長堀将孝

「形彫放電加工機 EAアドバンスシリーズ」

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•鈴木俊雄

デザイ ン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•樋口直人

「ワイヤ放電加工機 NAシリーズ」

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鈴木俊雄

デザイン研究所 ………...……………樋口直人，中平尚志

「壁付け型ビル空調手元リモコン」

冷熱システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...高杉 茂

デザイン研究所 ……•…••中原義仁，長堀将孝，福田圭作
「ハンドドライヤー ジェットタオルプチ JT-PC105A」

中津）II製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・角 庄司

デザイン研究所 ……•…••中原義仁，加藤弘之，春日 敬

「カーナビゲーションシステム NR-HZOOl」
三田製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..清水昌宏

デザイン研究所………堀 武幸，崖銀珍，小阪田政宏

「ETC車載用端末 EP-600シリーズ」
姫路製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・毛利徳彦

デザイン研究所………......…………堀武幸，柑銀珍

●（初日本能率協会

2008第一線監督者の集い 全国大会 大野耐ー特別賞

「構造改革に負けない現場改善力」

群馬製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•加藤敏哲

●（社）電気学会

第 1回電気技術顕彰第 1回 でんきの礎
「ガス絶縁開閉装置」

三菱電機（梱，（梱東芝，（梱B立製作所
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●経済産業省

平成20年度 工業標準化事業表彰産業技術環境局長表彰

国際標準化貢献者表彰

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・浅井光太郎

●リデュース・リュース・リサイクル推進協議会

平成20年度リデュース・リュース・リサイクル推進功労者

等表彰 リデュース・リュース・リサイクル推進協議会

会長賞

「三菱電機関西地区でのリサイクル推進活動～関西地区各エ

場連携によるリサイクルの向上と物流CO2の削減～」

神戸製作所

●日本真空協会 第33回熊谷記念真空科学論文賞

「真空科学に関する独創的な優秀論文」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•河瀬和雅

味ルネサステクノロジ ………………梅田浩司，井上真雄

東北大学 …………………諏訪智之，寺本章伸，大見忠弘

●（社）発明協会

平成20年度関東地方発明表彰

静岡県支部支部長賞

「スクロール圧縮機のフレームコンプライアント機構」

静岡製作所 ………………伏木毅，池田清春，瀬畑崇史

石井稔，鈴木康巨，川 口 進

小川樽史

発明奨励賞

「ダブル追いだき機能付き給湯器」

群馬製作所……………友田伸一，柳本圭，林慎一郎

住環境研究開発センター …・………..……………野本宗

三菱電機エンジニアリング（梱 …..…・……………平本立一

「給湯機リモコンのインターホン雑音防止技術」

群馬製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..篠原秀東

三菱電機エンジニアリング（梱 ………上林武英，星野 隆

「暗号通信装懺」

情報技術総合研究所 …………………山田敬喜，佐藤恒夫

「文書保護・編集システム及び鍵管理方法」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...•花崎芳彦

「パケット通信及びパケット通信方法及びパケット通信プロ

グラム及びパケット通信プログラムを記録した記録媒体」

通信システムエンジニアリングセンター ………土田 充

浅芝慶弘
情報技術総合研究所 …………………川手竜介，堀内栄一

向井宏明，武元理矢

「移動体無線通信システム，受信機，送信機および移動体無

線通信方法」

牡仙映像情報メデイア学会 ………………ニコラ ボワイエ

情報技術総合研究所 矢野安弘
日本エリクソン（梱 …：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：村井英志

「撮像処理装置」

情報技術総合研究所 ……竹田 岳，藤田偉雄，的場成浩

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•杉浦博明

「アンテナ而または反射鏡面の曲面上パターン作成方法」

本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•本間信一

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...内藤 出

「撮像装置のホワイトバランス制御」

情報技術総合研究所 ……竹田 岳，藤田偉雄，的場成浩

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•杉浦博明

「冷媒再熱除湿サイクルの制御方法」

住環境研究開発センター …·……………………••畝崎史武
静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・村上泰隆， 吉）II利彰

田追義浩，関辰夫

住環境研究開発センター …………………・……・ •松岡文雄
中津）II製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•大西茂樹

「家庭用冷蔵庫の自動製氷装置及びその製氷方法」

静岡製作所 ………………坂本克正，岡部 誠，大矢恵司

住環境研究開発センター …………小西広繁，松本真理子
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「車輌通過監視装置」

鎌倉製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..鈴木俊晴

「空気清浄機」

住環境研究開発センタ
三菱電機ホーム機器（梱―…:：：:：：：:：：：：：：：：：::：：：：：::：:::．

古橋拓也

長田正史

冷熱システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・曽根達男

「天井カセット型室内機化粧パネル構造」

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•枝吉敦史， 関口和伸

中島浩， 大 矢 亮

三菱電機エンジニアリング（株j ………………• ・ •朝比奈 学

冷熱システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・曽根達男

「高速起動ブラシレスモータセンサレス化技術」

住環境研究開発センター ……………山田倫雄，川口 仁

中津）II製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..中林弘一

平成20年度中国地方発明表彰

発明奨励賞

「遮断器」

福山製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..玄羽康司

平成20年度九州地方発明表彰

文部科学大臣発明奨励賞

「パワーデバイス向トレンチ製造方法及び構造」

パワーデバイス製作所 ………………中村勝光，湊 忠玄

福菱セミコンエンジニアリング（梱 ………………富永修一

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•塩沢勝臣

平成20年度中部地方発明表彰

名古屋市長賞

トップハット強度分布レーザ光による配線基板加工品質の

向上と安定化」

名古屋製作所 …………………………松原真人，城所仁志

発明奨励賞

「放電加工機の自動制御方法及び装置」

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•加藤木英隆

●太田市産業環境部リサイクル推進課

太田市 4R運動推進貢献者表彰

「廃棄物減量化に向けた環境JIT活動による見える化推進」

群馬製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...冠城栄一郎

●（財）防衛調達整備基盤協会

平成20年度防餌調達整備基盤協会賞

「F-2用レーター・セットJ/APG-1における H標追尾技術」

鎌倉製作所 ………………今野充雄，岡崎弘毅，服部健司

●兵庫県

平成20年度兵庫県技能顕功賞

第 2部門（金属加工関係）

「旋盤工」

伊丹製作所 ................................................溝上美ィ丁

「数値制御金属工作機械工」

系統変電システム製作所 ………………………・・・植野勇夫

第 3部門（その他の金属加工及び金属溶接・溶断，めっき

の職業）

「アーク溶接工」

系統変電システム製作所 ………………………...岡村博史

第 5部門（電気機械器具組立・修理及び電気作業の職業）

「変圧器組立・調整エ」

系統変電システム製作所 ………...………・…..…梅本松夫

「開閉制御機器組立エ」

系統変電システム製作所 ………•• •………•…..…山下和敏
「電動機組立・調整エ」

伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....宮崎孝明

「配電盤・制御盤組立・調整エ」

伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小山智章

第12部門（窯業製品製造，及び化学製品製造，ゴム・プラ

スチック製品製造，土石製品製造関係）

「プラスチック成形エ」

系統変電システム製作所 …………………………井上文博
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平成20年度兵庫県青年優秀技能者表彰

第 2部門（金属加工の職業）

「数値制御金属工作機械工」

系統変電システム製作所 ……………澤山順一，杉本和弘

第 3部門（その他の金属加工及び金属溶接・溶断，めっき

の職業）

「アーク溶接工」
伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..柴田寿一

第 5部門（電気機械器具組立・修理及び電気作業の職業）

「配電盤・制御盤組立・調整エ」
伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..藤崎保文

「電子機構部品組立エ」

伊丹製作所 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・合澤 豊

「配電盤・制御盤組立・調整エ」
系統変雷システム製作所 …..…………• •…..……中尾 寛

「開閉制御機器組立工J

系統変電システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•堀内 猛

●（社）発明協会

平成20年度近畿地方発明表彰

支部長賞

「投写型表示装置用レンズシフト方式」
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•小島邦子

京都製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..木田 樽

兵庫県支部長賞

「サーボモータの制御系自動調整技術」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•・ •池田英俊

名古屋製作所……………長野鉄明，寺田啓，井川康

発明奨励賞

「3値レベルインバータのパルス幅変調方式」

伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中本紀明， 若林良明

「モータ断線検知機能を備えた電機車制御装置」

伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・丸山高央， 根来秀人

「変圧器の出力電圧を負荷状態で調整する装置」

系統変電システム製作所 ……………三原有次，吉田和夫

「監視制御システムでのスポットライト表示」

系統変電システム製作所 …·…·…•…………•• • • ••菅田公子
「電力系統監視制御システムの系統認識方法」

系統変電システム製作所 ……••…•………………三村高広
「メンテナンスフリー 遮断器」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •松｝ II 公映
姫路製作所 ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•中岡康幸

受配電システム製作所 ………………野尻秀夫，七田浩一

「送信電力能力検査による通信速度有効化技術」

コミュニケーション・ネットワーク製作所 ……鈴木邦之

内田吉則

「移動体通侶装置における無線技術」

コミュニケーション・ネットワーク製作所 ……濱松美博

「低損失，高利得，狭ビームを実現するための給電技術」

通信機製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...•畑 清之， 渡造伸一郎

情報技術総合研究所 ....................................右山俊夫

「車両用交流発電機」

姫路製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大橋篤志， 浅尾淑人

●（社）日本電気協会 第53回（平成20年度）澁澤賞

「MT法による絶縁診断技術」

受配電システム製作所………………岡澤周，池守正

先端技術総合研究所 ………………三木伸介，長谷川武敏
闊エムテック ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....角田 誠

105 (000) 



三菱電機技報沿恐胆‘‘技術の進歩'’目次

カラートピックス・・・・・．．．．．，．．．．．．．．．．．，．．．，．．．，．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．． （4) 

〇レーザTV

e 1.7kV耐圧SiCデバイス技術

• lOG-PON技術

〇情報通佃機器のGHz幣EMI抑制設計技術

〇実用サイズの多結晶シリコン太陽軍池セルで戦界最高効率18.6％を達成

0 高精度ワイヤ放軍加工技術

〇冷凍冷蔵庫“MR-Eシリーズ’'の新カラーデザイン

〇新掃除機’'TC-AHシリーズ'’‘'TC-BHシリーズ＂のデザイン

〇ソフトウェア再生技術

〇流体現象の可視化による設計検証効率化

〇可動式ホーム柵システム

0 アクセス系PLCモデム技術

〇次世代監視制御システム

〇最新のトレインビジョン動向

• 400kW大容批全閉形誘祁主這動機

●広域侵入検知センサ“MELWATCH" 

• 245kV 80kAガス絶縁開閉装骰

O B形コントロールセンタ

〇米国SEPTA向け車両用主変圧器

〇国内標準形エレベーター “AXIEZ"のモデルチェンジ

〇三菱指透過認証装置II
〇商用衛星スーパーバード 7号機の成功

〇超高速インターネット衛星“きずな”(WINDS)搭載アクティブフェーズド

アレーアンテナ

• UHF帯RFIDリーダライタ装骰

• ACA12mアンテナ 4台の完成（第 2報）

〇レーザ核融合実験用光学システム

〇 ‘̀ MELOOKμ":デジタルCCTVシステム

• Mobile WiMAX基地局装骰

• GE-PON映像受偏機能一体型ONU(GV-ONU)

〇環境経営誰進ソリューション “MELGREEN"

〇仮想化技術によるサーバ統合プラットフォーム℃ENTRAGE’'シリーズ

0 関西国際空港向け旅客案内情報システム

〇液品テレビ“REALMZW200シリーズ＂

〇液晶タッチパネルリモコンを採用し，簡単操作を実現したBDレコーダ

"DVR -BZlOO / 200シリーズ＂

O''霧ヶ峰ZWシリーズ’'のムーブアイ省エネルギーと省エネルギー促進表示

〇店舗・事務所用パッケージエアコン“スリムER"

〇簡単・小型インバータ “FREQROL-D700シリーズ'’

• GOTlOOOシリーズ新モデル‘'GT16"

0 スタンドアロン型モーションコントローラ '’Ql70MCPU"

〇表面形電子式霞力批計“M8UMシリーズ＂

• ETC車載端末におけるデザイン開発

〇車載用DIATONE最高級デジタルオーディオシステム“デジタルプロセス

センター DA-PXl" 

0“NX-Lシリーズ"IGBTモジュール

0高集梢化DIPPSC

• WiMAX用高出力増幅器“MGFS39Eシリーズ＂

〇産業用超高輝度ワイド型TFT-LCDのラインアップ

~: 1研:属阿：冨．：： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ［ ］； ： 
0 加速器超コンパクト化技術

〇粒子線治療向け患者位置決め技術

0 加速器用大容批高周波軍源

1. 2 映像 ・情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (38) 

〇省エネルギー家庭画質

〇映像機器の連携制御を可能とする “REALINIC

〇液晶テレビの自動音拭制御技術

〇プルーレイデイスクレコーダ用“液晶グット楽リモコン＂のインタフェ

スデザイン

• Blu -ray Discコンテンツのダウンロード記録システム

0 小型旋回監視カメラの薄型関節ユニット

0 カメラ配置設計支援ツール

〇 ‘'DIGUARDNET"広域通倍プロトコル

〇広域監視システムにおける監視画面構築技術

• SOA Webラッピング技術

0 小型トラステッドボード

106 

Colored Topics 

Laser TV 

SiC Device Technology with 1.7kV Blocking Voltage 

Technologies for 10G-PON Systems 

EMI Reduction Technology for Information and Telecommunication Equipments at GHz Band 

The World's Highest Conversion Efficiency of 18.6% Achieved in the Multi-C~stalline Silicon Photovoltaic Cells of the Practical Size 
High Precision Wire Electrical Discharge Machining 

New Color Design of the Refrigerator"MR-E Series" 

New Vacuum Cleaner"TC-AH Series" "TC-BH Series" Design 

Sottware Reconstruction Technology 

Reducing Verification Time by Using Fluid Visualization 

Automatic Safety Doors for Railway Platform 

PLC Modem Technology for Access Networks 

Next Generation Supervisory Control System 

Trends of the Latest Train Vision System 

Totally Enclosed Traction Motors with Large Capacity of 400kW 

Wide-area Intrusion Detection Sensor"MELWATCH" 

Mitsubishi 245kV, BOkA Gas Insulated Switchgear 

Motor Control Center Type -B 

Traction Transformer for SEPTA 

Model Change of Mitsubishi Machine Roomless Elevators"AXIEZ" 

Mitsubishi Finger Identification Device Il by Penetrated Light 

On-Orbit Delivery of Commercial Satellite"SUPERBIRD-7' 
Active Phased Array Antenna on the Wideband lnternetworking Engineering Test and Demonstration 

Satellite "KIZUNA' 

UHF-Band RFID Reader/ Writer Equipment 

Completion of Four ACA 12m -antennas (the 2" Report) 

Optical Systems for Laser Nuclear Fusion Experiment Project 

"MELOOK μ" : Digital Closed Circuit Television System 

Mobile WiMAX Base Station Equipment 

GE-PON ONU with Integrated RF Video Receiver(GV-ONU) 

"MELGREEN" : Solution for Promotion of Environmental Management 

℃ENTRAGE" : Server Consolidation Platform with Virtual Machine Technology 

Passenger Information System for Kansai International Airport 

LCD-TV"REAL MZW200 Series" 

BO Recorder"DVR-BZ100 / 200 Series" with a Remote Controller with Liquid Crystal Touch Panel for 

Easy Operation 

Energy Saving by Move Eye and the Indication which Promotes Energy Saving of"Kirigamine ZW Series" 

"Mr.SLIM ER" Packaged Air Conditioner 

Easy, Compact Inverter Series "FREOROL -D700" 

"GT16" : New Model of the Graphic Operation Terminal Series"GOT1000' 

Stand Alone Motion Controller"Q170MCPU" 

Surtace -mounted Type Electronic Watt-hour Meters"MBUM Series" 

Design -oriented Development for ETC On -board Equipment 

DIATONE Premium Digital Car Audio System"Digital Process Center DA-PX1" 

"NX-L Series" IGBT Module 

Highly Integrated DIPPSC 

High Power Amplifier for WiMAX Terminals"MGFS39E Series" 

Super Highbright Wide Type TFT -LCD Line -up for Industrial Use 

Research & Development 

Environment & Medical Care 

Ultra Compact Accelerator Technolo割

Patient Positioning Techno幣yfor Particle Beam Therapy 

High Power and High Frequency Power Supply for Accelerator 

Display & Information 

Brightness Control Technolo窃forEner窃SavingDisplay 

Consumer Electronics Control"REALINK" 

Automatic Volume Control Technolo窃forLCD-TV 

Interlace Design for LCD Touch Panel Remote Controller of Blu-ray Disc Recorder 

Downloading and Recording System of Siu -ray Disc Content Through the Internet 

Low Height Joint Unit for Small Rotating Closed Circuit Television 

Camera Placement Tool 

"DIGUARD NET" Protocol for Wide Area Systems 

Technolo釦oDevelop User Interlace of Wide -area Monitoring System 

SOA Web Wrapping Technolo別

Trusted Board : Compact Hardware Security Module 
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0 高速・安定な二次計画法パッケージ

0“PLATINA’'による列車統合管理装骰ソフトウェア開発効率化

〇印刷物対応霊子透かし技術

0 カーナビ向け超大語曲音声認識技術

〇翡感度カメラ信号処理技術

1. 3 通信．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（43)

〇超広帯域スペクトル拡散技術

e GMPLS適用波長分散制御技術

〇ネットワーク保全装骰のIPv6化

〇次1せ代ネットワークにおけるフレーム多重化装置

• lOOGbps光通倍向け誤り訂正用軟判定LSI

〇階府マルチリング化ネットワーク技術

O GPS術星を利用したパッシブレーダ信号処理技術

0 ku幣超小型低損失LTCC分波器

〇光制御ビームフォーミングネットワーク

0 高精度時間差測位技術

1. 4 エネルギー・産業機器・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（46)

〇空調室内機熱交換器用防汚コーティング技術

〇ヒートポンプ型暖房機向けシミュレータ

O NC向け高品位 5軸加工機能

0 高性能小型衛星バス

〇エレベータートラクション技術

0 スイッチギャの内部アーク事故時の熱ガス挙動解析技術

1. 5 半導体デJゞイス・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． （48) 

0 SOIダイオード方式非冷却赤外線センサの高性能化

〇超小型プレーナ諄波路型高出カグリーンレーザ

• AlNスペーサ層挿入によるGaN系HEMTの高性能化

1. 6 材料・基盤技術・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（49)

0 アルミニウム素材のための腐食加速試験技術

〇構造解析による遮断器のロバスト設計

〇社内Webによる破面データベースの情報共有

1. 7 生産インフラ ・設計技術・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (51) 

0 個別受注生産形態における陰路部材の改善

〇家庭用慮化製品におけるサービス部品供給改善

〇連結信用管理システム構築

〇最適加工スケジュールによる正味加工時間の拡大

●共通認証システムのマルチドメイン化

• PDF文芯への利用権付暗号の展開

0 メール誤送倍対策ソフトウェア

0 ログ管理システムの構築

〇ソフトウェア開発効率化のためのプロセスデータベース構築

• ASIC/FPGAの設計プロセス管理技術

〇機能カバレッジに培目した大規模LSIのランダム検証技術

〇設計・製造連挑による金型設計検証効率化

〇プラスチックのレーザ溶着技術

• LED誘祁灯の光学設計

0“オーロラリボン＂の新規筐体

2．社会環境・交通シス？．~..::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: :~~; 2. 1 社会環境システム (56) 

〇ハイビジョン映像情報配信システム

〇非常用・防災用自家発軍設備三菱パッケージ発遁機

〇低環瑳負荷型制御盤

〇広域停軍対応光バイパススイッチ“MELNET-BP"

〇三菱統合ビルオートメーションシステム “MELBAS-ADWeb" 

〇配水管理システム '‘Vシリーズ＂

〇設備維持管理パッケージ“DiaPassage"
2. 2 交通システム・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（58)

〇横浜市交通局グリーンライン信号設備

●JR東日本E233系向けメータ表示器

〇車両基地構内作業計画の自動作成システム

〇海外向け強制風冷主変換装閻

0 自律分散型並列運転方式の車両用補助軍源装骰

3. 発電・系統変電・産業・電力情報システム………………… (60)

0 中部軍力（即新名古屋火力発軍所8号系列述開

0 タービン発軍機と水車発遁機

〇計装システム530

0 東北泣力（即向け盆力系統巡転操作訓練シミュレータ

0 ミニクラッド用ユニット互換デジタルリレーの完成

〇風力発遁システムのシミュレーションモデル

〇洵外市場向けスイッチギャ “MS-E"

Fast and Stable Quadratic Programming Optimization Library Package 

Improvement of Software Productivity of Train Integrated Management System with"PLATINA" 

Watermark Technology for Printed Documents 

Voice Recognition Technology with Super-large Vocabulary for Car Navigation System 

High Sensitive Camera Imaging Technology 

Communication 

Ultra -wideband Spread Spectrum Technology 

Chromatic Dispersion Compensation Control Based Upon GMPLS 

1Pv6 on Netwo「kSecurity Equipment 

Frame Multiplexer for Next Generation Network 

Soft Decision LSI for FEC -based 1 DOG bps Optical Communication System 

Hierarchical Multi -ring Network Technology 

Signal Processing for a Passive Radar System Using GPS Satellites 

Extremely Compact L TCC Duplexer for Ku -band Mobile Satellite Communication 

Optically Controlled Beam Forming Network 

High Accuracy Location Method Using TODA' 

Energy & Industrial Machinery 

Antifouling Coating for Heat -exchangers of Air Conditioner 

Air to Water Simulator 

High Quality Five -axis Machining Function for NC 

High Perto「manceSmall Satellite Bus 

Elevator Traction Drive Technology 

Safety Improvement Technology for Switchgears 

Semiconductor Device 

High Pertormance Uncooled Infrared Image Sensor with SOI Diode Detectors 

Ultra -compact Planar-waveguide High-power Green Laser 

Drivability Enhancement in GaN HEMTs wift A/N Spacers 

Materials & Basic Technology 

Accelerated Corrosion Test Method for Aluminum Materials 

Robust Design of Switchgear Using Structural Simulation 

Information Sharing of Fractography Database System by Intranet Website 

Production Infrastructure & Design Technology 

Just In time Activity of Bottleneck Parts for Production Based on Custom Order 

Supply Improvement of Repair Parts for Home Electric Appliances 

Credit Control Management System for Consolidated Mitsubishi Electric Group 

Expansion of Machining Time by Optimizing Machining Schedule 

Addition of Multi-domain Function to Mitsubishi Common Authentication and Authorization System 

New Secure File System Capable of Handling PDF Files 

Checking Software before Sending a Message for Avoiding Accidental or Miss -add「essedE -mail 

Access Log Collection and Audit System 

Process Database for Software Development Efficiency Improvement 

ASIC/ FPGA Design Process Management 

Functional Coverage Driven Random Verification for Mega Gate LSI 

Efficiency of Die Design Evaluation by Cooperation between Design and Production 

Laser Welding Technology for Plastics 

Optical Design of Emergency Lighting Units with LEDs 

New Cabinet of"Aurora Ribbon" 

Public-use Systems and Transportation Systems 

Public -use Systems 

High-definition Content Delivery System 

Mitsubishi Package Generator for Emergency and Disaster Prevention 

Controlgears for Reduction of Environmental Load 

MELNET -BP: Optical Bypass Switch Avoiding Cutting Olf ol the Ring Network During Blackout Period 

Mitsubishi Electric Integrated Building Automation System "MELBAS-AD Web" 

Public Water Supply Management System "V Series" 

Enterprise Asset Management Package Sottware "DiaPassage" 

Transportation Systems 

Railway Signaling Equipment for Yokohama Municipal Transportation Bureau 

Meter Display in Train Information Management System for JR East E233 

Automatic Planning System of Car Shunting in a Railway Car Depot 

Forced-air Cooling Propulsion Converter/ Inverter Unit for Global Market 

Autonomous Parallel-Operating Auxiliary Power Supply for Trains 

Energy & Industrial Systems 

Start of Commercial Operation of Shin -Nagoya Thermal Power Station 8 System 

Turbine Generators and Hydro Generator 

Distributed Control System 530 

Operator Training Simulator for Tohoku Electric Power Corp. 

Digital Relay with Backward Compatibility for Miniclad (Solid Insulation Switchgear) 

Modeling for Simulation of Wind Power Generation Systems 

MS -E : Metal -clad Switchgear for Overseas Market 
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●受配電設備無停遁自動点検システム

●環境保全に配慇した真空遮断器“VFシリーズ'’

4. 昇降機及びビル設備，．．．，．．．，．""""●................................ (63) 

4. 1 昇降機，． 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 • 9 9 9 9 9 9 9 • 9,．，．．．．．．．．．．，． 9 9 9 9 9 9 9 9 ●.......●........ (63) 

●中国向け標準形エレベーター “MAX庄Z"の回生コンバータオプション

●中国CCTV本社ビル向け昇降機

●エレベーター用新ドアセンサ

●パソコン式昇降機監視盤“MITEMAS” アドバンスド画像表示機能

• ENSl-70対応の行き先予報システム

●海外向け耐火性能付き乗り場シース）レードア

●エスカレーター用普及形インバータ制御盤

4.2 ビ）レシステム・・・・・・・・.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．.．．．．...．.． （65) 

●トータルセキュリティソリューション “DIGUARD"のビル設備連携

● “DIGUARD NET"対応‘‘MELSAFETY-G" 

4. 3 ビ）レ設備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． （66) 

●全熱交換器換気扇‘'業務用ロスナイ天吊埋込形"

●三菱ハンドドライヤー“ジェットタオルプチ"

5. 宇宙・衛星及び電子応用．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． （67) 

●小型自律飛行ロボットシステム

●次世代スマートインターチェンジ

●JNN系列向けSNG遠隔制御システム

●HTV実証機電気モジュール

●衛星搭載用コマンド受信機

●メタルフォイルコア基板

●種子島宇宙センター向けXバンドニ重偏波ドップラー気象レーダ

●UHF帯RFIDリーダ装置用高倍頼復調技術

6. 通信．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（70)

●ONU収納数倍増のGE-PON高密度OLT

●入退室連携デジタルCCTVシステム “NR-SWSOOODG" 

●L3スイッチ内蔵 GE-PONOLT装置

●40Gbpsメデイアコンバータ

●将来デジタル無線化可能なアナログ列車無線システム（中央装岡．基地局

装個）

● 3板式屋外複合一体型カメラ℃IT-3200" 

• Mobile WiMAX基地局用送信電力増幅器

7 情 報・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

●“ネカ録"H.264/AVCトランスコーダー搭載モデル

●消費電力を削減した“apricotCX E5シリーズ＂

●メールアーカイブソリューション '‘LogAuditorMail Saver" 

(73) 

●内部漏洩防止に威力を発揮する統合ログ収集・分析システム “LogCat

cher" 

●企業内に散在するメタデータを一元管理する “MetadataManager" 

●IP軍話によるオフィス向け統合型無線LANソリューション

●データ交換プラットフォーム “BizOrder"食品製造・卸売業向け流通BMS

対応製品

●RFIDタグを利用した璽要文杏管理システム

●セキュリティ・マネジメント高度化サービス

●Webシステムの申請データに対する署名・検証ソリューション

●米国企業改革法(SOX法）に短期間で対応するIT統制インフラシステム

●SOA時代のERP祁入を推進する “MELEBUS-mfg6.l" 

●中国市場に対応した統合ドキュメント管理システム “ManedgeLeader"中

国語版

o QRコード認識と上下正転機能を実現した三菱FAXOCRシステム “MEL

FOS" 

●動産・債権担保融資モニタリング・システム

●人材派追業務支援システム ‘'Avai!Staff' 

●JavaScriptによる広域販売管理システム

●後期高齢者医療制度に対応した住民情報システム

●基幹業務パッケージ“会計指南”‘'給与指南".NET版

●システム構築のためのプラットフォーム活用標準“MIWESTA/PF" 

●健康管理・医療向けセキュアネットワークサービス

●無線型Internet-VPN"Air VPN" 

●新しい認証方式‘'マトリクス認証サービス”

8. 映像情報・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． （81) 

●ホームシアタープロジェクタ “LVP -HC7000" 

●データウォール用リアプロジェクタ “PH70シリーズ”

●監視用レコーダ“DX-TL608"

●デイスプレイモニタ用簡易カラーマネジメントツール‘‘EASYCOLOR! 2" 
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Automatic Testing Facilities for Power Distribution Equipment 

Environmental Conscious Vacuum Circuit Breaker"VF Series" 

Elevator, Escalator & Facilities for Building 

Elevator & Escalator 

Regeneratives Converter Dption of Mitsubishi Standard Type Elevator "MAXIEz'for China 

Elevators for China Central Television Head Office Building 

New Elevator Door Sensors 

Image Monitoring Function, an Option of Mitsubishi Elevators and Escalators Monitoring and Controlling System "MelEye' 

Destination Oriented Prediction System for EN81 -70 

See Through Landing Doors with Fire Rating Pertormance 

Basic Model of Inverter Control Panel for Escalators 

Building Systems 

Total Security Solution"DIGUARD" for Building Facilities 

"MELSAFETY -G" compliant with "DIGUARD NET" Pia廿ormSpecifications 

Facilities for Building 

Enegy Recover Ventilator "Ceiling-concealed Lossnay" 

Mitsubishi Hand Dryer"Jet Towel Petit" 

Space Systems and Electronic Systems 

Miniature Autonomous Aerial Robot System 

Next-generation "Smart Interchange" 

SNG Hub Remote Control System for JNN Affiliates 

HTV Avionics Module for Demonstration Flight 

Command Receiver for Satellite 

Metal Foil Core Printed Circuit Board 

X-band Polarimetric Doppler Weather Radar for Tanegashima Space Center 

Robust Demodulation Technologies for UHF-band RFID Tag Readers 

Communication 

GE-PON High Density OLT Doubling the Number of Accommodated ON Us 

ACS Supported Digital Closed Circuit Television System "NA -SW8000DG" 

GE -PON OLT with L3 Switching Functions 

Mitsubishi 40Gbps Media Converter 

Analog Train Radio Systems Capable of Up-grading to Digital Radio Systems 

3-CCD Combined Integrated Camera "CIT -3200" 

Transmitting Power Amplifier for Mobile WiMAX Base Stations 

Information Systems and Network Service 

"NECAROKU" : Recording and Distributing Server for Network Cameras with H.264/AVC Transcoder 

"apricot CX ES Series" : Personal Computer of Low Power Consumption 

"LogAuditor Mail Saver" : Email Archive Solution 

"LogCatcher" : Log Gathering and Analyzing System for Information Leakage Prevention 

"Metadata Manager" : Uniform Management of Enterprise Metadata 

Integrated Wireless LAN Solution with IP Telephony for Office 

Data Exchange Pia廿orm"BizOrder"for Food Makers and Wholesalers 

Important Document Management System with RFID Tags 

Advanced Security Management Ser1ice 

Digital Signature and Verification Solution on Web System 

IT Management Infrastructure System for Sarbanes Dxley Act 

"MELEBUS-mfg6.1" : Templates for Rapid Introduction of ERP System by Adopting SDA 

"Manedge Leader" Chinese Version :Integrated Document Management System for China 

"MELFOS": Mitsubishi FAXOCR System 

Asset Based Lending Monitoring System 

"AvailStaff" : Support System for Temporary Staffing Service 

Wide Area Sales Management System with JavaScript 

lnlormalionSystem Enabling to Handle間eNewly Introduced Japan's National Healfu Insurance System I訂PeopleAged75andOlder

Business Package Software"KAIKEI-SHINAN" and"KYUYD-SHINAN".NET Version 

"MIWESTA/PF" : Pia廿ormInfrastructure Standard for System Development 

Secure Network Service for Health Care 

"Air VPN" : Wireless Internet VPN Service 

Matrix Authentication 

Visual Information 

Home Theater Projector"LVP-HC7000" 

“PH70 Se「ies": Rear Projector for Data Wall System 

Digital Recorder for Surveillance "DX -TL608" 

"EASYCDLDR!2" : Color Management Tool for LCD Monitors 
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●デジタルモノクロプリンター “P95Dシリーズ＂

●地上／ BS/CSデジタルチューナーを搭載したマルチメデイアワイド液

晶デイスプレイ “MDT221WTF"

●32インチ“VISEOLITEシリーズ"

9. 住環境..................................,.................................. (84) 

●熱い食品を冷ます手間なく，おいしく冷凍できる＜熱いまま“急っと＂瞬冷

凍＞搭載冷凍冷蔵庫

●三菱空調用ロータリ圧縮機の進歩

●II-Iクッキングヒーター用冷却構造

●霊気の使いすぎを抑制する家庭用省エネルギーデマンドシステム

●樹脂鉄心高効率DCファンモータ

●パンも焼けるIHクッキングヒーター℃S-G38VNシリーズ＂

●業務用エコキュート‘‘サニーパックQECO"

●釜底トリプルリングIH搭載圧カジャー炊飯器“NJ-TXlO"

●浮遊している微細應（じん）まで吸引するクリーナー “TC-AH/BHシ

リーズ＂

●飲料用デザインクーラー

●三菱LED照明器具‘̀AKARI-LEDsダウンライトシリーズ＂

●ふろ配管自動洗浄“バブルおそうじ＂エコキュート

●ヒートポンプ式温水暖房システム“ェコヌクールピコ＂

10. FA及び産業メカトロニクス (89) 
10, 1 FAf!l御機器・システム…：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： (89) 

●iQ Platform対応シーケンサ‘'Ethernet内蔵QnU"

●iQ Platform対応C言語コントローラ

●Ethernetベースオープンネットワーク℃C-LinkIE" 

●マイクロシーケンサ“FX3Gシリーズ”

● Qシリーズ高速多軸位置決めユニット “QD74MH8""QD74MH16" 

●SSCNETJII対応 2軸一体ACサーボアンプ‘'MR-J3W"

●ダイレクトドライブモータ

●三菱CNC"700VSシリーズ＂
10. 2 メカトロ機器 ・・・・・・・・・・●● ● ●........................................ (91) 

●新型プリント基板穴あけ用レーザ加工機“ML605GTF-5150U" 

●新型形彫放軍加工機‘'EA-V ADVANCEシリーズ”
1 0. 3 基幹機器．，．．．．，．．．．．．．．．．．，．．．．．，．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．，．．．，．． （92) 

●スーパー高効率モールド変圧器‘'EX-IIシリーズ"

● “KCシリーズ＂電源側プラグイン遮断器

●ノーヒューズ遮断器・漏電遮断器(400-800Aフレーム）用新形操作とって

●三菱俎子式マルチ指示計器“ME96NSR"

●大手通信事業者向け長時間・高効率UPS"AX-Pシリーズ＂

~ ~: 1自？喜三咤レ．；；．．．．．； ；ニシ．．．：： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： •. ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：悶ぢ

●自動車のアンダーステア予兆検出技術

●車載用小型圧カセンサ℃APSV"

●HEV用第三世代パワーユニット 3G-IPU

●デジタルノック制御システム

●樹脂成形のランナ最適化計算

●小型ブラシレスモータ組込型スマートコントローラ

●軽四輪車用小型・低龍流燃料ポンプモジュール

11. 2 インフォテイメントシステム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •… (96) 

●欧州カーメーカー向けリアシートエンタテインメントシステム

●車載用DVDシングルメカニズム

~~: 1半9喜こ9了、ティ1；イ．？．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．::::::::::::::::::::::::::::::::::・・・・ 悶；；

● “Ll / Slシリーズ"IPM

● DIP-IPM大型Ver.4 
12. 2 高周波・光デ／ゞィス・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（98)

●超低雑音HEMT対応ゲート形成技術

●XLMD-MSA対応43Gbps変調器集梢LDモジュール

●60GHz帯高アイソレーションMMICスイッチ
12. 3 液晶表示デ／ゞイス ・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． （99) 

●タッチパネルを組み込んだTFT-LCDモジュール

●白色LEDバックライト搭載産業用TFT-LCDラインアップ

●周囲温度に応じて動画表示性能を向上させた高速応答TFT-LCD

Digital Monochrome Printer"P95D Series" 

"VISEO MDT221WTF" Full HD LCD Monitor with Built-in Tuner for Terrestrial Digital/ BS/ 110 CS 

Broadcast 

"VISEO LITE Series" 32-inch WXGA, Low-power LCD Monitor 

Living Environment 

Refrigerator-freezer with New Technology Named "Atsuimama Kyutto Shunreitou" to Freeze Hot Food 

Quickly Retaining Flavor without Any Pre -cooling Process 

Evolution of Rotary Compressors for Mitsubishi Air-conditioners 

Cooling System for lH Cooking Heaters 

A Residential Demand Control System for Energy Conservation 

High Efficiency Brushless DC FAN Motors with lron Mixed Plastic Core 

IH Cooking Heater "CS-G38VN" with Bread-Baking Function on Built-in Grilldish 

Commercial Ecocute "Sunny-Pac Q ECO" 

Pressure Rice Cooker "NJ -TX10" with Triple -Ring Induction Heating 

Vacume Cleaner that Catches Floating Microdust 

Refrigerated Beverage Display Cases 

Mitsubishi LED Lighting Equipment "AKARI-LEDs Down Light Series" 

Heat Pump Water Heaters with Auto Cleaning System by Microbubbles for Bath Pipes 

Heat Pump Type Hot Water Heating System"Econucool Pico" 

Industrial Automation Systems 

Automation & Drives Control Systems 

iQ Platform Programmable Controller"MELSEC-Q Series QnU with Built-in Ethernet Port" 

iQ Platform C Controller 

Ethernet -based Open Network "CC-Link IE' 

Micro Programmable Logic Controller "FX3G Series" 

Q Series High-speed Multi-axis Positioning Module"QD74MH8" "QD74MH16" 

Mitsubishi 2-in-1 AC Servo Amplifier"MR-J3W" with SSCNET II lntertace 

Direct Drive Motor 

MlTSUBISHI CNC"700VS Series" 

Industrial Machinery 

New Laser Processing Machine for PCB Drilling "ML605GTF -51 SOU" 

Mitsubishi New Sinker EDM "EA-V ADVANCE Series" 

Distribution Control Equipment & Rotating Components 

High Efficiency Encapsulated-winding Distribution Transformer"EX-Il Series" 

"KC Series" Plug-in Circuit Breakers 

New Type of Operating Handles for MCCB and ELCB from 400A Frame to 800A Frame 

Mistsubishi Electronic Multi-measurering lnstrument"ME96NSR' 

"AX-P Series UPS" with Long Time Backup and High Efficiency for lnformation Providers 

Automotive Equipment 

Powertrain & Chassis 

Understeer Detection Method for Vehicle EPS Systems 

"CAPS V" -Miniaturized Pressure Sensor for Automobile 

Third Generation Power Unit for HEV 

Digital Knock Control System 

Runner Optimaization for Plastic Molding Process 

Smart Controller with Small Brushless Motor 

Compact and Low Current Fuel Pump Module for Light Vehicle 

lnfotainment System 

Rear Seat Entertainment System for European Car Maker 

DVD Single Mechanism for Car Audio 

Semiconductors & Devices 

Power Semiconductor Devices 

"L1 / S1 Series'1PM 

Large -scale DIP-!PM Ver.4 

High Frequency & Optical Semiconductor Devices 

Gate Electrode Fabrication Technology for Super Low Noise HEMT 

XLMD -MSA Compliant 43Gbps Modulator-integrated LD Module 

A 60GHz High Isolation MMIC Switch 

Liquid Crystal Display Devices 

TFT-LCD Module with Touch Screen 

White LED Backlight TFT -LCD Line-up for Industrial Use 

High Speed Response TFT -LCD Suitable for Moving Picture in Wide Ambient Temperature Range 
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本号記載の商標について

●三菱遁機（梱の登録商標

AXIEZ, BROUILLARD, BINET, CC-Link, CENTRAGE, COCODATES, CSTBT, DIAMOND Engine, DIAMOND Panel, DiaPassage, 
DIATONE, DIGUARD, DIGUARD NET, DIPIPM, EASYCOLOR!, ELENESSA, GOT, iQ Platform, MAICOD, MELEBUS, 
MELFLEX, MELFOS, MELNET, MELOOKμ, MELPRO, MELSEC, MELSEP, MELSERVO, MELWATCH, METROCS, MISTY, 
MITEMAS, NexWay-S, PreSerV, REAL, REALINK, SSCNET, VISEO LITE, ェコヌクールピコ，オートターン，オーロラリボン，

霧ヶ峰，切れちゃう冷凍，グット楽リモコン，サニーパック QECO, ジェットタオル，ジェットタオルプチ，瞬冷凍，人感ムーブアイ，

セキュアファイル番，超音波圧力IH, ミスタースリム，ムーブアイ，ロスナイ

●他社登録商標

A vailStaff, Man edge Leader, MIWEST A, 

TrustSigner 

BizOrder, LogAuditor, LogCatche, ネカ録

ALIVE Solution, 会計指南，給与指南

Apache 

A VCREC, Blu -ray Disc 

BACnet 

DLP 

Ethernet, イーサネット

FOMA 

InfoTrace 

IVEX Meta Logger 

Java, Java AS, JavaScript 

LanScope Cat 

LONWORKS 

Metadata Manager 

Excel, Microsoft Office, Windows, Outlook, 

Visual Basic, Vis叫 Studio

NetBSD 

QRコード

SAP 

SWIMO 

Thunderbird 

WiMAX 

グリーンライン

コンパクトフラッシュ

スーパーバード

タウンページ

マトリクス認証

MELGREEN, スリムER

Air VPN, セキュアネットワークサービス

三菱電機インフォメーションシステムズ（株の登録商標である。

三菱電機インフォメーションテクノロジー（株の登録商標である。

昧三菱電機ビジネスシステムの登録商標である。

Apache Software Foundationの登録裔標である。

Blu -ray Disc Associationの登録裔標である。

米国冷暖房空調工業会の登録商標である。

米国TexasInstruments社の商標である。

富士ゼロックス（梱の登録商標である。

昧NTTドコモの登録商標である。

味ソリトンシステムズの登録商標である。

アイベクス昧の登録廂標である。

米国SunMicrosystem, Inc．の米国及びその他の国における商標又は登録商標である。

エムオーテックス（株の登録商標である。

米国及びその他の国におけるEchelonCorp.の登録商標である。

米国Informatica社の登録商標である。

米国MicrosoftCorp.の米国及びその他の国における商標又は登録商標である。

The NetBSD Foundation, Inc．の登録商標である。

闊デンソーウェーブの登録商標である。

独国SAPAGのドイツ及びその他の国における商標又は登録商標である。

川崎重工業（柿の登録商標である。

Mozilla Foundationの登録商標である。

WiMAX Forumの登録商標である。

横浜市の登録商標である。

米国サンディスク社の登録商標である。

宇宙通信（株⑩の登録尚標である。

日本電信電話（株の登録商標である。

（株）シー・エス・イーの登録廂標である。

三菱電機（梱が商標出願中である。

三菱電機情報ネットワーク（梱が商標出願中である。

そのほか，本号に記載されている会社名，製品名はそれぞれの会社の商標又は登録商標（商標出頻中）である。
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